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ＭＦ文庫Ｊ

猫耳天使と恋するリンゴ２


花間　燈







口絵・本文イラスト●榎本ひな







【第一章】カーディガンの少女




【第二章】雨の日の怪物




【第三章】十五時のシンデレラ




【第四章】人魚の溜息




【第五章】水槽世界のマーメイド




【第六章】そしてリンゴは恋をする





　指先に天使の唇くちびるがふれ、微かすかな接触が「ちゅっ」と甘い音を編む。

　それはほんの一瞬のこと。夕ゆう陽ひ色に燃えるベッドの上、真っ白な洋服ワンピースをまとった少女の、その柔らかな唇が切り分けられたリンゴを奪っていく。

　クシャリと果肉が崩れる音。それからリンゴを頬ほお張ばる音。

　少女は弾はじかれたように目を瞬まばたかせ、頭部の猫耳をぴょこんと揺らした。

「驚きました。リンゴって、おいしいのですね」

「神様だって魅了する果物だからな。もっといる？」

「ぜひ」

　素直な返答を受け、ぼくが手に取ったのは果物ナイフ。すぐ隣から期待の眼まな差ざしを向けてくる天使のために、せっせとリンゴの皮を剥むいていく。

　切り分けた果実を手に、ぼくはひとつ、くだらない悪巧みを思いつく。

「ミント、これが欲しいならおねだりしてみろ」

「おねだり？」

「猫みたいに鳴いてみて」

「にゃあう？」

「おまえは本当に可愛かわいいな」

　首を傾かしげ、猫の声真ま似ねをする姿は身み悶もだえるほどの愛らしさ。腰まで届く眩まばゆい金髪。幼いが人間離れした美び貌ぼうに、猫の耳を持つミントは天界から舞い降りた天使である。

「ご褒美だ。ほら、あーん」

「あーん、です」

　小さな口でぱくりとリンゴを咥くわえるミント。餌え付づけしているようでちょっと楽しい。

　頭をくしゃくしゃと撫なで回まわすと嬉うれしそうに目を細め、尻尾しつぽをふらりと揺らした。

「にゃう……イツキさま、耳はくすぐったいです」

　ミントの猫耳は作り物じゃない。天使であるミントはこの世界で存在を保つために猫の体を借りている。だから人の姿をとると耳と尻尾がもれなく付属してしまうのだ。

　まさに猫耳天使なミントは花はな神がみ家で飼い猫ペツトとして暮らしている。

「あれから──春の連休からひと月くらい経たつけど、林りん檎ごの手掛かりはなしか」

「そうですね。砕けてしまったぶん、天界の林檎の力も分散したでしょうし、わたくしが感知できるようになるまで、もうしばらくかかるかもしれません」

　四月が終わる頃、ぼくは〝天界の林檎〟を食べた。それはどんな願いも叶かなえる魔法の果実であり、二つに割れてしまった〝林檎の片割れ〟だった。

　片割れを巡る物語の末、ぼくの願いを叶えた林檎は力を失い砕け散ってしまった。

　ぼくはミントと約束をした。砕けてしまった〝林檎の欠片かけら〟を二人で集めると。

「ある程度の力を取り戻した林檎なら、匂いで探すこともできるのですが」

　ミントは林檎の匂いで宿主を特定できる。ただ、力の枯こ渇かつした林檎は匂いが希き薄はくで遠距離から見つけることは困難らしい。

「他に手掛かりといえば、模も様ようくらいだな」

「はい。林檎を食べた人間がいるなら、体のどこかに林檎の模様が浮き出るはずです」

「でも、さすがに模様で探すのは難しいな。服の中にあったら見つけようがない」

「イツキさまのように胸部にあったりすると、模様を確認できるシチュエーションが限られてしまいますからね」

「言っておくけど、もう女子を裸にするのはごめんだからな」

　またまた春の連休の回想。公園のトイレで幼おさな馴な染じみを全裸にした記憶がよみがえり、慌てて脳内から振るい落とす。

　模様以外の手掛かりは、林檎の欠片の宿主が必ず若い女性であることくらい。

　どうあれ、林檎の宿主が見つかるまでぼくらは動きようがない。

「さて、明日の準備でもしておくか」

　クローゼットから透明なビニールに包まれた服を取り出す。

　青い瞳に不思議そうな色合いを混ぜてミントが首を傾かしげた。

「あれ、明日は平日ですよね？　制服でなくていいのですか？」

「これは夏服だよ。夏季用の制服。最近、どんどん暑くなってきただろ？　ぼくの学校は明日から衣替えなんだ」

　連休のあった五月が終わり、部屋のカレンダーは既に六月のものになっている。

　今年も肌を焦がす夏の気配が、もうすぐそこまで迫っていた。
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　彩あやノ咲さき高校の制服は生徒からの評判がいい。

　特に女子の夏服が可愛かわいいと好評で、男女双方から強い支持を集めている。

　純白のブラウスが眩まぶしい女子の夏服はデザイン自体はシンプルなものの、スカートの赤が鮮あざやかに映える仕様となっている。

　薄着の恩恵により隠れがちな体のラインが浮き彫りになり、腰のくびれやブラウスに包まれた胸部など、女の子の造形カタチをこれでもかと強調してくれるのだ。

　通学路を歩く女子生徒達についつい視し線せんが向いてしまうのも仕方ないことだと思う。

　これぞ衣替えの醍だい醐ご味みであり、月曜日の憂ゆう鬱うつを吹き飛ばすには十分な光景だった。

「薄着の女の子って、やっぱりいいな」

「そうですね。やはり開放感のある格かつ好こうは好このましいです」

「だからって、ノーパンでいいってわけじゃないからな」

「ノーパンはエコなのですよ？」

「股こ間かんを開放することをエコとは言わない」

　ぼくの容赦のない切り返しに、とことこ隣を歩く黒猫が「むう」と唸うなる。

　この天使、なぜかパンツを穿はくことに強い抵抗を示すのだ。普段はわりと従順なくせに下着の話になると露ろ骨こつに反抗的な態度を取る。

「ところで今日は、ユキヒメは一緒ではないのですか？」

「ああ、日直だから先にいくって連絡があったよ」

　快晴となった六月最初の月曜日。

　すっかり花を散らし、青葉が茂るようになった桜並木を黒猫姿のミントと並んで進む。

　猫の存在を誰も気にしないのはミントが魔法を使っているからだ。

　認識を阻害する魔法のおかげで、黒猫の姿はぼく以外の人間には視みえていない。

「やっぱり、まだ林りん檎ごの匂いは辿たどれないか？」

「ええ。林檎の匂いが希き薄はくでも、宿主が近くにいれば感知も不可能ではないのですが」

「砕けた林檎を悪魔が手に入れているってことはないのか？」

「絶対にないとは言えませんが、おそらく大丈夫でしょう。力を失くした林檎を探すのは困難ですからね。事実、天使であるわたくしですらひとつも見つけられていません」

「ああ、天使が感知できないなら悪魔にもできないんだな」

　悪魔。林檎の欠片かけらを探す上で非常に邪魔な連中だ。

　その姿は個体によって異なり、山や羊ぎ人間だったり巨大な猪いのししだったりする。

　天界の林檎を狙ねらっているため、林檎の宿主であるぼくを食べようとする厄介な存在。

　天使ミントが四六時中ぼくの傍そばにいるのは、悪魔からぼくを守護する護ご衛えい役でもあるからだ。

「ともあれ、欠片を食べた人間を見つけないことには動きようがないな」

　まだしばらくは待機かな。そう思った矢先、うっすらと校門が見えてきたあたりでミントがぼくを呼び止とめた。

「イツキさま！　微弱ですが、林りん檎ごの匂いを感知しました！」

「え、本当か!?」

「現在、対象との距離はおよそ二十メートルと推測。距離に変動がないことから、対象は現時点で移動をしていないものと思われます」

「この近くに、天界の林檎を食べた女の子が……」

　周囲を見渡してみる。何人かの生徒が視界を横切っていく。

　その中に一人だけ、立ち尽くしている女の子を見つけた。

　二車線道路を挟んだ向こう側。寂れたバス停のあたり。無造作に置かれた自動販売機の前で何やらオロオロしている女子生徒。

「……」

　電気が走るような予感がして、安全を確かめたぼくは道路を横断する。

　一歩、また一歩と距離を縮めて、数歩離れた位置でぼくは足を止める。

　女の子の挙動は、なんというか不審だった。

　じっとジュースのラインナップを凝視したり、自販機の側面をぺたぺたとさわったり、お尻しりを突き出しながら屈かがんでみたり、不思議な行動を繰り返していて──

「えっと……君は何をしてるんだ？」

「え？　……きゃっ!?」

　声をかけると、振り向いた女の子が漫画のようにバランスを崩した。

「うわっ、危ない!?」

　咄とつ嗟さに下した『彼女を受け止める』という判断は、我ながら上出来だったと思う。

　誤算だったのは、その衝撃にぼくが耐えられなかったこと。

　突然のことだったので、女の子の体重を受け止めきれず、ぼくは彼女を抱えたまま背中から地面に倒れることになった。

「いてて……」

　鈍にぶい痛みに顔をしかめながら薄目を開ける。

　視界に映ったのは、びっくりしたように目を瞬まばたかせる女の子。

　初対面の女の子がぼくに覆おおいかぶさっていて、彼女の柔らかな胸部が押し付けられていて、吐息が混ざり合うほどの至近距離に綺き麗れいな顔があった。

「……えっと、とりあえず立てる？」

　かすかに頬ほおを染めた女の子はこくこくと頷うなずいて、わたわたと身を起こす。

　解放されたぼくも立ち上がり、制服を整えて女子生徒と向かい合う。

　彼女は、一人だけ世界から浮き彫りになっていた。

　夏服の生徒達の中で彼女だけ、ブラウスの上に上着カーデイガンを羽は織おっていたから。

　カーディガンのサイズは大きめで、余った袖そで口ぐちから指先だけが覗のぞいている。













　太ふと股ももまでしっかりと覆おおう素敵装備ニーソツクスと相まって肌の露出が極端に少ない格かつ好こう。

　細身で、女の子にしては背が高くて、手足がすらっと長い。

　大人びていて、どこか眠たげな表情。淡い色合いの髪はくせのあるセミロングで、くしゃくしゃと緩ゆるやかにウェーブのかかった彼女の髪が、西洋人形を連想させた。

「あ、あの、ごめんなさいっ」

　水を想おもわせる透き通った声。女子生徒がぺこりと頭を下げる。

「わたし、その、びっくりしちゃって。あの、大丈夫ですか？」

「別に何ともなかったから。急に声かけたりしてごめんな。君のほうこそ大丈夫？」

「あ、はい。わたしはぜんぜんへいきです。大丈夫でした」

　朗らかで砕けた口調と、綿菓子のようなふわりとした微笑ほほえみ。

　くせのある髪がわずかに揺れて、人懐なつっこい犬の尻尾しつぽのようだった。

「それで、君は自販機の前でどうしたの？」

「実は、水を買ったんですけど、ペットボトルが出てこないんです」

「ああ、なるほどね。どれどれ……」

　屈かがんで取出口の中を確認してみると、五百ミリリットルの容器ペツトボトルが絶妙な角度で引っ掛かっていた。しかも、その奥からもうひとつ容器のキャップが顔を出している。

「あのさ……これ、もしかして二本買った？」

「あ、はい。二本買いました」

「そりゃ詰まるわ。自販機で買うなら一本ずつ取らないと」

「そうなんですか？　てっきりこの機械は使えない子なのかと思いました」

「いや、自販機に罪はないから」

　無慈悲な冤えん罪ざいによって自販機が『使えない子認定』されていた。

　気を取り直したぼくは哀れな被害者の救出を試みる。身動きが取れない目標を掴つかんでみる。弧を描く容器の表面はひんやりと冷たい。

「……ん、引っ張っても取れないな」

「やっぱり無理ですか？」

「いや、諦あきらめるのはまだ早い。引いてだめなら押してみろ、ってね」

　冷たいボトルを押し上げてみる。引っ掛かっていた部分がうまく外れて、二本分のミネラルウォーターが吐き出された。

「わ、すごいです。ありがとうございますっ」

　水を渡すとぺこりと頭を下げる。

「いつもはお店で買うから自販機はめったに使わなくて。ほんとうに助かりました」

　女の子は笑った。向日葵ひまわりのような笑顔だと思った。

「あは。困ってたところを男の人に助けられるとか、べたなラブコメみたいですね。運命が重なる瞬間、みたいな。そういうの、ちょっと憧あこがれてたんです」

「なんなら、ぼくとラブコメの王道を駆け抜けてみる？」

「あ、でもほら、そういうのってフィクションですから」

　どさくさに紛れてねじ込んでみた申し出は笑顔でお断りされた。

「どっちにしろ、ぼくは恋ができないんだけどな」

「？　恋ができない？」

　不用意な発言に目をぱちくりさせる女の子。ぼくが肩を竦すくめてみせると、彼女は冗談だと思ってくれたようで、それ以上は訊きいてこなかった。

「でも、ぶつかったのがこわい人じゃなくてよかった」

　ほう、と安あん堵どしたように息をつく。自然に振る舞っているように見えて、内面はそうではなかったのだろう。誰だって初対面の相手と話す時は緊張する。

　口数の多さは緊張の裏返しなのかもしれない。

「わたし、お先に失礼しますね。また運命が重なったらお会いしましょう」

　イタズラっぽい笑顔でそう言って、ぺこりと会釈して彼女は校門に向かっていく。

　そこで初めて気づく。彼女が肩から提げていたのは青色のスポーツバッグだった。

　運動部に所属しているのだろうか。バッグのサイズが大きめなのは、部活に必要な物を入れるためと推測してみる。

「あの子が林りん檎ごの宿主なんだな？」

「はい、間違いありません。微弱ですが林檎の匂いがしました」

　ぼくの確認に、足元の猫が淀よどみなく返答する。

　ひと月近く手掛かりさえ掴つかめなかった林りん檎ごの欠片かけらのありか、そのひとつがようやく判明したのだ。さっそく欠片を収穫するための計画を練らなければならない。

　ただ、それよりもまず気にかかることがあった。

　片手で日傘を作って真っ青な空を見上げる。本日は快晴なり。雲の見当たらない青空。

　微かすかに湿った風は温かく、軽く歩いただけでうっすらと汗ばむ陽気だ。

　だというのに──

「あの子、どうして上着カーデイガンなんて着てたんだろう？」

　学校に近づくにつれ、ちらほらと道行く生徒が増えるなか。たった一人上着を羽は織おった彼女の背中を見失うことはなかった。
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　ぼくこと花はな神がみ一いつ樹きは恋ができない。

　恋愛にトラウマがあるとか、恋に興味がないとか、単に女子にもてないという話ではなく、現段階でぼくには恋愛感情が存在しないからだ。

　天界の林檎を食べた副作用で、ぼくは恋愛感情を林檎に奪われている。

　それは力を失った林檎が栄養を得るための手段。

　天界の林檎の栄養は少女の〝幸福な記憶〟であり、砕けた林檎の欠片は宿主の少女の願いを叶かなえることでより純度の高い記憶を得ようとする。そうして少女の中で熟した林檎を、同じく林檎の宿主である男性に収穫させることで元の姿に戻ろうとする。

　欠片をひとつに戻すために、天界の林檎は自身を食べた男を利用するのだ。

「ようやく林檎の持ち主が特定できましたね」

「独特の雰囲気があったけど、明るくて話しやすい子だったな」

　昼休みの屋上。フェンス付近の床に直接腰を落ち着けたぼくと黒猫ミントは緊急会議の真っ最中だった。議題はもちろん、朝に会った林檎の宿主について。

「まずは、彼女の模も様ようを探さないといけませんね」

「そうだな。模様の位置を把握しておかないと計画も立てにくいし」

　林檎を食べた者に共通するのは、体のどこかにリンゴの形の模様が浮き出ることだ。

　たとえば、ぼくの模様は胸部にある。

　模様は天界の林檎を食べた男性──つまりぼくにしか視みることができない。少女の役割は林檎を育てることであり、模様を見る必要がないからだ。

　林檎の模様には三種類の色分けがある。

　まずは青。林檎が力を失っている状態だが、宿主の少女に何かしらの変化をもたらす。

　次に黄色。半分ほど力を取り戻した状態で、宿主の願いに反応して魔法を展開させる。

　最後は赤。完全に力を取り戻した証あかしであり、この状態でしか収穫することができない。

　模様を見つけないと色が判別できず、林檎の成長が確認できない。

　収穫の際も模も様ようが重要な役割を担うため、位置の特定は必須となる。

「しかし、名前くらいは訊きいておくべきだったな」

　クラスどころか、あの子の学年もわからない。

「それは次の機会でも問題ないでしょう。この学校の生徒であることは判明しているのですから、捜し出すのはそれほど難しくないと思われます」

「まあ、焦あせっても仕方ないからな」

　上半身を後ろに反らしてみる。視し線せんは垂直に。

　頬ほおを撫なでる風は柔らかく、際限のない空はどこまでも青い。ぼくらの他に屋上でランチを楽しむ生徒達の声が鼓膜を震わせた。

　心地よい喧けん騒そうのなか、ぱたぱたと小走りに耳慣れた足音がやってくる。

　馴な染じみのある歩幅がゼロになり、ぼくの耳にふわりと甘い声が舞い落ちる。

「ごめんなさい。待った？」

「そんなには。五分くらいかな」

　戻した視線の先には、雪結晶のヘアピンを飾ったショートカットの女の子。ランチの約束をしていた相手。弁当の包みを手にした、夏服姿の白しら木き雪ゆき姫ひめが立っていた。

「夏服、似合ってるな。すごく可愛かわいい」

「ほんと？　ありがと」

　微かすかに頬を染め、くすぐったそうに目を細める雪姫。素朴シンプルだが、それゆえに素材の魅力を引き立てる夏服デザインは彼女によく似合っていた。

　雪姫はぼくの幼おさな馴な染じみで、クラスは違うけど同じ二年生。

　そして、天界の林りん檎ごを食べてしまった女の子でもある。

「夏服も可愛いけど、やっぱりニーソックスもいいな」

「え、ニーソックス？」

「薄着になってもあえてニーソで隠された太ふと股ももがぼくを悶もん々もんとさせる。というわけで雪姫、ちょっとそこの陰で黒いそれを脱いでみようか」

「脱ぎません」

　即答する雪姫さん。ついでにぷいっと顔を背けられてしまう。

「ごめんごめん。残念だけど、家に帰ってからでいいからさ」

「けっきょく脱がすんだ……」

「放課後だと蒸れ具合もほどよい感じだな」

「それセクハラだよ!?　絶対に脱がないからね!?」

　ぎゅっとスカートの裾すそを押さえて赤面する雪姫。そのポーズはぼくにとってはご褒美であり、むしろ「ご馳ち走そう様さまです」と言いたいところだけれど黙っておく。

　雪姫は明るくなった。視線を遮っていた前髪をばっさり切ってから、可愛い顔をいっぱいに使って心を表すようになった。上手に気持ちを伝えたいと──いつか彼女自身が口にした理想の通り、遮られることのない表情が素直な想おもいを表現し続けている。

　それは、雪ゆき姫ひめが記憶と引き換えに叶かなえた願いごと。

　口くち下べ手たで瞳を隠しがちだった頃よりも、ずっと上手に喋しやべれるようになった。

　花が咲いたような笑顔に時おり、口数が少なかった頃の彼女を忘れてしまいそうになる。

「挨あい拶さつはこれくらいにして、そろそろ食べようか」

「そうだね。イツキ君の話をまともに聞いてたら、お昼休みが終わっちゃう」

　雪姫はポケットからハンカチを取り出し、アスファルトに広げてその上にお尻しりを乗せた。

　それから手にしていた弁当の包みをほどき始める。

　ぼくも自分の弁当のふたを開けた。

　いただきますと唱しよう和わして、ぼくらはランチを開始する。

　妹が作ってくれた弁当をつつきながら、おかずを口に運ぶ幼おさな馴な染じみの様子を眺めてみる。

　全体的に小柄で、華きや奢しやな肩が強く異性を感じさせる。

　雪姫という名前の通り、雪のようにまっさらな肌。髪はくすみのない黒で、瞳は澄んだこげ茶色。唇くちびるは淡い薄紅色で──思わず目を惹ひく魅力がある。

　神様が『美』をコンセプトに丹精した、白しら雪ゆき姫ひめすら羨うらやみかねないほど綺き麗れいな女の子。

　一ヶ月と少し前、ぼくは雪姫に告白された。

　春の連休を間近に控ひかえた四月最後の火曜日。夕ゆう陽ひの滲にじむ部屋で、雪姫に押し倒されたぼくは、彼女がずっと胸むねに秘ひめていた鮮烈な想おもいを至近距離で告げられた。

　控えめで大人しいはずの女の子から受けた熱烈な告白。

　可愛かわいい異性に好意を向けられて嬉うれしくなかったと言えば嘘うそになる。

　けれど、恋愛感情を失くしていたぼくは答えを出すことができなかった。

　ぼくは雪姫が好きだ。愛いとしいとさえ思う。

　だけどぼくは、その愛しさが恋じゃないと知っている。

　雪姫がぼくに向ける好意とは別のものだと知っている。

　告白への返事は林りん檎ごに奪われてしまったままで、だからバラバラになった欠片かけらをひとつに戻して、ぼくの感情ピースを返してもらうと決めた。それが林檎の欠片を集める理由だ。

　ぼくは、ぼくの〝恋〟を取り戻すために砕けた林檎を探している。

「……イツキ君？　お箸はし、とまってるよ？」

「ああ、ちょっとぼうっとしてた」

「考えごとでもしてた？」

　さすがに付き合いの長い幼馴染だけあって鋭い。雪姫の言う通り考えごとをしていたわけだけれど、まさか天界の林檎の話をするわけにもいかない。

　何か手頃な話題はないかと頭を回すと、一人の女子生徒の姿が思い浮かんだ。

「今朝さ、カーディガンを羽は織おった女の子に会ったんだ」

「カーディガン？　この暑さなのに？」

「雪姫みたいに寒がりなのかもしれないな」

「さすがにもう寒くないよ。これくらい薄着で、ちょうどいいくらいだもの」

「低体温のお姫様でもこの気温じゃ寒くないか」

　歩くだけでうっすらと汗ばむ陽気だ。上着で武装するには少しばかり暖かすぎる。

「よかった。イツキ君、嬉うれしいことがあったみたい」

「え、どうして？」

「最近、ちょっと元気がなかったから。今日は、なんだか楽しそう」

　最近のぼくの心情は、幼おさな馴な染じみにはお見通しらしかった。探し物の行方が掴つかめず、気落ちしていたぼくを心配してくれていたのだ。

　雪ゆき姫ひめのほうこそ嬉しそうに笑うから、ぼくは言葉を返すことができなかった。

「……イツキさま、今朝の女生徒を発見しました」

　屋上の端っこから下を眺めていた黒猫が、雪姫には聞こえない声を用いて言う。

　視し線せんを下に向けると、上着を羽は織おった女子生徒が中庭を横切っていくところだった。

　残っていた玉子焼きをひと口でいただいて、手早く片付けたぼくはランチの席を立つ。

「わるい。ちょっと用事ができたから、今日はもういくな」

「わかった。じゃあ、またね」

　お弁当が半分ほど残っている雪姫は、春の日ひ溜だまりのような笑顔で、小さく手を振ってくれた。







　中庭に出たぼくは、先ほど女子生徒を見つけたあたりに足を向ける。

　校舎に囲まれているとはいえ彩あやノ咲さき高校の中庭はかなり広い。

　石いし畳だたみが敷かれ、人工芝と木々の緑が映える憩いこいの場。涼しげな噴水まである中庭に、カーディガンの女子生徒はいなかった。

「いなくなったみたいだな」

「どこかに向かう途中だったのかもしれませんね」

　黒猫の意見に頷うなずき、女子生徒の捜索はいったん諦あきらめる。

　駆け足できたので心臓が落ち着かない。ちょうど寂しげにしているベンチがあったので座ってみる。いい感じに木陰になっていて、運動で火ほ照てった体を冷ましてくれた。

「話ができるチャンスだと思ったんだけど」

「残念でしたね。情報を集める絶好の機会でしたのに」

　雪姫のように初めから繋つながりがあるわけじゃない。今回の宿主は初対面の女の子。まずは相手を知り、相手に知ってもらうところから始めないといけない。

「なにしてるんです？」

「うひゃう!?」

　背後から声がして、冷たい何かを首筋にあてられたぼくは変な悲鳴をあげてしまう。

　慌てて振り返ると、視界に収まったのは見覚えのある女の子。

　どこかぼんやりとした瞳に、くしゃくしゃとウェーブのかかったセミロング。大きめのカーディガンを羽は織おった、ぼくの探していた女子生徒がそこにいた。

　肩からスポーツバッグを提げた女の子は無邪気な笑みを浮かべる。

「んふふ。そんなに驚いてくれると嬉うれしいです。頑張って忍び寄った甲か斐いがありました」

　ぺろりと小さく舌を出す仕草が憎らしくも愛らしい。

　密着する女の子から、ふわりと甘い匂いがした。

「運命、重なっちゃいましたね？」

　冗談めかして笑うと、彼女は一歩だけ後ろに下がる。赤のスカートがふわりと踊り、可愛かわいいくせっ毛が歌うように弾んだ。

「わたし、桐きり谷たにっていいます。桐谷茉ま奈なです。一年生です」

「桐谷さんね。ぼくは花はな神がみ一いつ樹き。二年生」

「先輩さんですね。こんなところで何してるんですか？」

「ええと……休憩、かな」

「汗だくですよ？　これ、よかったらどうぞ。今朝のお礼です」

　差し出されたのは缶コーヒー。

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

　校内の自販機で購入したばかりなのだろう。受け取ったコーヒーは冷たかった。

「となり、座っていいですか？」

「どうぞ」

「失礼します」

　ちょこんと静かに腰をおろす桐谷。スポーツバッグはベンチの余白にぼすんと置いた。

　ぼくは横目に彼女を観察しつつもらったコーヒーを口に含む。缶の表面に水滴ができるほど冷たいコーヒーは甘くて、少しだけ苦かった。

「ダメなんですよ？　水分はこまめにとらないと」

「いや、ちょっと軽く全力疾走しただけだから」

「こんな暑い日に、全力で走るなんて無謀ですって」

「こんな暑い日に、桐谷さんはどうしてカーディガンなんて着てるの？」

「桐谷さんのチャームポイントだからです」

　まったく答えになっていない、本題から大胆にずれた返答。露ろ骨こつに誤ご魔ま化かされたわけだけど、しつこく踏み込むのも躊躇ためらわれる。ここで機嫌を損ねるのは得策ではない。

　ひとまず話題を変更することにしよう。

「桐谷さんはどうして中庭に？」

「中庭に用はないんですけど、見覚えのある背中を見つけたので声をかけてみました。冷たい缶コーヒーをぴたっとしたのはサービスです。特別仕様です」

「そこは標準仕様でよかったけどな」

「わたし、イタズラが好きなんです」

「いや、笑顔でそんな自己申告カミングアウトされても……」

「人の困った顔が好きなんです」

「…………」

「人を困らせるのが好きなんです」

「カミングアウトが止とまらない!?」

　己の趣味嗜し好こうをここまで赤裸々に暴露できる人間をぼくは初めて見た。

「ところでさ、そのスポーツバッグには何が入ってるんだ？」

「先輩はデリカシーって言葉、知ってます？」

「知ってます。すみませんでした」

「まあ、男の子に興味を持たれるのはわるい気分じゃないですけどね。もっと仲良くなれたら教えてあげてもいいかもです」

　桐きり谷たにはそう言ってスポーツバッグからペットボトルを取り出した。慣れた様子でキャップを開けて口をつける。

「…………」

　コクコクと美お味いしそうに水を飲む後輩を観察する。大人びていて、でも、どこか幼さが残る横顔を眺めていると、ボトルから口を離した桐谷と目が合った。

「先輩？　どうしたんです？」

「いや、何でもない。夏服にニーソも素敵だなって考えてただけ」

「ニーソックスが好きなんですか？」

「正直、パンツより愛いとおしいと思う」

「わお。熱烈ですね。そしてとっても変質的です」

　おどけるように言って、楽しげに肩を揺らす桐谷。

　じっと見ていたことを誤ご魔ま化かせたようで安心する。おかげで余分な個人情報を彼女に与えてしまったわけだけど、結果オーライということで。

「桐谷さん、質問いいかな？」

「バッグの中身以外ならオッケーですよ」

「桐谷さんは運動部？」

「いえ、普通に帰宅部ですけど」

「そっか。桐谷さんは、もうこの学校には慣れた？」

「そうですね。二ヶ月も通っているので、だいたいのことには慣れました」

　答えて、舐なめるように水を口に含む。

　ぼうっと噴水を眺めていた桐谷が、色素の薄い瞳でぼくを見た。

「わたしも、先輩に質問していいですか？」

「初恋の話以外ならいいよ」

「先輩は童貞さんですか？」

「ぶっふあ!?」

　放はなたれた予想外の砲撃に想定外のダメージを受けるぼく。黙秘権を行使すればいいものを素直なぼくは態度で正解を示してしまった。

　ひとつ年下の後輩がニヤニヤしながらぼくの顔を覗のぞき込んでくる。

「おやおや。先輩はわかりやすいですね。軽いジョークだったのに、知りたくもない情報を握ってしまいました」

「君は鬼か。そういうの、冗談でも訊きいていいことじゃないだろ」

「そうですね。ごめんなさい。デリカシーが足りなかったです。んふふ」

「うん。とりあえずその楽しげな笑顔をやめようか」

　謝罪は文字通り口先だけで、表情がまったく反省していなかった。

　短いやり取りで彼女の性格が掴つかめてきた気がする。すくなくともわりと容赦のない女の子であることは判明した。

「……先輩は、恋をしたらどうしますか？」

　けれど──不意打ちのようなひと言で、ぼくはまた彼女がわからなくなった。

「誰かを好きになったら、どうしようもなく好きになってしまったら、先輩ならどうしますか？」

　水のような声はどこまでも透き通ったまま、その唇くちびるから零こぼれ落おちていく。

「それは、伝えるんじゃないかな。好きになった相手に。好きだって、自分の気持ちを」

「……やっぱり。先輩は自由な人なんですね」

　よくわからない台詞せりふを放はなって、桐きり谷たには眩まぶしげに目を細める。

　急に席を立った後輩が、くるりとぼくに向き直った。

「ありがとうございます。変な質問に答えてくれて。そろそろ昼休みも終わりなので、わたしは教室に戻ります」

「ああ。コーヒー、ありがとうな」

「いえ、助けてもらったお礼ですから」

　桐谷は、スポーツバッグを手に取ろうとして屈かがんだ。

　ベンチに腰掛けているぼくと彼女の視点が同じくらいの高さになり、自然と桐谷の女の子な部分──二つのたわわな果実が強調される。

「あ、どこ見てるんですか。先輩のえっち」

「桐谷さんは立派なものをお持ちですね」

「あは。素直なのはいいですけど、大きさの話題はアウトですよ。お仕置きです」

　えい、と可愛かわいい声をあげた桐谷が、屈んだ姿勢のまま細い指でぼくの鼻先を突く。

「────あ」

　その瞬間、ぼくの意識の全てが桐谷茉ま奈なに支配された。

　目を奪われたのだ。

　向日葵ひまわりのような笑顔の下。わずかに開いた襟えり元もとから覗く白い肌。中心からやや左にずれた首のつけ根のあたり。

　そのまっさらな喉元に、青色の模様りんごが生なっていた。
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　その日の夜。夕食を終え、居間でくつろいでいると来客を報しらせる呼び鈴が鳴った。

　席を立とうとした妹を呼び止とめ、ぼくの客であることと、外出する旨を伝えてから玄関に向かう。黒猫はリビングに残したままで。

「やあ、猫の彼女から連絡を受けて参上したよ。我に話があるそうだね」

　扉の外にいたのは白くて大きな犬だった。

　雪ゆき姫ひめの飼い犬であり、名前はリトルマウンテン。愛称はリトルで、リトルの中には天使が宿やどっている。頭の中に響く男の声はリトルに宿る天使のものだ。

「こんばんは、犬天使。ここじゃなんだから公園にいこう」

「了解した。イツキ殿の護ご衛えいは我に任せてくれ」

　頼もしい白犬を連れて花はな神がみ家を出る。

　月明かりと街がい灯とうを頼りに訪れたのは近所の公園。ぼくはベンチに腰を下ろし、犬天使はすぐ傍そばでおすわりした。

「家を抜け出して大丈夫か？」

「問題ないよ。錯覚の魔法を仕掛けてきたから、家の者は我の不在に気づかない。ご主人の家ではこうして話すこともできないからね」

「ああ、それにミントがいるとできない話もある」

「なるほど。猫の彼女を連れてこなかったのはそういうことか」

「まあ、ただの近況報告なんだけどな。天使に心を教えるなんて最初は戸惑ったけど、問題なく過ごせてるよ。ようは、いつも通りでいいってことなんだな」

「そうだね。心は日常生活を送るうちに自然と育はぐくまれていくものだ。人間も天使も変わらないよ。イツキ殿が傍そばにいるだけで、環境としては申し分ないだろう」

　本来、天使は心を持ちえない存在らしい。けれども天界の林りん檎ごにふれたミントは無意識のうちに〝心が欲しい〟と願い、林檎は願われるままに天使の望みを叶かなえた。

　あの子は人の心に憧あこがれたのだ。

　でも、感情を与えられたばかりのミントは心の扱い方を知らなかった。

　何も知らない子どもと一緒で、心がまっさらな状態だった。

　だから誰かが教えてあげないといけなくて、ぼくがその役目を担うと決めた。

「笑うとか、怒るとかの単純な感情表現は上手になったけど、未いまだに羞しゆう恥ち心しんは芽め生ばえないみたいだな。いくら言い聞かせても素直にパンツを穿はこうとしない」

「それは天使には本来、必要のないものだからね」

「けど、人間に交じって生活する以上、最低限の常識は学んでもらう」

「ふふ、イツキ殿はすっかり彼女の保護者だね」

「位置づけとしてはパートナーだけどな」

　林檎の欠片かけらを集めるための協力関係。ぼくがいないと林檎の回収ができず、天使のバックアップがないと欠片の捜索は不可能だ。どちらかでも欠けたら成り立たない。

　だからぼくはミントを支えるし、ミントもぼくを支えてくれる。

「さて、ここからは天界の林檎に関係する話だ。ようやく欠片の持ち主が見つかったよ」

「既に報告は受けているよ。名前はマナといったかな」

「模も様ようの位置も特定できてる。林檎は桐きり谷たにの喉元にあった。色はまだ青のままだったよ」

「幸さい先さきがいいね。ご主人の時とは違い、林檎を育てるところから始められるわけだ」

　天界の林檎は宿主たる少女の〝幸福な記憶〟を栄養とする。

　林檎を育てるには宿主に幸福を感じてもらう必要がある。

　林檎を育てる最も効果的な方法は、宿主である少女の望みを満たしてやることだ。

　ここからは桐谷の心を満たすために行動することになる。

「基本的にはぼくとミントで動くけど、犬天使にも手伝ってもらうかもしれない」

「かまわないよ。そういう契約だからね。協力は惜しまない」

　犬天使は雪ゆき姫ひめの傍にいるために天使の職務を放棄しようとした前科がある。その罪を天界へ報告しないかわりに、犬天使はぼくらに協力を約束しているのだ。

「最近、雪姫の様子はどうだ？」

「心配ないよ。ご主人の睡眠時間は人間の平均値に戻りつつある。完全に元通りとはいかないまでも、とりあえず浴室でうたた寝をすることはなくなった」

「そっか。それならよかった」

　一ヶ月前。林りん檎ごを食べた副作用で雪ゆき姫ひめはよく眠るようになった。

　日増しに起きている時間が短くなって、このまま目覚めなくなるのではと心配していたのだ。林檎が雪姫に与えた不具合も、問題なく回復しているようで安心する。

「……おや？」

　犬天使が顔を夜空へ向けた。

「やれやれ。やはり夜分に出歩くべきではないね。日が落ちると彼らは活発になる」

「悪魔か？」

「そのようだ。イツキ殿の林檎を嗅かぎつけたらしいね」

　立ち上がったぼくの耳に静せい寂じやくを乱す羽は音おとが届く。

　犬天使が見上げる先に悪魔の姿を視認した。

　リトルよりも大きな体を持ち、不吉な羽音を生む翼は夜の闇やみに紛れる漆黒。月を背後にしてようやく確認できる、鳥の形をした悪魔だった。

「わるいが、イツキ殿は渡さないよ。彼はご主人の大切な人だからね」

　白犬が口から光線を放はなつ。夜を切り裂く白光が敵を穿うがたんと疾走する。

　しかし、翼の悪魔は難なくその攻撃を回避した。

「ほう、なかなか素早いね。さすがは翼持ちの悪魔だ」

　感心しながら第二弾、三弾と立て続けに光線を撃つ犬天使。

　放たれる天使の攻撃を、鳥型の悪魔は空中で器用にかわす。警戒心が強いらしく、一定の高さから降下しようとしない。

「仕方ないね。イツキ殿、この場を動かないでくれ」

「ああ、わかった」

　頷うなずくと、ぼくの周囲を半球型の光の膜が覆おおった。

　これも犬天使の魔法なのだろう。形状からして対象を守るための防壁みたいだ。

　次の瞬間、白犬が勢いよく大地を蹴けった。ふわりと跳ちよう躍やくした体が重力に引かれることはなく、四本の足で宙を踏みしめながら、驚異的な速度で空へと駆け抜けていく。

「おお、犬天使も空を飛べるんだな」

　もうこのくらいの光景では驚かなくなったぼくである。

　鳥型の悪魔が慌てて上空へ逃れようとするが、遅い。

　悪魔が飛ぼうとした先に白犬が立ち塞ふさがる。そして犬の口から放たれる光線。空から下方へ放たれた光の矢は悪魔に直撃した。

　やがて魔法の光が薄れていき、悪魔の姿も綺き麗れいさっぱり消えてしまった。

　周囲に展開されていた防壁もいつの間にか消失していた。

　犬天使が階段を下りるように戻ってくる。

「お疲れさま」

「散歩だけでは体が鈍るからね。いい運動になった。しかし、また悪魔を引き寄せても面倒だね。そろそろ家に帰ったほうがいいかもしれない」

「そうだな。伝えたかったことは伝えたし、もう帰るよ」

「では家まで送ろう。イツキ殿に怪け我がをさせては、猫の彼女に合わせる顔がない」

「助かる。悪魔に食べられるわけにはいかないからな」

　ぼくの隣に並んだ犬天使が、再びテレパシーを送ってくる。

「そういえば、今日はイツキ殿から花の香りがするね」

「花の香り？」

「ほんの微かすかにだが、これは香水かもしれない」

　犬天使は犬だけに鼻が利く。彼が嗅かぎ取ったのなら間違いないだろう。

「そういえば、桐きり谷たにから甘い匂いがしたっけ」

　あの匂いは香水だったのだろうか。年頃の女の子が香水を使うのは、別におかしなことでもないだろう。そう結論付けて、ぼくは夜の公園を後にする。

「イツキ殿も隅に置けないね。好いてくれている幼おさな馴な染じみがいるというのに、他の女性と仲良くなるなんて」

　思わず足を止とめ、街がい灯とうの下で白犬を見下ろす。

「犬天使、ぼくの置かれた状況をわかってて言ってるだろ」

「おや？　イツキ殿は、ご主人が林りん檎ごの宿主だから優しくしたのかい？」

「……そうくるか」

　宿主の少女に対する優しさは林檎を収穫するためなのか。

　それとも林檎を食べた女の子を救うためなのか。

　心が向かう理由によって、優しさの意味が変わってしまう。

「イツキ殿は優しいからね。その優しさに惹ひかれてしまう女性がいないか、我としては心配なのだよ」

「そんな簡単に、誰かは誰かを好きにならないだろ」

「そんなことはないさ。案外、人が恋に落ちるのは一瞬だよ。事実、ご主人はイツキ殿にほとんど一ひと目め惚ぼれだったのだしね」

「…………」

　犬天使の不意打ちにぼくは言葉を失った。

　意識させるようなことを言うから、雪ゆき姫ひめに関する記憶を無意識に再生してしまう。

　雪姫に告白されたこと。裸を見てしまったこと。ベッドで一緒に眠ったこと。

　それから──ファーストキスのこと。

　ゴールデンウイークの出来事を思い出して顔が熱くなっていく。

　そんなぼくを見上げながら、白犬は楽しげに「わふふ」と笑った。







　自室に戻ると、ワンピースを着た少女ミントがベッドに腰掛けて本を読んでいた。

　頭に猫耳をのせて、洋服の裾すそから尻尾しつぽを出した女の子が本を読む様子は童話のよう。

　この部屋は天使が本来の姿でいられる貴重な空間で、最近のミントは人の形を取ることが多くなった。本人曰いわく「四足歩行は肩が凝るのです」とのこと。

　ぼくの帰宅を確認したミントは本を閉じ、ベッドから下り立つ。

「お帰りなさいませ、イツキさま」

「ただいま。なんか初めてだな、ミントとこういうやりとりするの」

　ミントとは一日のほぼ全ての時間を共有している。プライベートが保障されているのはトイレの個室くらいで、天界の林りん檎ごに関わってからミントを連れずに外出したのは今夜が初めてだった。

「ちょっと遅いけど、お風呂にしようか」

「はい、お供いたします」

　いつものように一緒に入浴したあと、天使にワイシャツを羽は織おらせて再び自室へ。

　ベッドに腰掛けて、ミントの髪にドライヤーをかけてやる。ぼくの膝ひざにちょこんと座ったミントは、目を細めてふらりと尻尾を揺らした。

　腰まで届く長い金髪を乾かしながらミントに話しかける。

「そういえば、林檎の回収に駆り出された天使は七人いるんだよな。犬天使は雪ゆき姫ひめの家にいるとして、他の五人は何をしてるんだ？」

「わたくしと犬の彼以外の天使には後方支援を担当してもらっています。具体的には砕けた林檎の欠片かけらの捜索と、悪魔の動向への警戒ですね」

　天使が言い終えたその時、タイミングを見計らったように窓の外で何かが光った。

「……今、何か光らなかったか？」

「はい、警備にあたっていた天使が接近した悪魔を撃ち落とした光ですね」

「家の近所で戦争するなよ……」

　物騒すぎる。流れ弾で家が破壊されたら洒落しやれにならない。

「大丈夫ですよ。近隣の家屋に被害が及ばぬよう、細心の注意を払っていますから」

「それならいいけど。……ほら、もう終わったぞ」

　ドライヤーをテーブルの上に置き、最後に頭を撫なでてやる。

　膝を下りた天使がベッドの上にぺたんと座り、ぼくはそのまま仰あお向むけになる。

「……林檎の欠片は全部で七つなんだよな」

　雪姫の林檎を収穫したあとにミントから聞かされた話だ。

　願いを叶かなえ、力を失った林檎はより多くの少女の記憶を求めて自身を砕く。

　砕け散った欠片の個数は七つと決まっているらしい。

　それ以上欠片が小さくなると、そもそも宿主の願いすら満足に叶えられなくなってしまうそうだ。幸福な記憶を得るための手段を失ってしまっては本末転倒ってこと。

「ひとつはぼくが持ってるとして、残り六つの欠片を集めないといけない」

　天界の林檎の捜索に七体の天使が派遣されるのは、林檎が砕け散ってしまった場合を考えてのことらしい。単純な負担が天使一体につき欠片かけら一個になる計算だ。

　本当によくできたシステムだと感心する。

「まずは、マナの林りん檎ごを収穫しないといけませんね」

「ああ。犬天使にも、協力してもらえるよう話してきたよ」

「ふうん……そうなのですか」

「そこの公園で大きな鳥の悪魔が出てきたんだ。なかなか攻撃が当たらなくてさ。犬天使が空を駆けていって撃退してくれたんだけど、アイツも空を飛べるんだな」

「……天使なのですから、空を飛べるのは当然です」

「ミント？」

　鈴の音のような天使の声。そのトーンが唐とつ突とつに低くなった気がした。不自然なミントの態度に体を起こすと、湖面のような青い瞳が、じっとぼくの顔を見つめていた。

「なんか不機嫌そうだな」

「そんなことはないのですよ？」

　そんなことはあると思う。不機嫌そうに見える。

　心なしか、耳や尻尾しつぽの毛が逆立っているようにも見える。

「ほら、撫なでてやるからこっちきな」

　猫の耳がぴくんと動く。ミントはわずかに逡しゆん巡じゆんしたのち、素直に傍そばに寄ってきて、甘えるようにぼくの胸むねに背中を預けてきた。

　猫耳がくっついた頭を撫でてやる。

　背中を向けているから、ミントがどんな表情をしているかは、わからなかった。

「……イツキさまの、ばか」

「え？」

「イツキさまの天使ペツトはわたくしだけです」

　ミントの口からこぼれた耳を疑うようなセリフ。

　小さな声で紡がれた、素っ気なくも愛らしい意思表示。

　文面を文面通りに解釈するなら、それは世にも珍しい天使の嫉しつ妬とだった。

「わるかったよ。もう置いていったりしないから」

「…………絶対、なのですよ？」

　ぼくが頷うなずくと、膝ひざの上の天使が正面から抱きついてくる。

　ワイシャツ一枚を隔へだてた彼女の体は、ほんのりと温かかった。

「マナと、マナの模も様ようが見つかってよかったですね」

「ああ、後輩を裸にしなくてすんでよかったよ」

　雪ゆき姫ひめの時と違い、桐きり谷たに茉ま奈なの模様はすんなりと見つかった。

「桐谷茉奈の模様りんごはのどにある。桐谷の願いごとは何だろうな」

「模様は喉元にあるのですから、のどに関係する願いなのかもしれませんよ？」

「のどに関係する願い、か……」

　模も様ようの浮き出る位置には意味があったりする。実際、幼おさな馴な染じみである雪ゆき姫ひめが食べた林りん檎ごの模様は、彼女の願いにまつわる部位に存在していた。

「のどといったら声か、それとも歌かな」

「せめて魔法が展開されれば願いを推測できるのですが」

「そのためには桐きり谷たにの林檎を黄色にしなくちゃいけないよな」

「はい、マナには幸福を感じていただく必要があります。できる限り優しく接してあげてください」

　林檎の栄養は〝幸福な記憶〟だ。天界の林檎を食べた少女は、自身の記憶を栄養として林檎に与えることになる。天界の林檎にとって宿主の少女は〝苗床〟であり、ぼくの役割は林檎の成長を管理し〝栽さい培ばい〟すること。

　宿主の少女が幸せを感じられるよう、手助けするのがぼくの役目だ。

　再びベッドに背中を預けると、寄り添うようにミントが隣に横たわった。

「……桐谷の林檎は、どんな味がするんだろうな」

　彼女の林檎が真っ赤になるのは、どんな願いが叶かなった瞬間なのだろう。

　後輩の少女が描く果実の色に思いを馳はせながら、天使の頭を撫なでてやりながら、ぼくはゆっくりと目を閉じた。









　　　第二章◆雨の日の怪物






　花はな神がみ双そう樹じゆは花神家が誇る一流シェフである。

　中学二年生にして、磨き上げられた料理の腕は既に母親を越えている。

　両親が多忙でめったに帰ってこない花神家における最高権力者であり、ぼくの妹だ。

　火曜日の朝。制服に着替え、黒猫を連れたぼくがリビングのドアを開けると、焼き魚の香ばしい匂いと共に温かな声が出迎えてくれた。

「おはよう、兄さん」

　印象的なつり目にツインテール。セーラー服にエプロンを着けた双樹が、キッチンから柔らかい笑顔をくれる。

「おはよう。そっか、中学校も昨日から夏服だっけ」

「ふふん。どうだ、可愛かわいいでしょ？」

　キッチンから出てきた双樹が制服エプロンを披露する。両手を後ろに回し、悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべる妹はたしかにとても可愛い。

「可愛いけど、ハイソックスじゃロマンが足りないな。というわけでニーソを穿はこうか」

「どうしてボクが兄さんのロマンに応えなきゃいけないの」

　呆あきれた様子で溜ため息いきをつく双樹。ちなみに妹の足を覆おおっているのは白のソックスだ。

「まぁいいや。はい、今日のお弁当」

「いつもありがとう」

　水色の布で丁寧に包まれた弁当を受け取る。

「朝食、すぐに用意するから座ってて」

　言われた通り椅い子すに座り、テレビの音を聞きながら双そう樹じゆを眺める。

　慣れた手つきで二人分のご飯をよそい、みそ汁もよそい、ほどよく焼けた魚の切り身をお皿に移す。ミントのために猫缶を開けるのも忘れない。

　あっという間に朝食の準備が整い、エプロンを外した双樹が向かいに座る。

「さあ、熱いうちにどうぞ」

「それじゃ、いただきます」

　今朝の献立は鮭さけの塩焼きになめこのみそ汁。

　熱々の汁を啜すすってみる。だしの風味が絶妙で非常に美お味いしい。

「双樹はほんとに料理上手だな。兄さんが健康なのは双樹のおかげだ」

「胃袋を掴つかめば勝ちっていうしね。料理を覚えて損はないし、好きな人とかできたら作ってあげたいし」

「好きな男がいるのか!?」

「いないよ。できたらって言ったじゃん。落ち着きなよ兄さん」

　気づくとぼくの鼻息が荒かった。鼻息の荒い兄が妹に迫っていた。

　双樹は「しかたないなあ」と呆あきれ顔がおで、ぼくの額ひたいを指で突つっつく。

「他の女の子にそんなふうに詰め寄ったら通報されるからね？　ほんと、シスコンの兄を持つと苦労する。……まあ、ブラコンのボクは何気に嬉うれしかったりするわけですが」

　恥ずかしい台詞せりふを臆おく面めんもなく言い切る双樹。

　お互いのことが好きすぎる兄妹である。

「ほら、早く食べないと冷めちゃうから」

「そうだな。冷めたらもったいない」

　納豆をかけたご飯を口に運び、みそ汁を啜る。

　やっぱり美う味まい。個人的に納豆とみそ汁の組み合わせは世界遺産だと思う。

「双樹に質問。出会ったばかりの女の子と仲良くなるにはどうしたらいい？」

「兄さんが朝から不穏なことを言い出した」

「いたって真面目まじめな相談なんだ」

「ほうほう。真面目な相談なら妹として受けてあげましょう。それで、兄さんが仲良くなりたいのはどんな女の子なの？」

「そうだな……」

　知り合ったばかりの後輩の姿を思い浮かべてみる。

「綺き麗れいな子だよ。ひとつ下の後輩なんだけど、一年生にしては背が高くて、くせっ毛のセミロングで、それから、夏服の上にカーディガンを羽は織おってる」

「カーディガン？　その人は寒がりさんなの？」

「本人はチャームポイントとか言ってた」

「なんかユニークな人っぽいね。うーん……お近づきになりたいなら、無難に悩みを解決してあげるとかじゃない？」

「つまり優しさと頼もしさで高感度を上げる作戦か」

「自分で作戦とか言っちゃうんだ」

　双そう樹じゆは口元に指をあてて「ふうむ」と考える仕草をする。

「そもそも、最終的にその女の子とどういう関係になりたいの？」

「どうなりたいっていうより、その子を幸せにしてあげたいんだ」

「……それってプロポーズ？」

「違うよ。足りないものを補ってやって、その子の心を満たしてやりたいんだ」

「余計にプロポーズにしか聞こえないなあ」

　妹は困ったように笑い、小さく首を傾かしげて口を開く。

「兄さんが言いたいのは、その女の子を助けてあげたいってことでしょ？」

「ん……そうかもしれない」

　心を満たし、願いを叶かなえるということは、林りん檎ごの宿主たる少女の求めに応じるということ。求められるままに、差し出すということ。

　言い換えれば、少女の手助けをするということなのかもしれない。

「兄さんはそのままでいいと思う。変に考えて行動するより、ありのままの兄さんで話してあげたほうが、ちゃんと仲良くなれるはず。──以上、妹からのアドバイスでした」

「そっか。双樹が言うなら、そうかもな。ありがとう」

「どういたしまして」

　妹への相談はひとまず終了。そこからは静かに食事をとった。

「ごちそうさま」

　先に食べ終えた双樹が再びエプロンを着用し、食器を手にしてキッチンにまわる。

　ぼくも通っていた中学校の制服にエプロンの組み合わせ。そんな妹の姿を眺めるところからぼくの一日は始まる。

「セーラー服の上にエプロンって、すごくそそるよな」

「兄さん、朝から妹のエプロンで興奮しないで」

　台詞せりふとは裏うら腹はらに、ブラコン気味な妹はまんざらでもなさそうなご様子で。

　花はな神がみ家は本日も平和だった。





　　　　◇◇◇






　気持ちのいい晴天の下、甘いタレをかけた一口サイズの肉団子を口に運ぶ。

　他の生徒達から離れた屋上の端っこに陣取って、今日は黒猫と二人きりの昼食ランチだ。

「そういうわけで、桐きり谷たににもう一度会ってみようと思う」

「そうですね。相手を知らないことには願いごともわかりませんし」

　隣で黒猫ミントが食べているのは『これでニャンコも超ごきげん』という猫用缶詰。

　ミントのお気に入りである。

「猫缶って美お味いしいの？」

「美味しいですよ。この体に宿やどるまで食事というものにふれたことがありませんでしたが、猫の舌には合うのではないでしょうか」

「猫の舌的にはアリ、と」

　とりとめのない話をしながらの食事。のどかな時間が過ぎていく。

　愛情の詰まった弁当を食べてしまい、自販機で購入したパックのお茶を飲む。

　のどを潤して弁当箱を包み直したぼくは腰を上げた。

「桐谷が後輩っていうのはわかったし、一年生の教室をあたってみるか」

「いえ、どうやらその必要はないようですよ」

　黒猫に促されてフェンス越しに下を見やる。カーディガンを羽は織おり、スポーツバッグを肩から提げた女子生徒が、昨日と同じように中庭を横切っていくところだった。

「いかがなさいますか？」

「追いかけてみよう」

　弁当の包みを手に一階まで下りて、上履きのまま中庭に出る。

　桐谷が向かった先を確認すると、教室棟とは別の建物の入り口があった。

　廊下は薄暗く、光が薄いせいか肌寒い。

　外はじりじりと暑いのに、ここは洞どう窟くつのように涼しくて別世界のようだ。

　教室棟とは性質の異なる校舎。家庭科室、パソコン室、視聴覚室など、特別科目の授業で使う部屋が詰め込まれた実習室棟。当然、授業のない昼休みに人影はない。

「匂いで桐谷の場所はわかるか？」

「林りん檎ごの力が弱いので特定はできませんが、どうやらマナは階段を使ったようです」

　ミントに林檎の匂いを辿たどってもらいながら、ゆっくりと階段を踏んでいく。

「建物は繋つながっているのに、どうしてマナは中庭を使ったのでしょう？」

「渡り廊下で繋がってはいるけど、一年の教室からだと中庭を通ったほうが近いからな。けど、桐谷はこんなところに何の用があるんだろう」

　実習室棟の二階。この先は確か、使われていない教室が並ぶ区画だったはずだ。生徒が訪れるにしては不自然な場所である。

　ミントの後ろを歩いていると、ぼくの足音に混じって何か聞こえたような気がした。

「これは……歌か？」

　廊下の途中で足を止とめると、静かな歌声が耳に届く。

　水のように澄んだ声が紡ぐ歌。緩ゆるやかな旋せん律りつは廊下の奥のほうから流れてくる。

　歌に誘われるようにひとつの教室の前に立つ。

　ぼくは手を伸ばし、その戸を引くと、薄うす闇やみを払うように中から光が溢あふれ出でた。

「……え、先輩？」

　机と椅い子すが数個あるだけの、他には何もない空間に桐きり谷たにはいた。

　無断で直視するのが躊躇ためらわれる、あられもない姿で。

　桐谷はカーディガンを羽は織おっておらず、襟えり元もとのリボンがほどけていて、ブラウスの胸むな元もともはだけていて、なにより──彼女の股また下したで桃色のパンツが浮いていた。

　下着に両手をかけた状態で、行き場を見失ったショーツが股の下で停止している。

　しかもパンツに手をかけている桐谷の姿勢は前まえ屈かがみ。はだけた胸元を強調する危険な角度。年下の女の子の、意外に豊かな胸部がブラウスを膨らませていた。

　桐谷は着き痩やせするタイプらしい。ぼくの中で彼女に関する情報が更新される。

「……あ……あ……っ」

　言葉にならない声を漏らし、桐谷の顔がみるみる赤くなっていく。

「ど、どうして先輩がここに……っ」

　事態に対応できていないらしく、パンツに手をかけたまま、あわあわと肩を震わせる。

　机の上にはまるまった純白の布があり、たぶんそれはまるめられた下着であり、つまりは使用済みのショーツであって、相対的に股下で止とまっているパンツは使用前の──ぼくは何を考えているんだろう。

　現実を直視しろ。パンツの歴史を紐ひも解といている場合じゃない。

　危機的な状況下でぼくの頭をよぎったのは妹にもらったアドバイス。双そう樹じゆは「ありのままの兄さんでいい」と言ってくれた。難しく考えず、飾らないぼくのまま話せばいいと。

　ぼくは桐谷と向き合う覚悟を決め、全力で爽さわやかな笑顔を取り繕う。

「えっと──桐谷さんのパンツ可愛かわいいね！」

　思い浮かんだままの感想を叫んだその瞬間、顔面に硬くて重い何かが直撃した。

　聞くに堪えない悲鳴を漏らし、痛みに屈したぼくはその場にうずくまる。

「感想とか要いらないのでそのまま伏せててください！」

「はいっ、すみませんでした！」

　頭上から降り注いだ指示に従うと、ごとりと床を転がる物体が視界に入った。

　道理で痛いはずだ。桐谷が投げたのは、中身がたっぷり詰まったミネラルウォーターのペットボトルだったのだから。

　ぼく達の間に会話はなく、しゅるしゅると桐谷が衣服を整える音だけがする。

　想像力をかきたてる衣きぬ擦ずれの音を聞きながら床に伏せること数分。

「もういいですよ、顔を上げても」

「あ、うん。……じゃあ失礼して」

　お許しが出たので立ち上がる。制服に付着した埃ほこりを払い、改めて彼女の姿を確認した。

　ブラウスのボタンは閉じられ、リボンも結ばれ、パンツが股下で途方に暮れることもなく、ちゃんとカーディガンも羽織っている。

　唯一元通りにならなかったらしい赤い頬ほおが、不幸な事故の余よ韻いんを物語っていた。

　先ほどはパンツにばかり気を取られていたが、今は美しい脚が気になった。

　ニーソとスカートが織り成す絶対領域──その合間にちらりと見える魅惑の太ふと股もも。その肌色が眩まぶしすぎて思わず胸むねの内でガッツポーズを決める。

「女の子の脚は最高だな……」

「先輩は脚フェチですか。そういえばニーソックスがお好きでしたっけ。かわいい顔してけっこうマニアックですね」

　またもや余計な趣味嗜し好こうを後輩に握られてしまった。

　床に転がったままだったペットボトルを拾い、桐きり谷たにに差し出す。

「これ、けっこう痛かったよ」

「苦しんでいただけたようで光栄です」

　ペットボトルを受け取ると、桐谷は気まずそうに視し線せんを逸そらした。

　視線を滑らせると、見覚えのある鞄かばんが目についた。桐谷の近く、真新しい椅い子すの上にスポーツバッグが預けてある。サイズが大きめなのは着替えを入れるためなのだろう。

　机の上にはぼくの弁当箱が置かれていた。ペットボトルの直撃を受けた際に取り落としたのを、桐谷が拾ってくれたらしい。

　ミントはといえば、床にお尻しりを落ち着けて完全に傍観を決め込んでいる。

「桐谷さんは、どうしてこんな場所で着替えを？」

「最近は暑いですから、汗をかいて気持ちがわるかったんです。下着とシャツだけは替えたくて。ここで着替えてたのは誰もいないからです。誰かに見られるの、嫌ですから」

　更衣室を使わないということは、同性に見られるのも嫌ということか。

　実際、体型にコンプレックスがあって裸を見られたくないって人はいる。乙女心は複雑で、男子のぼくには想像できないことだってあるはずだ。

　そんなことを考えていると、桐谷が訝いぶかしげな視線を投げてくる。

「先輩こそ、どうしてこんな場所に？」

「屋上から中庭を歩く桐谷さんが見えたから、どこにいくのかと思って。そしたらこの教室から歌が聞こえてきたんだ」

「……失敗でした。気分がいいと無意識に歌ってしまうんです」

「気分がよかったのか？」

「だって、新しい下着を着けたら気持ちいいじゃないですか」

　唇くちびるをとがらせて拗すねたように彼女が言う。

「桐谷は、昨日もここにきてたのか？」

「そうです。着替えたあと、中庭で先輩を見つけたんです」

　そう言って、桐谷が適当な椅子に腰掛ける。手にしていたボトルのキャップを開けてコクコクと水を飲んだ。ちらりと喉元の模も様ようが目に入ったが、やっぱり青色のままだ。

　ひと息ついた後輩が、視線でぼくも座るよう促してくる。

　どうやらぼくを追い出す気はないらしい。ぼくは大人しく椅い子すに座る。同席の権利というか、同じ空気を吸う権利を頂いたところで訊きけなかったことを口にしてみる。

「あのさ桐きり谷たにさん……ぼくのこと、怒ってるよね？」

　すると桐谷がにこりと笑った。とっても素敵な笑顔だった。

「怒ってないです。事故ですから」

「ほ、ほんとうに？」

「はい。でも、責任は取ってもらいます」

「責任!?」

「女の子の恥ずかしいところを見たんですから、当然です」

　じとりと冷たい目を向けてくる桐谷さん。頬ほおが微かすかに赤いのは、着替えを見られた恥ずかしさを思い出しているのかもしれない。

「んふふ。なにをしてもらおうかなあ」

　唇くちびるに指をあてて「うーん」と首を捻ひねる桐谷。午後の光が注ぐ教室で、カーディガンの後輩が「そうだ」と楽しげに両手を合わせる。

「先輩、わたしの彼氏になってください」

「か、彼氏？」

「ちょっと憧あこがれてたんですよね、そういうの。せっかく女の子に生まれたんですから、彼氏のいる生活とか体験してみたいじゃないですか」

「いや、でもそんな、彼氏なんて……」

「あ、彼氏といっても本当の彼氏じゃないですよ？　体験できればいいわけなので、彼氏のふりをしてくれるだけでオッケーです。つまり恋人ごっこですね。契約彼氏です。契約社員の彼氏版みたいな感じで。期限は……そうですね、一週間で許してあげます」

「もしも断ったら？」

「二年の花はな神がみ先輩は女子の着替えを覗のぞいた変態だとクラスで言いふらします」

「……そんなことになったら、ぼくの高校生活スクールライフは終わりだな」

　そんな面白い話題を生徒達が放っておくはずがない。噂うわさは瞬またたく間に蔓まん延えんして、やがては学校中に広がることだろう。

　ぼくはさながら吸血鬼のように、お日様の下を歩けない体にされてしまう。

「ね、先輩？　わたしの彼氏になってくれますか？」

　お願いというより、もはや脅迫でしかない桐谷の確認。

　悪魔のような問いかけに、ぼくの選べる未来はひとつしかなかった。

「一週間の限定でいいなら、よろこんで」

　考えようによっては林りん檎ごの宿主と接点を作れる好機チヤンスだ。いちいち後輩に会うための口実を考えなくてすむ。ぼくにとっても悪い話ではない。

「よかった。前からほしかったんですよ。従順な奴ど隷れい……もとい素敵な彼氏が」

「奴隷って言い切ったよな。桐谷さん、もはや本性が隠せてないよ」

「綺き麗れいな薔ば薇らには棘とげがあるんですよ？」

「棘も毒もない綺麗な花だってたくさんあると思う」

　桐きり谷たに茉ま奈なは棘がある女の子だった。性格に若干の歪ゆがみのようなものを感じてはいたが、気のせいではなかったらしい。

「彼氏といっても、ぼくは具体的に何をすればいいんだ？」

「そうですね……」

　うーん、と口元に手をあてて考える仕草をする。

　そして何かアイデアが浮かんだのか、ぱっと顔を上げた。

　彼女が上着カーデイガンのポケットから取り出したのは長方形の電子機器。魚のストラップが付いた、スライド式の携帯電話だった。

「まずは手始めに──アドレス交換、しませんか？」





　　　　◆◆◆






　夜になったら彼女に電話をかけること。

　あのあと、空き教室で言い渡されたいくつかの『恋人ルール』のひとつである。

　桐谷に聞いたところによると、カップルは寝る前にお話するものらしい。恋愛に関しては素人で、異性に恋する資格を失っているぼくにはよくわからない注文だった。

　風呂上がり。自室のベッドに腰掛け、いつものようにミントの髪を乾かしてやったあと、ワイシャツ姿の天使を膝ひざに乗せたまま携帯電話を手に取った。

　教えてもらったばかりの番号を呼び出し、目当ての相手に呼びかける。

　電話はすぐに繋つながった。携帯のスピーカーから透き通った声が届く。

『こんばんは、イツキ先輩』

「こんばんは、まなっち」

　期間限定とはいえ恋人どうし。名前で呼び合うのも恋人ルールである。恥ずかしいけどもルールなのだからしょうがない。ちなみに〝まなっち〟という呼び名は桐谷の要望リクエスト。

『んふふ、彼氏のお勤めご苦労さまです』

　電話をかけただけなのに、偽者の彼女はご機嫌のようである。

『わたしはお風呂に入ったところです。後輩の女の子がお風呂上がりですよ？　どうです？　いけない想像とかしちゃいました？』

「いや別に。どうせパジャマで部屋にいるとかいうオチだろ？」

『いえ、今は裸でお父さんの部屋にいます』

「なにやってんの!?」

　さすがに無視スルーできない告白に慄おののくぼく。大声に驚いたのか、膝の上のミントがびくんと肩を震わせて、可愛かわいい顔を上げてぼくの様子を窺うかがってくる。

『冗談です。先輩の言うとおりパジャマで自分の部屋です』

「その情報を伝えるのに爆弾発言を挟む意味がどこにあった……」

『ちなみにパジャマは着てますが、なんとブラはしていません』

「ぶっ!?　……ま、まじで？」

『これはまじです。どうです？　興奮しちゃいますか？』

「……正直、すごく興奮しちゃいます」

　電話の向こうで、イタズラ好きの後輩がクスクスと笑っていた。

　相変わらずどこまでが冗談なのかわからない。

　雲のように掴つかみどころのない女の子。言動がふわふわしてるし、犬のようにじゃれついてくるくせに、肝心の彼女の内面がまったく見えてこない。

　ミントの頭を撫なでながら、携帯を隔へだてた後輩に問いかける。

「まなっちは、どうして恋愛ごっこなんて言い出したんだ？」

『え？』

「彼氏に憧あこがれてるなら、本物の恋人を作ってしまえばいいんじゃないかって。まなっちなら、男子に告白されたりしたんじゃないか？」

『まあ、何度か経験はありますけど』

　誇るでもなく淡たん々たんと答える桐きり谷たに。

　綺き麗れいな声がどこか面白くなさそうなのは、きっと気のせいじゃない。

『でもそれって、相手の男の子は本気なわけじゃないですか』

「まあ、告白するってことはそうだよな」

『わたしには、本気の恋は──できないから』

　冷たい水のような声で紡がれた意思表示。透明なはずの彼女の声音に、喩たとえようのない、強い色彩が混じっていた気がして、それ以上は踏み込めなかった。

「……じゃあ、どうしてぼくなんだ？」

『先輩も恋ができないって言ってました』

「いや、それは……」

『わかってます。冗談なんですよね？』

　からかうように言って、桐谷は短く笑った。

『本当は先輩のことが気になったからです。先輩は、わたしに似てると思ったから』

「ぼくとまなっちが似てる？」

『これ以上はヒミツです。知りたかったら、わたしともっと仲良くなってください』

　乙女の秘密を教えてもらうには好感度が足りないらしい。

　けっきょくぼくは、桐谷のことが何もわからないままだった。

　それから十分ほどの時間。ぼくと桐谷は話をした。スピーカーから眠たげな吐息がこぼれて、桐谷が「そろそろ眠ります」と口にしたところで今夜の電話は終了。

『明日、あの空き教室で待ってます。ちゃんとノックしてくださいね？』

「了解。ちゃんとノックするよ」

『ではでは、失礼します。おやすみなさい』

「ああ、おやすみ」

　最後に挨あい拶さつを交わしてから彼女との通話を切った。

「おつかれさまです、イツキさま」

　いつの間にかぼくの膝ひざから下りていたミントが、コップに注いだお茶を差し出してくれる。喋しやべり続けた直後にはありがたい気遣い。お礼を言って、受け取ったお茶を一気に飲み干す。ほどよく冷えた液体が渇いたのどを潤してくれた。

　ワイシャツを羽は織おっただけの天使がぼくの隣にちょこんと座る。

「マナに関して、何か収穫はありましたか？」

「ああ、桐きり谷たにはノーブラで寝るらしい」

「？　それは重要な情報なのですか？　わたくしもブラジャーはしていないのですよ？」

「ミントにはまだ必要ないから。ちなみにパンツは穿はいてるよな？」

「穿いてません」

「穿きなさい」

「拒きよ否ひ権を発動します」

「まあ、家にいる間は目をつぶろう。けど、人の姿で外出する時は絶対着用だからな」

「……しかたありませんね」

　心の底から不本意そうにしながらも天使はぼくの要求を受け入れた。

「それで、マナの願いごとに関して何かわかりましたか？」

「いや、さっぱりだ。そもそも桐谷本人がよくわからない」

　それにたぶん、彼女に訊きいても教えてくれないと思った。明るい性格や、とぼけた態度とは裏うら腹はらに、桐谷からはガードの堅さのようなものが感じ取れる。

　事実、彼女は肝心なことをほとんど喋らない。

　本心を知りたいなら、彼女の言うように仲良くなるしかないだろう。

「……これは、長期戦になりそうだな」

　携帯を開いて登録したばかりの番号を眺める。表示された『桐谷茉ま奈な』の名前。林りん檎ごの欠片かけらを食べた女の子。彼女が指定した〝恋人ごっこ〟の期限は一週間。

　その間に、どれだけ親しくなれるかが鍵だ。





　　　　×××






　水曜日は朝から雨だった。世界は灰色にくすみ、昼時になっても雨足が途絶えることはなく、すっかり元気をなくした空から無数の雫しずくが線を描いていく。

　太陽が隠れてしまえばこの時期はまだ肌寒い。校内でもベストやカーディガンを着ている女子生徒が多かった。このくらいの気温なら厚着も違和感がない。

　雨が降っているので中庭は使えない。渡り廊下を歩いて目的の建物に移動する。

　実習室棟の二階。空き教室の前に立つ。

　電話で確認したようにノックをすると、中から「どうぞー」と声が届く。

「いらっしゃい、イツキ先輩」

　笑顔で出迎えてくれた後輩はやっぱり上着カーデイガンを羽は織おっていた。

　椅い子すに腰掛けた桐きり谷たには文庫本を読んでいたらしい。ぼくが適当な椅子に座ると、彼女は本を閉じて近くの机の上に置いた。文庫本の傍そばには飲みかけのミネラルウォーター。

「残念でしたね。もう少し早かったらまた着替えを覗のぞけたのに」

「もう覗かないし、ちゃんとノックもしただろ。ていうか、今日も着替えたのか？　雨も降ってるし、そんなに暑くないと思うけど」

「暑くはないですけど、お昼に下着を替えるのは日課のようなものなので」

　桐谷にとってお昼に下着を替えるのは日課らしい。

　知れば知るほど不思議ミステリアスな女の子だ。会うたびに疑問符を製造することになり、話をすればするほど謎なぞばかりが積み重なっていく。

「さて、先輩。さっそく恋人らしいことをしようと思います」

「恋人らしいこと？」

「これです」

　桐谷が取り出したのは細い棒。材料は木か、あるいは竹と推測される。端にはスプーンのような円形のくぼみがあり、反対には白い綿わた毛げがふわふわとくっついていた。

「これは……どこからどう見ても耳かきだな」

「そうです。耳かきです。恋人といったら耳かきだと思うんです」

「まあ、確かに恋人っぽくはあるかな」

「欠片かけらも残さないほど綺き麗れいにしてあげますから覚悟してくださいね」

「耳かきにそこまでの気合いが必要か？」

「必要です。というわけで準備をしましょう」

　言われるままに椅子をいくつか並べて、ぼくが横になれるだけの面積を確保する。

　桐谷が端っこの椅子に腰掛け、自分の太ふと股ももに手をやった。

「さあ先輩、遠えん慮りよなく膝ひざ枕まくらされてください」

「じゃあ、お手柔らかに頼むな」

　促されるままに彼女の脚に頭を乗せる。

　桐谷の太股は柔らかくて、温かくて、ほのかに花の香りがした。

　彼女の手がぼくの頬ほおにふれる。

　ぼくよりもぼんやりと温かな、しっとりとした手だった。

「あれ、あんまり溜たまってないですね？　もしかして自分でしてたりします？」

「ま、まあな。ぼくってほら、綺き麗れい好ずきだからさ」

　自分でするのが苦手で、定期的に妹にしてもらっているとは言えない。

　そんなこんなで桐谷による『耳かき恋人プレイ』が始まったわけだけれど、知り合って間もない異性に耳を掃除してもらうというのは、なかなかに恥ずかしいものがあった。

「どうですか？　かゆいところはないですか？」

「ん、大丈夫。すごく気持ちいいから」

　実際、桐きり谷たには上手だった。手て慣なれているといった感じではないが、優しい手つきで丁寧に耳の中をくすぐってくれる。

　毛布のような心地よさに身を任せていると、不意に耳に息を吹きかけられた。

「うあっ？」

「んふふ。先輩は女の子みたいな声で鳴くんですね。かわいいです」

「……そういうイタズラはやめてくれないかな？」

「嫌です。やめません。むしろ全力で決行します」

「えええ……」

　力強く迷惑な宣言をする桐谷さん。全力でイタズラを決行しようとする後輩がくすくすと笑い、鼻歌混じりに耳かきを続行する。

　雨音に重ねるように奏でられる歌声。

　歌詞はなく、ただ音を繋つないでいくだけの歌。

　子守唄を想おもわせる優しい旋せん律りつが、ぼくの意識をとかしていく。

　ココアのような甘い時間。頭にふれる温かな手の感触が睡魔を呼び寄せる。澄み切った歌声に誘われるまま、閉じようとした視界の中に、あってはならない存在を直視した。













「……え？」

　目前に広がる信じられない光景に、一瞬で思考がクリアになる。

「きゃっ？　え、先輩？」

　咄とつ嗟さに桐きり谷たにの腕を掴つかみ、体を起こす。

　しんしんと雨が降りしきる屋外に怪物がいた。教室の窓からこちらを覗のぞき込こむ大きな目玉があった。ここが校舎の二階であるという事実が怪物の巨大さを物語る。

　皮ひ膚ふは鮮あざやかな緑色だが、体が大きすぎて全容を把握できない。

　サイズが尋常ではない悪魔の出現に、護ご衛えいの黒猫が臨戦態勢を取る。

「──警告します。それ以上の接近は敵対行為と見なし、速やかに迎撃に移ります」

　桐谷には聞こえない天使の声が静かに悪魔を威嚇する。

　数秒の間。大きな目がぎょろりと動いたかと思うと、霧がかかったようにその巨体がぼやけていく。そして、正体不明の怪物は煙のように姿を消してしまった。

「な、なんだったんだ？」

　なんにせよ助かった。こんな場所であんなのに襲われたら大変なことになる。

　立ち去ってくれたのならありがたい。

「……あの、イツキ先輩？　どうかしたんですか？」

　悪魔を視認できない桐谷が、不思議そうにぼくを見ていた。

「ごめんな、ちょっと夢を見てたみたいだ」

　夢といっても悪夢のほう。あんな巨大な悪魔に襲われたら、ぼくなんて一口で食べられてしまう。そんな未来は絶対にごめんだ。

「それって、うたた寝しちゃうほど耳かきが気持ちよかったってことですか？」

「ん？　そうだな。まなっちの耳かき、気持ちよかったよ」

「そ、そうですか……」

　基本的に笑顔ばかりの桐谷が、その瞬間は珍しい顔をした。すぐに横を向いてしまったけれど、ぼくの脳裏には焼き付いたままで、思わず頬ほおが緩ゆるむ。

　それは謎なぞめいた後輩が初めて見せた表情。

　微かすかに頬を染めた、女の子の照れた顔だった。





　　　　◇◇◇






　後輩曰いわく、恋人は放課後になると一緒に帰るものらしい。

　普段から一緒に帰っている幼おさな馴な染じみに「今日は用事ができた」とメールを送り、桐谷が生徒玄関にくるのを待って二人で学校を出た。

「ほんとは相合い傘がいいんですけど」

「二人で入るにはどっちの傘も小さいからな」

　放課後になっても止やまない雨。道路に生まれた水みず溜たまりを避けながら、ビニール傘を隣り合わせてぼくらは家路を進む。雨が奏でる旋せん律りつの中に、綺き麗れいな歌声を聴きながら。

「まなっちは歌うのが好きなんだな」

「どうですかね。気づいたら口ずさんでるって感じです」

「まなっちの声は綺麗だと思う」

「え、なんですか。いきなり」

　戸惑うように身をよじる桐きり谷たに。どうやらこの子は不意打ちに弱いらしい。自分のペースを乱されると途と端たんに脆もろくなる。素顔が表に出るようになる。

　誰かにイタズラするのは好きでも、イタズラされることに慣れていないのだ。

「まなっちの声、好きだよ」

「声が好きとか……やっぱり先輩って変な人ですね」

　恥ずかしくて。困ってしまって。でも、どこか嬉うれしくて。色々な感情を織り交ぜて頬ほおを赤くした桐谷は、それでも最後には笑ってくれた。

「なんですかその嬉しそうな顔？　イツキ先輩のくせに生意気です」

　思い出したように毒を吐き始める桐谷だが、なんだか照れ隠しのように思えて、ぼくの目には余計に微笑ほほえましく映る。

「むー」

　先輩の態度が気に障ったのか桐谷が脇わき腹ばらをつねってくる。更に頬をつねってきた。最終的に股こ間かんにまで手を伸ばされそうになり、身の危険を感じたぼくは桐谷の手首を掴つかんだ。

「いい加減にしなさいっ」

　こつんと額ひたいを小突いてやると、子どものようにぺろりと舌を出す。

「あは。おこられちゃいました」

「さすがに股そ間こはアウトだから」

　女の子が気軽にイタズラしていい部分じゃない。まして、つねるなんて行為は絶対に許されない。そもそも男の象徴たる突とつ起きに躊躇ためらいなく手を伸ばせる桐谷に戦せん慄りつした。

　その時──不意に、嫌な風が頬を撫なでた。

　周囲に白い霧が立ち込めて、ぞくりと背筋に悪寒が走る。

　道幅の広い十字路。ぼくらが向かおうとしていたその先にそいつは立ち塞ふさがった。

　雨の中に佇たたずむ巨大な影。体は鮮あざやかな緑色で、のどから腹にかけては白。

　地上から見上げることで、ようやくその全ぜん貌ぼうを確認できた。

「……か、蛙かえる？」

　巨大な雨あま蛙がえるの悪魔。昼休みに空き教室を覗のぞいていた怪物だろう。

「とりあえず『アマガエル様』と命名しよう」

「イツキさま、そんなことを言っている場合ではないのですよ？」

　まさしく黒猫ミントの言う通り。悪魔の目的は天界の林りん檎ごであり、林檎を食べたぼくは奴の捕食対象だ。もちろん、大人しく悪魔の餌えさになるつもりはない。

「先輩？　急にどうしたんですか？」

　悪魔を認識できない桐きり谷たにが、事態を掴つかめず困惑したように尋ねてくる。

「わるい、急用ができたから先に帰る。また夜に電話するから」

「え？　ちょっと、先輩!?」

　その場に後輩を残してぼくと黒猫は駆け出した。

　十字路を右に折れると、桐谷には目もくれずにアマガエル様が追ってくる。

「よし、狙ねらい通りだ」

　天界の林りん檎ごを狙う悪魔といえども、それを食べた少女に手を出すことはできない。林檎の栄養は少女の〝幸福な記憶〟であり、悪魔はプラスのエネルギーを嫌うからだ。

　人間が育はぐくむ幸福な記憶は悪魔にとって毒でしかない。

　林檎の宿主である少女達は、悪魔にとっては〝毒リンゴ〟なのだ。

「このまま人ひと気けのない道を逃げるぞ！」

「了解しました」

「けど、おかしいな。あのカエル、昼休みは襲ってこなかったのに」

「無む闇やみに物を破壊するのを好まないのかもしれませんね」

「そんな殊勝な悪魔が存在するのか？」

「どうでしょうか。いずれにせよ、天界の林檎は欲しいようですが」

　黒猫が振り返り、カエルの悪魔に向けて光線を放はなつ。合わせて三つの攻撃は全てが悪魔の体に着弾したものの、巨体がわずかに傷ついただけだった。

「……駄目ですね。わたくしの魔法ではたいしたダメージにはなりません。あのカエルは相当な魔力を持った悪魔のようです。おそらくは『大悪魔』に分類される存在です」

「大悪魔？　なにそれ。そんなのがいるの？」

「説明はあとです。ともかく、今は逃げましょう！」

「それには全力で同意する！」

　邪魔な傘は放棄して水浸しの道をひた走る。

　前にも大きな悪魔に追いかけられたことがあったなと、一ヶ月前の出来事を思い出しながら、濡ぬれるのもいとわずに雨の中を逃走するのだった。







　アマガエル様はわりとあっさりぼくらの追跡を諦あきらめた。

　天界の林檎に対してそこまで強い執着はないのか、単に体力が尽きたのかは定かではないが、五分ほど走ったところで悪魔の姿は消きえ失うせていたのだ。

「ただいまー」

「おかえり、兄さん」

　家のドアを開けると、ジャージ姿の双そう樹じゆが出迎えてくれた。

　水が滴したたるほどずぶ濡れになった兄を見て、妹がきょとんと首を捻ひねる。

「どうしてびしょ濡れ？」

「風に傘を飛ばされちゃって」

　咄とつ嗟さに口を伝う嘘うそ。本当は走るのに邪魔だったから道みち端ばたに放置したのだけど、さすがに巨大なカエルに追いかけられていたとは言えない。

「大変だったね。お風呂沸かしてあるから先に入っていいよ」

「ありがとう。助かる」

「掃除が大変だからここで脱いじゃって。兄さんの着替えはあとで持っていくから」

　双そう樹じゆは本当に面倒見がいい。家事が得意で気配りができ、気さくで優しい女の子。

　どこにお嫁に出しても恥ずかしくないが、当分は嫁に出す気はない。

　玄関で制服を脱いだぼくは、ずぶ濡ぬれの黒猫ミントを抱いて浴室に直行した。

　桶おけにお湯を溜ためて猫を放り込み、ぼくも熱いシャワーを浴びる。

「……それにしても、あのカエルはいったい何なんだろうな。教室を覗のぞき込こんできたかと思えばすぐに消えるし、外を歩いてたらいきなり襲ってくるし」

「悪魔であることは間違いありません。ただ、あれだけ強大な力を持つ悪魔となると、イツキさまの護ご衛えいがわたくしだけでは心こころ許もとないですね。悪魔の警戒にあたっている天使の二体を護衛の補佐として配置しましょう。犬の彼にも連絡して、非常時にはすぐに駆けつけられるようにしておきます」

「大悪魔とか言ってたけど、そんなに厄介な奴なのか？」

「大悪魔とは、途方もなく長い時間を生きた悪魔のことです。彼らはその身に膨大な魔力を有しています。ただ、通常の悪魔と違って欲望に突き動かされることは少なく、人間の前に現れることもほとんどないはずなのです。あの悪魔に目的があるとしたら──」

「……天界の林りん檎ご、か」

「イツキさまの林檎は、大悪魔すら魅了してしまったのかもしれません」

「今までの悪魔とはレベルが違うってことだよな」

　ミントだけでは対応できないほどの力を持つ存在。圧倒的な強者がぼくの命を狙ねらっている。恐怖で身を竦すくませるには十分な理由。臆おく病びよう者の心に暗い雲が広がっていく。

　熱いシャワーを浴び続けても不安までは洗い流せない。

「……ご安心ください、イツキさま」

　それはテレパシーではなく、天使の唇くちびるから紡がれた声だった。

「イツキさまは、わたくしがお守りしますから」

　瞬まばたきの間に少女の姿になったミントが、その小さな両手でぼくの手を握ってくれる。

　青い目を細めて、ミントが優しく微笑ほほえみかけてくれた。

「……ああ、ありがとう」

　精一杯の感謝を込めて濡れた頭を撫なでてやる。こんなに小さな体で、幼い容姿をしているのに、この子の言葉はどんな武器よりも頼もしい。

「にゃう……く、くすぐったいですよ、イツキさまぁ」

　頭にのせた猫耳を震わせ、切なそうに身をよじる少女。

　ぼくは笑いながら彼女の頭から手を離した。

　それから。

　ぼくはミントの髪をシャンプーしてやっていた。自分の体を洗うことを覚えたミントだけど、髪だけはぼくに洗ってほしいと頼んでくるのだ。

　ミントの金髪をシャンプーしながらぼくは鏡を眺めていた。正確には、ぼくの体に刻まれた宿主の証あかし──胸むねに浮き出た林りん檎ごの模も様ようを見ていた。

　中心からやや右寄りの、鎖さ骨こつの下あたりにぼくの模様はある。

　洗髪を終え、ミントのために温度を下げたシャワーで泡を流していく。

「……どうかされましたか、イツキさま？」

　考え事をしていたからだろうか。ぼくの所しよ作さから異変を感じ取ったらしいミントがくるりと体をこちらに向ける。

「いや、林檎の模様を見てただけだよ」

「そうでしたか」

　まだシャンプーは流れきっていない。髪やら肌やら、所々に泡を散りばめたミントがぼくの胸に手をあてる。

「このあたりに、イツキさまの林檎があるのですね」

「ああ。ご親切なことに、綺き麗れいに七分割になってる」

　林檎の模様にひび割れのような線が走り、七つに分けられた欠片かけらのうち、ひとつだけが青く色づいている。それは、ぼくが欠片のひとつを所有しているという証明。

　他の六つが空白なのは、文字通り欠けているからだ。

「欠片を収穫するたびにひとつずつ埋まっていくのです。七つに分かれているのは男性イツキさまの模様だけで、少女に浮き出る模様はちゃんとひとつの模様のはずです」

「ああ、雪ゆき姫ひめや桐きり谷たにの模様は割れてなかったな」

　彼女達の模様は、ちゃんとひとつのリンゴを模かたどっていた。

「イツキさまの模様は特別です。林檎の〝収穫〟を担う唯一の〝男性〟ですからね。幾つの欠片を集めることができたのか、ひと目で確認できるようになっているのです」

「本当によくできたシステムだな」

　天界の林檎らしい、効率を考慮してのデザインなのだろう。収穫した欠片を簡単に把握できるのはありがたい。

　再びミントに前を向かせ、シャンプーの残ざん滓しを洗い落としてやる。

　シャワーでぼやけた視界の中で、ミントの猫耳がぴくりと反応した。

　脱衣所のほうから物音がして、双そう樹じゆが着替えを持ってきてくれたのだとわかる。

「兄さん、もう体は洗った？」

「いや、まだミントを洗ってやったとこ。ぼくはこれからだ」

「そっか。じゃあ、兄さんはぼくがお世話してあげる」

「……え？」

　ばん、と小気味よい音が鳴り響く。それは扉が開け放はなたれた音で、ぼくの妹が扉を開け放った音で、髪を下ろした妹がそこにいた。下着すら着けていない生まれたままの姿で、タオルも巻いていない無防備な様よう相そうだった。

「双そう樹じゆ!?　なにしてんの!?」

「久しぶりに背中を流してあげようと思って」

「そうじゃなくて！　どうして兄が使用中の浴室に全裸で入ってくるの!?」

「なんなら髪も洗ってあげる」

「根本的に論点がずれてる!!」

　というか言語が通じていない感じ。体を隠す気など微み塵じんもない妹がその印象的なつり目で不思議そうにぼくを見る。

「兄妹なんだから、いいじゃない」

「兄妹の混浴が許されるのは小学校までだ」

「兄さんは恥ずかしがりやなんだから。ほら座って。早くしないと風邪引いちゃう」

「わかった！　わかったから、せめてタオルは巻いてくれ！」

「あいあい。従順な妹は言い付けどおりにタオルを巻きます」

　本当に従順なら素直に退室してほしかったが、既に裸になっている妹を追い出すのも気が引けた。素直にタオルを巻いた双樹。スポンジを片手にうきうきした様子でぼくの後ろにまわり、絶妙な力加減でごしごしと擦こすってくれる。

　数年前までは当たり前に一緒に入っていたのだ。体にふれられることに抵抗はないし、タオルで大事な部分さえ隠してしまえば特に気まずくもない。

　これがぼくと双樹の距離感。どんなに近くにいても、近すぎるということはない。

　ミントは双樹が乱入してきた段階でそつなく黒猫に戻っていて、現在はお湯を張った桶おけの中でくつろいでいる。ノドを鳴らして「うにゃあ」とか言ってる。かわいい。

「それで、例の女の子とは仲良くなれたの？」

「どうだろ。耳かきをしてくれるくらいには接近できたと思うけど」

「耳かき？　それもう接近どころか接触してるじゃん。むしろ既に恋人の領域のような」

「双樹だって耳かきしてくれるだろ」

「や、ボクは兄さんの妹だし。他の女の子とおなじ基準にしたらダメだから。たしかにアドバイスはしたけど、たった二日でどれだけ仲良くなってるのさ」

「ん、どうなんだろうな……」

　双樹に言われて、桐きり谷たにについて連想してみる。

　花はな神がみ一いつ樹きと桐谷茉ま奈なの関係は『恋人ごっこ』によって成立している。表面上は懐なついているように見えても心の距離までは測れない。

「たぶん、本当の意味ではそれほど仲良くなってないと思う。桐谷はまだ、ぼくに心を開いてくれていない」

「そっか。じゃあ、もっと頑張らないとだね」

「ああ、絶対にちゃんと仲良くなってやる」

　体を洗いっこしたぼくらは向かい合わせで入浴した。さすがに双そう樹じゆもタオルは外す。二人で浸つかるには少し狭いが、窮屈というわけでもない。

　お湯の熱さに頬ほおを赤くした双樹が訊きいてくる。

「ねぇ兄さん。桐きり谷たにさんって可愛かわいいの？」

「可愛いというか美人さんって感じかな。一年生の女子にしては背が高い。後輩なんだけど発育がよくてさ。特に脚が綺き麗れいだ。ニーソがすごく似合ってた」

　率直な感想に双樹が目を細め、呆あきれるように溜ため息いきをついた。

「兄さんは本当に偏ってるなぁ。兄さんの蔵ぞう書しよって『ニーソの女神様』とか『黒ニーソが止とまらない』とか、ニーソ関連ばっかりだし」

「はう!?」

「他にも『ニーソの楽園』『魅惑の縞しまニーソⅡツー』『ニーソも積もれば山となる』『貧乳少女の脱ぎたてニーソックス』」

「ふぐぅ!?」

「えっと、あとは──」

「もうやめて！　兄さんの恥ずかしいお宝タイトルを口にしないで!!」

「兄さんは貧乳も好きなんだね」

「胸むねのサイズに優劣なんてない。大切なのはニーソを穿はいているか、そうでないかだ」

「けっきょくニーソなんじゃん」

　そういえば前にも双樹とこんなやりとりがあった気がする。ぼくの妹はわりと頻繁に兄の蔵書について言及してくるのだ。

　ただ、今回は双樹の口調にやけに棘とげがあったように感じた。

「なんか双樹、今日は機嫌がわるいな」

「……そんなことないけど」

　そんなことはあると思います。つり目が放はなつ視し線せんがいつもより鋭い気がするし。

「最近、猫さんばかりかまってるよね。……兄さんのばか」

「あ──」

　そうか、と。教えてもらってようやく自分の愚かさに気づく。

　無む頓とん着ちやくとはいえ、ぼくが高校生になってからは風呂に乱入してきたりはしなかった。

　人がいつもと違う行動をした時、そこには必ず理由が存在する。

　ようするに、双樹は寂しかったのだ。

　家事ができて、気配りができても双樹はまだ中学生。両親がめったに帰ってこないこの家で、甘えられるのはぼくだけなのに。

　天界の林りん檎ごを食べてからというもの、ぼくは林檎のことばかり考えていた。ミントばかりかまっているということは、そのまま林檎にばかりかまけているということ。最近は桐谷を見つけたことで更に双樹との時間が減ってしまっていた。

　愚かな兄は、妹が抱いた感情に思い至らなかった。

「……なあ、双そう樹じゆ」

「なに？」

「久しぶりに、今夜は一緒に寝ようか」

「……うん」

　双樹が静かに抱きついてきた。首にまわされる腕。惜しげもなく押し付けられるあられもない肢し体たい。一糸まとわぬ妹の体を抱きとめる。

「ありがと、兄さん。──大好き」

　双樹の冗談めかしてない『大好き』を聞いたのは久しぶりで、寂しい思いをさせてしまった不ふ甲が斐いなさを償うように、小さな背中を強く抱き寄せた。




　夕食のあと、双樹がココアを作ってくれた。

　コップから伝わる温ぬくもりと、ココアの美お味いしさにほっとする。

　ソファで隣り合って、他た愛あいのない話をしながら夜が更けるのを待つ。

　甘くて温かい時間に浸つかりながら思う。

　幸福な記憶はきっと、こんなふうに生まれるのだと。









　　　第三章◆十五時のシンデレラ






「デートしてみたいなって、茉ま奈なさんは主張してみます」

　桐きり谷たに茉奈と恋人の契約を結んでから三日が過ぎた金曜日の昼休み。温かい光が差し込む空き教室の真ん中で、椅い子すに腰掛けた桐谷がそんなことを言い出した。

「教室デートは飽きちゃいました。期間限定とはいえイツキ先輩は彼氏なんだから、彼女であるわたしを街に連れ出すべきだと思うんです」

　期間限定の彼女様は、どうやら普通のデートがしたいらしい。

「じゃあ、明日どこかにいこうか」

「やった。土曜日はわたしの初デートです」

　ぼくが答えると、ふわふわと髪を揺らして桐谷が笑った。楽しげな後輩。けれども喉元の林りん檎ごはまだ青色のままで、桐谷茉奈の心は未いまだ満たされていない。

「先輩は必死になってわたしを楽しませてくださいね。女の子のエスコートとか童貞さんには荷が重いかもですけど、それとなく期待してますから」

「……本日も毒舌が絶好調ですね、茉奈さん」

　ご満悦な様子でペットボトルから水を飲む桐谷。ご機嫌が麗うるわしいのはたいへん結構なのだけど、無む闇やみやたらにぼくの心を傷つけないでいただきたい。

「それにしても、ちょっと飲みすぎなんじゃないか？」

　机の上には既に空となったペットボトルが一本。桐きり谷たにが飲んでいるのは二本目のミネラルウォーターで、その中身も半分くらい減っている。

「こまめな水分補給はとても大事なことなんです。日常生活をこなすだけで二リットルもの水が体からなくなるんですよ？　のどが渇いた時には遅いんです。水分を欲しがるのは脱水症状になりかけている証拠なんですから」

「よく知ってるな。たしか、人体の六〇から七〇パーセントは水分なんだっけ」

「ちなみにわたしの体は九〇パーセントがミネラルウォーターでできています」

「それだけ水を飲んでたら、本当なのかもと思えてくるな」

「さすがに九〇パーセントは冗談ですけど。……んと、ちょっと失礼しますね」

　セミロングを揺らして、桐谷がそそくさと席を立つ。

「どこにいくんだ？」

「先輩はほんとにデリカシーがないですね。女の子にそういうこと訊きいちゃダメですよ」

　窘たしなめるように言って、大きめのカーディガンを翻ひるがえした彼女は教室を出ていった。

「……あの反応からして、行き先はトイレかな」

　机の上に仲良く並んだ二本のペットボトルを眺める。

「そりゃ、これだけ飲めばしたくもなるよな……」

　椅い子すの上で黒猫が体をまるめて目を閉じている。魔法の力でぼくにしか視みえていないミントは、柔らかい日差しにあてられてお昼寝中だ。

　猫の背中を撫なでてやると、尻尾しつぽがふらりと揺れる。

「桐谷とデート、か」

　初めてのデートだと言っていた。彼女にとって一生に一度しかない最初の経験。どこに連れていけば喜んでくれるだろうか。何をしてあげたら笑ってくれるだろうか。

「……なんか、今のぼくは本当に桐谷の恋人みたいだな」

　いろんなことを考えて、しばらくして気づく。

　天界の林りん檎ごは宿主である少女の〝幸福な記憶〟を栄養にして成長する。

　桐谷の心を満たし、赤く熟した林檎を収穫するということは、幸福な記憶で育った果実を取り出すということは、その記憶ごと彼女から切り離すということだ。

　どんなに桐谷を笑顔にしても、その時間を彼女は忘れてしまう。

　覚悟はしていたはずなのに、胸むねの奥がちくりと痛んだ。





　　　　×××






　土曜日。デートの当日。朝から活気に満ちた駅前の広場にて、ぼくは時計の柱に寄り掛かりながら後輩の到着を待っていた。

「天候はイツキさまに味方するようですね」

「そうだな。晴れてよかったよ」

　初夏の休日。それも雲ひとつない快晴とくれば文句なしのデート日和である。

　足元にはぼくを護ご衛えいする小さな騎士ナイト。認識阻害の魔法を展開して、いつものように人目から隠れた黒猫ミントがぴょこんと耳を動かした。

　顔を前に戻すと、私服に身を包んだ後輩が駆け寄ってくるところだった。

「イツキ先輩、おはようございます。お待たせしました」

　シンプルな短パンに、太ふと股ももまで覆おおう黒のニーソックス。スカートよりもよほど脚のラインを強調する二つの装飾に、今日の彼女はオシャレな上着パーカーを羽は織おっていた。

　淡い色合いの髪をくるくるとまとめ、つばの短い帽子をかぶり、肩から提げた鞄かばんが腰のあたりで浮いている。

「ね、先輩？　わたしの私服、どうですか？」

　ボーイッシュな私服をまとった桐きり谷たに茉ま奈なが、その場でくるりと回ってみせた。

「そういう服も似合うんだな。すごく可愛かわいいと思う」

「んふふ、脚フェチでニーソが好きな先輩のためにがんばってみました」

　背の高い女の子はズボンがよく似合う。制服姿しか見たことがなかったので彼女の私服は新鮮だった。……ただ、初夏に出歩く格かつ好こうとしてはやっぱり少し厚着だと思った。

「初めてのデートなんですから、今日はよろしくお願いしますね？」

　モデルをしていてもおかしくないスタイルの後輩が、ぼくの腕に抱きついてくる。年下のくせに意外と豊かな胸むねをむぎゅうと押し付けられた。

　理性をとかす悩ましい柔らかさと、彼女から香る甘い匂いにクラクラする。

「あの……桐谷さん？　お胸があたっているんだけれども」

「あててるんですよ。すごく恋人っぽいでしょ？」

　桐谷はとことん初デートを楽しむつもりらしい。そのためなら偽物の彼氏に胸を押し当てることさえ惜しまないようだ。

「今日のデートなんだけどさ、実は何も計画を立ててないんだ」

「そうなんですか？」

「初めてのデートだから、まなっちのいきたい場所に連れてってやろうと思って」

「…………」

　薄く口を開けた後輩が呆ほうけたようにぼくを見る。

「まなっち？」

「……思わずきゅんとしちゃいました。そういう不意打ちはずるいです」

「素直なまなっちは可愛いな」

「あ、あんまり顔を見ないでくださいっ」

　胸を押し付けてくるような積極性はどこへやら。頬ほおを薄紅色に染めてぼくから距離を取る桐谷。掴つかみどころのない女の子は、やっぱりペースを乱されるのが苦手らしい。

「まなっちは、いきたいところとかある？」

「そうですね……カラオケとか、いってみたいかもです」

「定番といえば定番だな。いいんじゃないか」

　最初の目的地が決まり、ぼくらは駅に向かって歩き出す。付かず離れずに、それこそ恋人のように隣り合って。

　不意に目が合うと、くすぐったそうに笑ってくれた。







　実のところぼくは、カラオケにはあまり縁がない。

　せいぜい友人に誘われて出向くか、妹にせがまれて連れていくかで、年に三回くれば多いほうだ。そんなわけで何ヶ月かぶりに訪れたカラオケ店。めったに使わない会員カードを受付に提示し、禁煙の個室を指定してマイクなどが入ったカゴを受け取る。

「……あれ、まなっち？」

　いつの間にか、隣にいたはずの後輩の姿が消えていた。ロビーを見回すと、すぐに桐きり谷たにの背中を見つける。じっと何かを見つめているようで、なにやらご執しゆう心しんの様子だ。

「先輩、見てください。サカナですよサカナ」

　ロビーの壁際に置かれた水槽。青くて綺き麗れいな魚が一匹だけ泳いでいた。

「どうして一匹なんですかね。もっと大勢にしてあげたらいいのに。一匹だけじゃ、この子が寂しいじゃないですか」

　不満げにこぼす桐谷に、苦笑しながら「そうだな」と同意する。

　桐谷を促すと素直に水槽から離れた。

　休日ということもあって部屋はそれなりに埋まっているようだが、防音がしっかりとなされているので廊下は静かなものだ。

　緊張しているのか、借りてきた猫のごとく静かな桐谷を部屋までお連れする。

　薄暗い空間。六畳くらいはあるだろうか、二人で楽しむには十分な広さだ。大画面テレビのディスプレイが何やら焼肉屋の宣伝をしていた。桐谷は物珍しそうにキョロキョロと部屋を見渡し、興きよう味み津しん々しんといった様子で「わー」とか「おー」とか言っている。

　はしゃぐ後輩の様子に笑いながら、とりあえず荷物をテーブルに置く。

「すごい。これがカラオケボックスなんですね。わたし、カラオケって初体験です」

「まなっちは初めてなのか。カラオケが初めてなんて珍しいな」

　まずはドリンクの調達。備え付けの電話で注文を伝えると、すぐに店員が飲み物を持ってきてくれる。ぼくはウーロン茶を、桐谷は冷たい抹茶ラテを選んだ。

「さあ、せっかくきたんですから歌いましょうっ」

「だな。せっかくだから最初はまなっちが歌えよ」

「え？　わたしからですか？」

「ほら、これで曲を選ぶんだ」

「でもこれ、どうすれば……？」

　曲を選択するための機械を前にオロオロする桐きり谷たにさん。

　彼女の隣に座って、曲の検索の仕方を簡単に教えてやる。

「そう──それで『転送』を押せば完了だ」

「わっ、わっ、ほんとにできちゃいました」

　桐谷が選んだ曲が転送され、大型の液晶画面が曲タイトルに切り替わる。青年がひたすらに自転車を漕こぐよくわからない動画と共に音楽が流れ始めた。

　桐谷を立たせて、その手にマイクを握らせる。

　液晶画面の前に立った桐谷が緊張した面持ちで深呼吸をした。

　テンポの速い曲。一昔前に流は行やった夏を舞台にしたラブソングだ。徐々に加速していくイントロ。ギターの音色が楽譜の上を駆け抜けていく。

　短く息を吸い、彼女は歌い始めた。

　ぼくは最初、その声を桐谷のものだと認識できなかった。

　水を連想させる彼女の声が、炎のような激しさをまとっていたから。

　ぼくは震えた。彼女の声に。美しい歌声に。胸むねが熱くなった。

　細いのどを震わせ、旋せん律りつに感情を乗せ、圧倒的な表現力で、息継ぎの音さえも曲の輪りん郭かくに織り交ぜて彼女は歌う。約五分の魔法のような時間。切なげに伸ばされた最後の音が薄れていき、空気にとけるようにして、やがて歌声は完全に途絶えた。

　拍手を送ると、戸惑いながらも桐谷がぺこりと頭を下げる。

「あ、ありがとうございます……」

　ふらりと体を翻ひるがえして、放心したようにぺたりと椅い子すに身を預けた。

「驚いたよ。まなっちは本当に歌が上手なんだな」

「そうですか？　こんなふうにマイクで歌うの、初めてだったんですけど」

「綺き麗れいな声してるし、歌ってると印象が変わるな。なんかこう、激しい感じで」

「どんな感じですかそれ。自分じゃちょっとわかんないです」

　桐谷は微かすかに頬ほおを染め、抹茶ラテの入ったコップで口元を隠した。

　それから、ぼくらは二時間ほどカラオケボックスに滞在した。桐谷のリクエストでデュエットも歌った。さすがにラブソングを二人で歌うのは恥ずかしかった。

　マイクを受付に戻し、料金を払い終えると、おずおずと桐谷が切り出した。

「あの、ちょっとここで待っててもらえますか？　お手洗いにいってきます」

「ん、了解」

「すこし時間がかかるかもしれません。その、日課をこなしてきますので」

　そう言って、桐谷がもじもじと太ふと股ももを擦こすり合わせる。

「あ……そっか、もうそんな時間か」

　そろそろ下着を替えたいのだろう。

　時刻は正午を過ぎている。普段の彼女なら例の空き教室にいる時間。桐谷が人ひと気けのない実習室棟を訪れる理由が『下着を替えるため』なのだ。

「あの、すぐにすませますから」

「急がなくていいよ。ちゃんと待ってるから」

　帽子の上から頭を撫なでると、桐きり谷たにがふわりと笑う。桐谷を相手にこういうスキンシップをしたのは初めてで、自分のほうが彼女に心を許し始めていることに気づく。

　桐谷を見送ってロビーの椅い子すに腰掛ける。

　何気なく窓の外を見ていると、見知った女子二人が並んで歩いているのを発見した。

　そのうちの一人。ショートカットに雪結晶の髪留めを飾った女の子が、窓硝子ガラス越しにこちらに気づいた。彼女は目を瞬またたかせて嬉うれしそうに手を振ってくる。

　さすがに無視するわけにもいかず、ぼくは観念して席を立ち、店を出た。

「こんにちは、イツキ君」

　日ひ溜だまりのような笑顔で雪ゆき姫ひめが言う。薄手のブラウスに、いかにも外出用といった趣のスカートが眩まぶしい。

「友達と出掛けるって言ってたけど、兄さんも街にきてたんだ」

　つり目でツインテールの中学生。ラフなシャツにジーンズを併せた双そう樹じゆが雪姫の横にいた。昨夜の段階で妹には本日の予定を話しているのだけど、後輩の女の子とデートをするという情報までは教えていない。

「私とソウちゃんはこれからお買い物なんだ」

「相変わらず仲がいいな、お前ら」

　ぼくの幼おさな馴な染じみである白しら木き雪姫と、ぼくの妹である花はな神がみ双樹は姉妹のような関係だ。一緒に料理の研究をしたり、買い物に出掛けたりするのも珍しいことではない。

「イツキ君はなにしてたの？」

「えっと……友達とカラオケしてたんだよ」

　さすがに後輩の女の子とデートしているとは言えない。

　桐谷と恋人ごっこをすることになった経緯とか。その後輩がカラオケ店のトイレで下着を替えている現状とか。そんなことは言えない。特にパンツの部分は絶対に言えない。

「友達はトイレにいってる。戻ってきたらランチにするつもりなんだ」

「そうなんだ。お邪魔になるといけないから、私たちはいくね」

「そうだね。兄さんの邪魔になるのは忍びないし」

　双樹が踵きびすを返そうとするのだけれど、立ち去ると宣言したはずの幼馴染はその場を動かなかった。それどころか、無言でぼくとの距離を詰めてくる。

　女の子の歩幅で一歩。雪姫がぼくの目の前に立って、じっと見つめてくる。

「雪姫？」

　名前を呼んだ瞬間、ぼくは雪姫に抱きつかれた。

　華きや奢しやな腕をぼくの背中にまわした幼馴染が、甘えるように顔を胸むねに押し付けてくる。

「あの……雪姫は何をしてるの？」

「抱きしめたくなっちゃった。最近、あんまり一緒にいられなかったから」

「わお。ユキさんが大胆だ。道みち端ばたで兄さんとイチャイチャしてる」

　よくわからないけど双そう樹じゆが一人で喜んでいた。

「雪ゆき姫ひめ、やめてくれ。これはちょっと、ここではちょっと、さすがにぼくも恥ずかしい」

「ん、やだ。もうすこしだけ」

「……オーケー。わかった。お姫様の自由にしてくれ」

　情けなくも幼おさな馴な染じみの説得を諦あきらめ、恥ずかしい状況に身を任せることにした。

　明るい性格を手に入れたことでスキンシップに躊躇ためらいがなくなった雪姫さん。

　ぼくの了りよう承しようを得たことで抱ほう擁ようが強くなり、押し付けられる柔らかな感触と、妹の視し線せんという二重の攻撃でぼくの頬ほおが熱を帯びていく。

　ひとしきり甘えて満足したのか、雪姫が体を離した。

「えへへ、イツキ君の匂いがいっぱいしました」

「満足していただけたならよかったよ」

「……イツキ先輩は、デート中に何をしてるんですか？」

　冷たい声は唐とつ突とつに、背後から浴びせられた。氷のごとくひんやりとした口調。雪姫からの不意打ちで火ほ照てった頬の、その熱を一気に冷ましてくれる。

　かつんと誰かの靴が地面を踏み鳴らす音。おそるおそる振り返った先にはパーカーを羽は織おった女の子。凍いてつく声の主は、しかしぼくを見てはいなかった。

　桐きり谷たにの視線はずっと、雪姫に注がれている。

「初めまして。わたしは桐谷茉ま奈なっていいます。一年です」

「白しら木き雪姫だよ。二年生で、イツキ君の幼馴染です」

「幼馴染？　そうですか。イツキ先輩には女の子の幼馴染がいたんですね」

　ちらりと横目にぼくを見た桐谷は、次に雪姫よりも更に小さい双樹を見やる。

「ボクは花はな神がみ双樹っていいます。一いつ樹きの妹です。よろしくね、マナさん」

「言われてみれば面影が……。イツキ先輩に、こんなに可愛かわいい妹さんがいたんですか」

「兄さんには勿もつ体たいない可愛い妹です」

「自分で言うな」

　額ひたいを軽く小突いてやると、双樹がぺろりと小さく舌を出す。

「でもまさか、兄さんが女の子とデートしてるなんて思わなかった。ユキさんはいいの？　兄さんが別の女の子と仲良くしてるんだよ？」

「え？　イツキ君が誰かと仲良くするのはいいことだと思うけど」

　ふんわりソフトクリームのような雪姫の反応に、双樹は溜ため息いきをつく。

「あのねユキさん、マナさんはユキさんのライバルかもしれないんだよ？」

「ライバル？」

「年頃の男女が仲良く二人きりでカラオケだよ？　もしかしたら二人は付き合っているんじゃないかってこと」

「……え？」

　雪ゆき姫ひめの動作が停止して、可哀かわい相そうなくらいに表情を強こわ張ばらせる。

「えええ!?　そ、そうなのイツキ君!?」

　可愛かわいい顔に焦燥と戸惑いを滲にじませて詰め寄ってきた。

　ぼくの胸むねあたりにある視点から、懸けん命めいな上目遣いで訴えてくる。

「ちょっ、雪姫、落ち着いて」

「イツキ君は……マナちゃんとお付き合いしてるの？」

　じわりと、雪姫の瞳が涙で潤む。

「雪姫……」

　大切な女の子を泣かせてしまった。雪姫を傷つけてしまった。その事実が、途方もない罪悪感となってぼくの胸を突き刺した。言わなくちゃいけないことがあるのに、思うように口が動かない。幼おさな馴な染じみの涙で慌てた心が邪魔して巧うまく言葉を奏でてくれない。

「誤解ですよ。わたしと先輩はそういう関係じゃありませんから。買い物に付き合ってもらうついでにカラオケに誘っただけです」

「あ──そっか。そうなんだ。よかったぁ」

　桐きり谷たにの言葉を聞いて、はらりと小さな溜ため息いきをおとす雪姫。ほっと胸を撫なで下おろすような彼女の仕草に、痛々しい涙が蒸発したことに、ぼくは心の底から安あん堵どした。

「……ありがと、まなっち」

「……別に。わたしのせいで二人の関係を壊しちゃったら後味が悪いじゃないですか」













　小声でお礼を言うと、照れたように後輩がそっぽを向く。かと思えば再び雪ゆき姫ひめと双そう樹じゆのほうへ体を向けた。

「わたしとイツキ先輩はこれからランチにしようと思ってるんです。よかったら、お二人も一緒にどうですか？」

「お誘いは嬉うれしいけど、ボクたちはもうすませたから」

「そうだね。ごめんねマナちゃん。誘ってくれてありがとう」

「あ、いえ……」

「じゃあまたね。イツキ君、今度は私とも遊んでね」

「兄さん、うかうかしてるとボクがユキさんを取っちゃうからね」

　幼おさな馴な染じみが別れの挨あい拶さつを、妹は謎なぞの宣戦布告を残して去っていった。仲良く並んでお喋しやべりする二人は本物の姉妹のようだ。

「……白しら木き先輩は可愛かわいいですね」

　遠くなっていく雪姫の背中を見つめながら呟つぶやいて、桐きり谷たにが視し線せんをぼくに固定する。

「自覚はないんだろうけど、あれじゃイツキ先輩のことが好きって言ってるようなものです。でも、今の様子だと付き合っているわけじゃないですよね？　どうしてですか？」

「え？　ええと……」

「あ……ごめんなさい。意地悪な質問でした。そんなこと、訊きく資格なんてないのに」

　申し訳なさそうに言ったあと、今度は不満げに口を尖とがらせる。

「でも、それはそれとして、デートの最中に別の女の子とイチャイチャするのはどうかと思います」

「うっ……おっしゃるとおりです」

「早くいきましょう。わたし、いっぱい歌ってお腹が空すいちゃいましたっ」

　珍しく乱暴な口調で言い捨てて、腕に抱きついてくる桐谷。

　機嫌を損ねてしまったのは明らかで、己の失態を呪のろう。

　横から小さく「覚悟しておいてくださいね」と聞こえた気がしたのだけれど、そんな不穏な台詞せりふは空耳だと思い込むことにした。







　桐谷が選んだのは落ち着いた雰囲気の喫茶店だった。

　珈琲コーヒーの香りが漂ただよう店の奥、窓際の席に向かい合ってぼくらは座る。椅い子すに腰掛けた桐谷は「ほう」と溜ため息いきをこぼして帽子を取った。

　ミントには外で待機してもらっている。さすがに飲食店に猫はマナー違反なので。

　すぐにウェイトレスが注文を取りにきて、ぼくは海え老びのグラタンとアイスコーヒーを、桐谷はトマトソースのパスタにりんごジュースを頼む。

　店員が離れるのを待ってから桐谷が話を切り出した。

「白木先輩ってどんな人ですか？」

「雪ゆき姫ひめ？　そうだな……ひと言で言えば健気けなげな女の子かな」

「健気？」

「一生懸けん命めいっていうか、なんにでも真しん摯しで真剣なんだよ」

　思えば、出会った時からそうだった。

「小学生になって最初の冬、雪姫は公園で雪ゆき兎うさぎを作ってたんだ。七つ作れば願いごとが叶かなうって言って、手袋をびしょ濡ぬれにして、手が真っ赤になっても懸命に作ろうとしてた。どうしても叶えたい願いごとがあったんだろうな」

「叶えたい願いごと……」

「けっきょく、その願いごとは教えてくれなかったんだけどな。でも、一生懸命に雪を握る雪姫を放っておけないと思ったんだ」

　一人で頑張る雪姫を放っておけなくて、雪兎を作るのを手伝って、それがキッカケで、ぼくと雪姫は一緒にいるようになった。

「勉強も真面目まじめに取り組むし、料理の練習も怠おこたらない。家族想おもいで、犬ペツトの面倒もちゃんとみて、それから──」

　それから、恋に対しても真まっ直すぐなのを知っている。

　雪姫が食べた林りん檎ごの模も様ようを探していた時のことを思い出す。

　裸になってほしいというぼくの要求に応え、本当に裸になってくれる女の子なのだ。

　あの時は本当に危なかった。恥ずかしがりながらも下着を脱いでくれた雪姫の健気さに理性を焼かれ、本気で彼女を押し倒してしまいそうになった。

　重ねてきた時間、過ぎ去った日々を指でなぞると、そのことに気づく。

　ぼくの記憶の大部分が、白しら木き雪姫という女の子で埋まっていることに。

　記憶のアルバムを紐ひも解とけば、雪姫にまつわる思い出が次から次へと溢あふれてくる。

「……イツキ先輩？」

「あ、ごめんな。まなっち」

　話の途中でぼうっとしていたようだ。

「えっと……雪姫はさ、少し前までは口数の少ない子だったんだ。雪が融とけたみたいに、消極的だった性格が一転して積極的になってる」

「路上でイツキ先輩に抱きついてましたもんね」

「今はフルタイムで明るい性格だけど、恥ずかしがりやなのは変わってない」

「イツキ先輩は──、イツキ先輩にとって、白木先輩はどんな存在ですか？」

「雪姫は大切な女の子だよ。昔から。今だって。たぶん、これからも変わらない」

　答えはするすると口を伝っていった。簡単なこと。考えるまでもなく、ありのままの気持ちを、ただ言葉にすればいいだけだった。

　なのになぜか、向かいに座る桐きり谷たにがむすっとしていた。

「……イツキ先輩のばか。デート中に他の子の話をするなんてマナー違反です」

「えええ……まなっちが訊きいてきたのに」

「ふん、知りません」

　取り付く島もないとはまさにこのこと。まったくもって女の子は難しい。ぼくが世の不条理を儚はかなんでいると、ウェイトレスが飲み物だけ先に持ってきてくれる。

　絶賛不機嫌モードの後輩がさっそくストローに口をつけた。

「うん、甘くて美お味いしいです」

　ジュースを一口だけ飲んだ桐きり谷たには途と端たんに笑顔になる。刺とげ々とげしい態度はどこへやら。不機嫌オーラが嘘うそのように消えてしまった。

「そういえば、すこし前にとっても美味しいリンゴを食べたんです。学校から帰ったらリビングのテーブルに置いてあったんですよね。艶つやがよくって、綺き麗れいに赤くて、恋しちゃいそうなくらい素敵なリンゴ」

　赤い果実について語る桐谷の表情は必要以上にうっとりしていて、瞳は完全に恋する乙女のそれだった。そのリンゴはきっと天界の林りん檎ごだろう。

「でも、おかしいんですよね。わたしの両親、二人ともリンゴなんて買ってきてないって言うんですよ？　不思議なこともあるんですね」

「もしかしたら妖よう精せいが運んできたのかもしれないな」

「リンゴの妖精ですか？　あは、そうかもですね」

　林檎がどういう基準で宿主を選んでいるのかは知らない。

　ただ、そこに少女達の意思が介入しないのは明白だ。真っ赤な林檎を食べた瞬間に結ばれる一方的な契約。宿主の少女が望もうと望むまいと。勝手に願いを叶かなえたうえで、その代価に幸福な記憶を請求する。桐谷茉ま奈なも、天界の林檎の被害者だ。

　──カランカラン。

　暗い思考を遮ったのは、新たな来客を告げる鐘の音。

「……え？」

　顔を上げたぼくは驚いた。入店してきたのが少女の姿のミントで、見たことのない服を着ていたから。黒を基調としたシャツに大人びた印象のプリーツスカート。小さな頭にはニット帽をかぶせていて、猫耳の形が浮き彫りになっているのだけど、それが逆にキュートさを演出している。

　その辺の店に飾ってある洋服を見て自分で作ったのだろう。最近になって知ったのだけど、一度でも見たことがある服なら魔法で作り上げることができるらしい。

　そんなミントの隣には見知らぬ男の姿があった。

　すらっとした長身の美青年で、ジーパンと半袖のワイシャツというラフな格かつ好こう。長い銀髪をひとつに束ねている。ぼくを見ると、にっこりと微笑ほほえんで小さく手を振ってきた。

　明らかにぼくを知っている態度である。

「あいつは、まさか……」

　初めて目にするものの、男の正体に心当たりがあった。

　間違いなく彼は幼おさな馴な染じみの家の庭に生息しているアイツだ。白犬に憑ひよう依いした天使の本来の姿なのだろう。頭に巻かれたバンダナは、犬の耳を隠しているとしか思えないし。

「わあ、見てください先輩。外国人ですよ、外国人っ」

　ミントと青年のツーショットは歳としの離れた兄妹といったところだろうか。あるいは歳の近い親子。髪の色はぜんぜん違うけど。

　二人はほどよく離れた席に落ち着き、ウェイトレスが注文を取りにいく。

　銀髪の青年がウェイトレスにオススメのメニューを訊きいているようだ。

　青年の声は、やっぱり聞き覚えのある天使のものだった。

　やがてウェイトレスが一礼して立ち去ると、青年がおもむろに席を立つ。ちらりとぼくに視し線せんを向けてから奥に位置するトイレに入っていった。

「ちょっとお手洗いにいってくる」

「あ、はい。いってらっしゃいです」

　桐きり谷たにに断ってからぼくも席を立った。

　店のトイレは綺き麗れいに掃除されていた。植物とかが飾られていて雰囲気もわるくない。

　消臭剤の香りが漂ただよう空間で、銀髪の青年はぼくを待っていた。

「……で、犬天使は何をしてるんだ？」

「イツキ殿の様子を見にきたんだよ。イツキ殿が厄介な悪魔に狙ねらわれていると聞いたからね。しかも今日は街でデートだというじゃないか。襲われてから助けにいくんじゃ間に合わないだろうと思って、いっそ近くで見張ろうと考えたのさ」

「それはいいんだけど……どうして人間の姿で店に入ってくるんだよ」

「猫の彼女が外で寂しそうにしていたからね。おしゃれをさせてランチに誘ったのさ。彼女だけ除のけ者ものにしたら可哀かわい相そうだろう？」

「う……それを言われると痛いな」

　ミントを置き去りにしたことに罪悪感を覚えたのは事実だ。できることなら、ミントを普通の女の子として扱いたいとも思っている。

「ところで我の姿はどうだい？　普通の人間にしか見えないだろう」

「外国人にしか見えないから逆に目立ってるけどな。バンダナは、やっぱり犬の耳を隠すために？」

「まあね。窮屈だけど、尻尾しつぽもズボンの中に仕し舞まってある」

　そう言って、くったくなく彼は笑う。

「それにしても彼女、マナ殿といったかな。ずいぶんと可愛かわいらしい女性じゃないか」

「まあな。可愛い後輩だと思う。ちょっと口は悪いけど」

「だけど、どうして彼女は厚着をしているんだい？　今日は暑いほうだと思うけど」

「わからない。学校でも、いつもカーディガンを羽は織おってるよ」

「ふむ？　もしかしたら、それが彼女の願いごとに関するヒントなのかもしれないね」

「ヒントか……そういえば、カーディガンについて訊いたらはぐらかされたっけ」

　カーディガンに関連する願いごとを考えてみるものの、まったく思いつかない。

「あと、マナ殿から何か違和感を感じるんだ。うまく表現できないのだけど、どうも林りん檎ごとは別の何かに干渉されているように思う」

「どういう意味だ？」

「そのままの意味さ。おかしいとは思うのだけど、正直、我も違和感の正体が掴つかめない。……っと、あまり遅くなるとマナ殿が不審に思うよ？」

「ご忠告どうも。じゃあ、ぼくはもういくよ」

「あ、その前にイツキ殿」

「ん？」

「二人分の昼食代を恵んではくれないだろうか」

「……金も持たずに喫茶店に入るなよ。まあ、いいけどさ」

　犬天使が無一文なのは当然だ。普段はペットとして白しら木き家の庭にいるのだから。

　ぼくは財布を取り出し、ミントの分も合わせて昼食代を犬天使に渡した。予定外の出費だが、自身の護ご衛えいにかかる費用だと思えば安いものだ。

「お釣りは返せよ」

「心得ている。猫の彼女に渡しておこう」

　ぼくと犬天使は同時にトイレを出て、それぞれのテーブルへと戻る。

　席に着くと、ほどなくして注文した品が運ばれてきた。湯気が立つパスタとグラタンがテーブルに置かれる。ウェイトレスは一礼すると、音も立てずに離れていった。

「わお、美お味いしそうですね。いただきます」

　くるくるとフォークを回し、ぱくりとパスタを口に運ぶ桐きり谷たに。

　もぐもぐとリスのように咀そ嚼しやくしたあとで頬ほおを緩ゆるませる。

「……ねえ、イツキ先輩？」

　ジュースを口に含んでから唐とつ突とつにぼくの名前を呼ぶ。

　顔を上げると、真剣な表情をした桐谷と目が合った。

「先輩は『人魚姫』って知ってます？」

「え？　ああ、リトルマーメイドだろ？　もちろん知ってる」

　人魚姫。リトルマーメイド。人魚の少女が主人公の有名な童話。

「──人魚姫は、一人の男に恋をしました」

　水を想おもわせる声が歌うように語り始める。

「けれども男は人間で、人魚姫は男に会うことが叶かないません。せつない恋に心を焦がす人魚姫。男への想いは募つのるばかりでした」

　それは人間に恋をした人魚の物語。

「どうしても男に会いたいと願った人魚姫は魔女を頼ることにしました。魔女は人魚姫にこう言いました。〝お前の美しい声と引き換えに人間になれる薬をやる〟と。ただし、男と結ばれなければ人魚姫は泡になってしまうというのです」

　人魚姫が辿たどった軌き跡せきが、桐谷の声で紡がれてゆく。

「それでも人魚姫は魔女との取引に応じました。人間になれる薬を手に入れるために。人間になって、愛する男に会うために」

　人魚姫は大切なものを差し出した。自分の望むものと引き換えにして。

　でもそれは、取り返しのつかない選択で──

「声と引き換えに人間となった人魚姫は、愛する男に会うことが叶かないます。けれど、声を失った人魚姫は想おもいを伝えることができませんでした」

　声を失い、想いを告げることができなかった人魚姫。

　手が届くほど近くにいるのに、決して届くことのなかった一いち途ずな恋心。

「やがて男は別の女性と結婚します。恋が実らなかった人魚姫は海に身を投げ、泡となって消えてしまいました……」

　報われない話だと思う。ハッピーエンドとは程遠い、人魚姫の涙で終わる物語。

　どうして人魚は生きることさえ許されなかったのだろう。

　声を差し出したことで人間になるための対価は支払っているはずなのに。生きてさえいれば、たとえ声を失っていたとしても、新しい恋ができたかもしれないのに。

「本当は溺おぼれている男を人魚姫が助けるとか、人魚姫のお姉さん達が髪と引き換えに短剣を手に入れるとか、そういう件くだりがあるんですけどね。今回は省略で」

　ぺろりと桐きり谷たにが舌を出す。

「人魚姫──人間に恋をした人魚の物語。わたしが嫌いなお伽とぎ話ばなしです」

　悲しげな声で告げられた事実は、それほどおかしな感情ではないように思えた。

　愛する男に会うために声を失って、言葉を失くしたせいで想いを告げられず、好意を胸むねに秘ひめたまま泡となって消えてしまった人魚姫。

　美しくまとめられた物語ではあっても、優しいお話ではないのだから。

「わたしには人魚姫の気持ちがわかりません。泡になってもいいと思えるほど、わたしは誰かを好きになんてなれないから」

「桐谷……？」

　ぼくはまた彼女がわからなくなる。まるで透明な水のように、掬すくい取とれたと思った瞬間に、指の隙すき間まから零こぼれていく。

「心を焦がすくらい激しい恋に、憧あこがれることはありますけどね」

　イタズラっぽく彼女は微笑ほほえんで、何事もなかったかのように食事を再開した。

　パスタをフォークで巻き取ってぱくり。

「うん、美お味いしいです」

　窺うかがうようにぼくの顔を見つめると、ぼくの手元に視し線せんを落とした。正確にはテーブルに置かれたグラタンに視線を落とした。

　桐谷が再びぼくを見る。それは何かを期待するような、そんな瞳だった。

「えっと……グラタンも食べてみる？」

　たったひと言。お手軽な魔法の言葉によって、後輩の表情はぱっと華やぐのだった。







「先輩、わたしの下着を選んでください」

　短パンを穿はき、パーカーを羽は織おり、頭に帽子を乗せた高校一年生の女の子。

　ボーイッシュな私服をまとった桐きり谷たに茉ま奈なが笑顔でそんなことを言った。

　ランチをすませたあと、彼女に導かれて訪れたのは男子禁制の花園。麗うるわしき乙女達が柔肌を隠す下着を買いにくる聖地──いわゆる下着店ランジエリーシヨツプ。

　その軒先で放はなたれた台詞せりふが「わたしの下着を選んでください」である。

　ぼくの耳がおかしいのでなければ世界が狂っているとしか思えない。

「……あのさ、まなっちはなにを言ってるんだ？」

「だから、わたしが身に着けるパンツを選んでほしいって言ってるんです。腐っても彼氏なんですから、それくらい普通でしょ？」

「普通じゃないよ。ちょっとそれはぼくには難易度が高いよ」

　たとえ本物の恋人であったとしてもハードルが高いと思う。

　ぼくが難色を示すと、桐谷がきょとんとした表情を形作る。

「イツキ先輩、もしかして困ってます？」

「すごく困ってる。こんなにワケがわからない体験は初めてだ」

「そうですか。わたし、とっても嬉うれしいです」

「なんで!?」

「わたし、人を困らせるのが好きなんです」

「それは前に聞いたけど……」

「最近のマイブームはイツキ先輩を困らせることです」

「たちがわるい!!」

　迷惑な趣味の矛先を向けてくる後輩が、うっとりと妖しい顔をする。

「困ってる先輩を見てるとぞくぞくします。なので先輩にはわたしのパンツを選んでいただきます。これはデート中に他の女の子と抱き合ってた罰です」

「いや……でもほら、男がランジェリーショップに入るのは問題があるのでは？」

「だから、わたしの傍そばを離れないでくださいね？」

　素敵な笑顔によって退路は絶たれ、腕を掴つかまれたぼくは店の中へと連れ込まれた。

　思いのほか店内は明るく、カラフルな下着と甘ったるい雰囲気に眩暈めまいがした。ちらちらと投げられる女性客の視し線せんに背中を嫌な汗が伝っていく。

「大丈夫ですって。皆さん、わたしの彼氏だと思ってくれますから」

「そうであることを願うよ」

「今どき、彼女の下着を彼氏が選ぶのは珍しくもないですよ？」

「ほんとかよ、その情報」

「すみません。適当に言ってみました。先輩が安心するかと思って」

「結果的に精神状態は改善されないままなんだけど……」

　ぼくの発言など気にもとめない楽しげな顔で、桐きり谷たには下着の海を悠々と泳いでいく。

　今度は犬天使が介入してくることもなかった。さすがにミントとの組み合わせで下着店はまずいと判断したのだろう。賢明な判断がなぜか無性に腹立たしい。

「さあ、どれがいいですか？　わたしに着けてほしい下着をチョイスしてください」

　可愛かわいいパンツを手に、キラキラとした瞳を向けてくる桐谷さん。

「……白状すると、まなっちには水色の下着が似合うと思うんだ」

　ぼくはもう本当に、いろいろと諦あきらめることにした。







　隣を歩く後輩は上機嫌で、道行く人々の中を軽い足取りで進んでいく。

　その胸むねには紙袋を抱いていて、中身は下着店でぼくが選んだブラとショーツ。

　具合を確かめたいということで試着していたが、その時の桐谷をぼくは見ていない。さすがに下着姿を見せるのは恥ずかしいとのことだった。

　安心した反面、少しだけ残念だと思ったのは男の子の悲しい性さがである。

「わたしの下着姿が見たかったら、もっと仲良くならないとダメです」

「それはもう本物の恋人じゃないと無理だよな」

「それにしても、先輩はこういうのが趣味なんですね」

「道みち端ばたでそれを出すんじゃない!?」

　躊躇ためらいなく紙袋からショーツを取り出す後輩を窘たしなめる。

　水色の下着は確かにぼくの趣味であり、それを取り出すということは、すなわちぼくの趣味が路上で一般公開されるということに他ならない。

「女の子なんだから、もうちょっと慎みを覚えような」

「別に、単体の下着なんてただの布じゃないですか。使用済みならともかく」

「さっき試着してただろうに」

「嗅かいでみますか？」

「なに言ってんの!?　……ちょっ、だから取り出すなって!!」

　再び危険物を取り出そうとした後輩を、ぼくは慌てて取り押さえる。

　桐谷の言動は冗談なのか本気なのか判断がしづらい。小悪魔的な笑みを浮かべているところを加味すれば、おそらくからかっているのだろうけど。

「本物の彼女でもない後輩の下着を選ぶなんて、先輩は変態ですね」

「酷ひどすぎる言い草だけど、もう抵抗する気力もないよ。好きなだけ罵ののしってくれ」

　楽しそうにくすくすと笑う桐谷。ふと、思い出したように鞄かばんからペットボトルを取り出すと、コクコクとのどを動かしながら水を飲む。

「それ、いつも持ち歩いてるの？」

「はい。水分補給は大切ですから。先輩も飲みますか？」

　飲みかけのそれを差し出してくれるが、さすがに遠えん慮りよした。

　間接キスを意識してしまうぼくは子どもなのだろうか。

「では、次のお店にいきましょう」

「お、お手柔らかに頼む」

「安心してください。次は本屋さんです。わたし、かなりの読書家なんですよ」

「ああ、何度か空き教室で文庫を読んでたっけ」

　桐きり谷たにの先導でたどり着いたのはビルの一階を全て使った大型書店。

「まなっちはどんな本を読むんだ？」

「何でも読みますよ。わたしは乱読なのでジャンルは問いません。ミステリだろうと、哲学書だろうと、官能小説だろうと、ラノベだろうと関係ありません。わたしの琴線にふれさえすれば問答無用で読破します」

「……なんか、さりげなくとんでもない告白をされた気がするんだけど」

　女子高生が官能小説を読んでるとか公言していいのだろうか。

　そんなぼくの苦悩を知ってか知らずか、嬉き々きとして本棚の間を進んでいく桐谷。背が高いうえに美人で目立つはずの後輩の姿が、わずか数分で見えなくなった。

「……桐谷を見失ってしまった」

「林りん檎ごの匂いで辿ることができますよ。本日のデートでだいぶ林檎の力が戻ったようですね。匂いが濃くなったので捜索が容易になりました」

　ずっとぼくらを尾行していた少女ミントが隣に並ぶ。

　ニット帽からこぼれる金髪を揺らしながらぼくを見上げてくる。

「マナにとって、このデートは楽しいものなのですね」

「そっか。それなら、よかったよ」

　林檎の香りが告げる幸福の数値。桐谷は幸せを感じてくれているらしい。

「ところで犬天使は？」

「彼なら、あちらで『正しい忠犬の育て方』なる専門書を熟読中です」

「あいつは忠犬になるつもりなのか？」

　忠犬について勉強中の犬天使は無視して桐谷を探すことにした。

　探すといっても天使の鼻があるので簡単だ。ミントに教えてもらって行き着いたのは文房具のコーナー。いちばん奥の列で、何やら熱心に見ていた桐谷がこちらに気づく。

「あ、先輩。どこにいってたんですか？」

「それはこっちの台詞せりふ。ふらふらと姿を消したのはまなっちだ」

「そうでしたか。本屋さんにいると、つい我を忘れちゃうんです」

　そう言う彼女が見ていたのは水色の日記帳。表紙には簡略化デフオルメされた魚が二匹だけ描かれていて、水色の中を仲良く泳いでいるのが印象的だ。

「意外に思うかもですけど、これでも日記をつけてるんですよ？」

「へえ」

「うーん……いま使ってる日記帳、もう少しでページが埋まるんですよね」

　水色の日記帳と睨にらめっこして、どうやら購入を悩んでいるようだ。

「これくらいならプレゼントするよ。初デートの記念に」

「ほんとですかっ？」

　弾はじかれたように顔を上げる桐きり谷たに。その反応が子どものようで思わず笑ってしまう。

　自分の言動がはしたなかったとでも思ったのか、はっとなった桐谷が恥ずかしそうに俯うつむいてしまった。それから消えそうなくらい小さな声で呟つぶやく。

「……それは、とっても嬉うれしいかもです」

　いつもは本心を見せないくせに、時おり素直になるから扱いに困る。

　珍しい後輩の表情を堪たん能のうし、会計をすませて、ぼくらは本屋をあとにした。

　桐谷は紙袋に入った日記帳を、下着の袋に重ねて宝物のように胸むねに抱いている。

「ありがとうございます、先輩」

「どういたしまして。喜んでもらえてよかったよ」

「あ、でも調子に乗らないでくださいね。もうすぐ約束の一週間です。そしたら先輩なんてゴミ箱にポイなんですから」

　よくわからないタイミングで、よくわからない毒舌が炸さく裂れつする。いちいち傷ついていたら心がもたないので「はいはい」と適当に受け流すぼくだった。

「……あ」

　短く発せられた声。後輩が足を止とめたのは、一軒の洋服店。

　陳列窓シヨーウインドーに立つマネキンがまとうのは少しばかり気の早い季節商品。青を基調にデザインされた、いかにも夏といった雰囲気の華やかなワンピースだった。

「その服、気に入ったのか？」

「……いえ、そういうわけじゃないんですけど」

　答えながらも視し線せんは動かない。彼女の足はその場に張り付いたまま、視線は釘くぎ付づけになったまま、時間だけが振り返らずに進んでいく。

　気に入った、というわけではないらしい。

　どちらかといえば〝気になった〟というイメージ。

　どんな気持ちで桐谷がワンピースを見つめているのか、ぼくにはわからなかった。

「先輩も、やっぱり薄着の女の子のほうがいいですか？　……こんなふうに、肌が見えているほうが嬉しいですか？」

「ん、まあ、そうかな。薄着の女の子は魅力的だと思う」

「そう、ですか。……そうですよね」

　伏せられた瞳が、寂しげなのはどうしてだろう。

「先輩はえっちだから露出の多い服装のほうが好きですよね。なにせ脚フェチでニーソックスが大好きな変態ですもんね」

「悪意のある毒舌はやめてくれないか。通行人の視線が痛いから」

「わたし、そろそろ帰らないといけないんです」

　前触れもなく。前置きもなく。最初から決めていたような、決まっていたような口振りで桐きり谷たには宣言した。

「帰らないといけないって……でも、まだ三時前だけど？」

　時刻は午後二時半を過ぎたばかりで、日が沈むには随分と余裕がある。

「だから帰らなくちゃいけないんですよ。その時間は、わたしにとってシンデレラの魔法が解ける時間なんです。十五時のシンデレラって、なんだか素敵じゃないですか？」

　シンデレラは好きなんです、と桐谷が言う。嘘うそみたいにハッピーエンドですから、と。

「でも、最後に一箇所だけ、いきたい場所があるんです」







　桐谷曰いわく、恋人のデートに公園は欠かせないのだとか。

　要望を受けたぼくは桐谷を連れて本屋に程近い公園を訪れていた。青空が眩まぶしい休日の午後。憩いこいの場には子ども達の声が溢あふれている。遊具の周りを走り回っていたり、砂場でお城のようなものを作っていたり、絵に描いたような平和な光景がそこにはあった。

　桐谷がベンチに腰掛け、彼女の隣にぼくも座る。

「みんな楽しそうですね」

「まなっちも交ぜてもらったら？」

「わたしは体を動かすのが苦手なので。先輩こそ、遊んできてもいいんですよ？」

「今日はデートだからな。まなっちと話していたい」

「嬉うれしいことを言ってくれますね。イツキ先輩のくせに」

　生意気です、と毒を吐く。尖とがらせた唇くちびるが憎らしくも愛らしい。その毒舌が照れ隠しであるとわかる今ではなおさらに。

「先輩、今日はありがとうございました。とっても楽しかったです。街には本屋さんを覗のぞきにくるくらいだったので、いろいろと新鮮でした」

「まなっちは友達と遊びにきたりしないのか？」

「わたし、一緒に遊ぶような友達はいませんから。先輩も、もう気づいてるんじゃないですか？　わたしが周囲に壁を作ってること」

「……ん、そうだな」

　彼女は他人を拒絶している。言葉で。あるいは態度で。

　明るく振る舞っている桐谷茉ま奈なの内側に、本物の自分を隠している。

　見せてもいい『自分』を設定して、でも、見せたくない『自分』は絶対に見せないようにして。そうやって、意図的に素顔を隠している。

「黙っててもわかっちゃうんですよね。わたしが誰にも心を許していないこと。誰にも言えない秘密を抱えると、他人と上手に付き合えなくなるんです。人間関係に明確な線引きをして、そこから先へは踏み込まないし、踏み込ませない。でも──」

　淡い色の瞳を向けられる。

「先輩からは、わたしとおなじものを感じました。先輩とわたしはおなじ。人には言えない秘密を抱えて、人との距離をこわがってる」

　ぼくは林りん檎ごの秘密を抱えていて、だから無意識に壁を作っていた。

　その壁を桐きり谷たには敏感に感じ取ったのだ。

「わたしは『人魚姫』のお伽とぎ話ばなしが嫌いです。……でもね、結末が気に入らないわけじゃないんです。あの結末は、人魚姫にとって救いだったと思うから。だって、恋が叶かなわないのはつらいことじゃないですか」

「なら、どうしてまなっちは人魚姫が嫌いなんだ？」

「お伽話の人魚が、わたしと重なるからですよ。わたしは──恋ができないんです」

　一瞬、酷ひどく息苦しくなった。自分のことを言われたみたいで動揺したのだ。

　恋愛感情を奪われたぼくのように、桐谷も恋が許されない理由を抱えているのか。

「もしもわたしが誰かに恋をしても、その想おもいを口にすることはできないから。だからわたしは恋なんてしたくない。叶わない恋をするくらいなら、恋なんてしなくていい」

「……じゃあ、恋人ごっこなんて言い出したのは？」

「簡単ですよ。できないからこそ憧あこがれたんです。だから先輩に彼氏役になってもらいました。偽りでもいいから〝恋〟を味わってみたかったんです。つまり先輩は、わたしに利用されていたってことですね」

「ぼくは利用されていたのか……」

「ごめんなさい。でも、それももうすぐ終わりです。月曜日で約束の一週間ですから。だから、もうすこしだけがんばってくださいね。わたしの彼氏さん？」

　隣に座る女の子は、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてぼくの額ひたいを指先で突く。

「あと、契約が終了するまで浮気はダメですよ？　わたしの前で白しら木き先輩とイチャイチャするのは禁止ですから」

「昼間のアレは、雪ゆき姫ひめに一方的に抱きつかれただけなんだけどな」

「デート中に別の子の名前を口にするのはマナー違反です。イツキ先輩のばか」

「理不尽すぎる……」

　既に毒舌ですらない単なる言いがかりだった。釈然としないが、今日のデートは桐谷にとって初めてのもの。彼氏として優しく尽くすべきだろう。

「わるかったよ。どうしたら許してくれる？」

　桐谷がにやりと笑う。明らかにからかおうとしている表情だ。

「わたしの足を舐なめなさい。そしたら許してあげます」

　それはいつもの冗談。放はなたれては消えていくだけの無意味な命令。適当にあしらって、やり過ごせばよかったのに──この時だけはできなかった。

　紡がれた言葉は不思議な響きを含んでいて、零こぼれ落おちた雫しずくが生む波紋のように、彼女の声が鼓膜を伝って意識に染み渡っていく。

　透明な声が──ぼくの意識を不透明にする。

「──わかった」

　不確かな思考回路は勝手に体を動かして、ぼくを彼女の前に跪ひざまずかせる。

「……え？　イツキ先輩？」

　恭うやうやしい動作で桐きり谷たにの足にふれる。真新しい靴スニーカーをそっと外し、ニーソックスをするりと脱がして、すらりと長い綺き麗れいな脚をあらわにする。

「えっ、えっ、ちょっ、先輩……っ!?」

　戸惑う声を遮るように、ぼくは彼女の足に舌を這はわせた。

「ひゃうん!?」

　甘く、せつなげな音が鳴る。わずかにくぐもった声はどこか淫いん靡びで倒錯的で、痺しびれるような快感が鼓膜から全身へと広がっていく。

　舌先で足の甲をなぞると、ぴくんと彼女の体が強こわ張ばった。

「……あれ？　ぼくは何を？」

　後輩の素足を堪たん能のうしたところで、ぼくはようやく我に返る。

　気づくと、ベンチに座る桐谷がわなわなと震えていた。

　突き刺さるような鋭い視し線せん。きゅっと引き結ばれた唇くちびる。紅潮した頬ほお。誰が見ても『怒っている』とわかる桐谷が思いきり片手を振り上げた。

「ば、ばかあああああああああああああああああああああっ!!」













　ぼくの頬ほおに炸さく裂れつする平手打ち。ばちんという凄すさまじい音。吹き飛ばされるぼく。倒れたぼくを興きよう味み津しん々しんといった様子で観察する子ども達。お願いだからお兄さんを見ないで。

　立ち上がった桐きり谷たにが、足が汚れるのも厭いとわずに叫ぶ。

「な、なにをするんですか!?　足を舐なめろなんて冗談に決まってるじゃないですか!!」

「違う！　今のはぼくの意思じゃない!!」

　桐谷の声を聞いた瞬間、そうしなきゃいけないって気分になった。従わなければいけないという意識に支配され、ぼくの意思に関係なく体が行動を起こした。

「まさか……これが、桐谷の魔法なのか？」

　怒りの冷めない後輩を仰ぎ見る。

　一連の運動でシャツの襟えりが開き、その下の素肌がわずかに覗のぞいていて。

　思い浮かんだ仮定を裏付けるように、後輩の林りん檎ごは綺き麗れいな黄色になっていた。





　　　　◇◇◇






　そのあと、後輩の機嫌を直すのにかなり苦労したのは言うまでもない。

　電車を使って街から戻ってきたぼくらは駅で別れ、今はひたすらに家路を歩いている。

　隣には少女の姿のミント。護ご衛えいの天使は魔法で編んだ洋服をまとったままだった。ニット帽で猫耳は誤ご魔ま化かせているし、尻尾しつぽはスカートの中に上手に隠している。

　ちなみに犬天使はとっくに白しら木き家に帰ってしまっていた。

　だいぶ家の近くまできたところで、コンビニの看板が目に入る。

「ミント。肉まんとあんまん、どっちが食べたい？」

「どちらも食べてみたいです」

「素直な意思表示をありがとう。じゃあ、半分こにするか」

　コンビニで熱々の肉まんとあんまんを購入し、その足で花はな神がみ家の近所の公園に向かう。

　ぼくが天使と出会った場所であり、幼おさな馴な染じみの林檎を収穫した場所でもある。

「ほら、ちゃんと冷ましてから食えよ」

　ベンチにちょこんと座ったミントに半分にした肉まんを差し出す。

「ありがとうございます」

　小さな手で受け取ったそれに、ミントは「ふーふー」と一生懸けん命めいに息を吹きかける。

　猫に憑ひよう依いしている影響でミントは猫舌なのだ。

　ぱくりと一口だけ食べてみて、そのあとは黙々とかじってすぐに平らげてしまう。

「おいしいです」

「そりゃよかった。ほら、あんまんも」

　半分に割ったあんまんを同じように冷ましたミントは、今度はゆっくりと食べた。

　あんまんも平らげると、猫のように自分の指を舐める。

「桐谷の林檎は黄色になったよ。たぶん、魔法も発動した」

「イツキさまがマナの足を舐なめたことですね？」

「ああ。桐きり谷たにに足を舐めろって言われて、ぼくは抗あらがえなかった。というより、抗おうと思うことさえできなかった。あれはやっぱり桐谷の魔法なのか？」

「はい、彼女の魔法で間違いありません。マナの声は魔力を帯びていました。声を使って他者に影響を及ぼす魔法のようですね。精神に干渉する類たぐいのものと推測できます」

「精神に干渉？」

「簡単に言えば他者を従わせる魔法です。マナの〝足を舐めろ〟という言葉がイツキさまの意識を束縛したのでしょう」

「……とんでもないな、桐谷の魔法」

　極端な話、崖がけから飛び降りろとか言われたら飛んじゃうわけだ。

　黄色に色づいた果実が宿主に与える奇跡。桐谷の魔法は恐ろしい効力を秘ひめていた。

「とはいえ、全ての言葉が魔力を帯びるわけではないようです。おそらく使用者が抱く感情の起き伏ふくに作用されるのでしょう。強い感情に反応して発動するタイプの魔法です」

「雪ゆき姫ひめの時と違って、魔法が常時展開されるわけじゃないってことか。なんにせよ、林りん檎ごが黄色になったここからが本番だな」

「はい。マナの魔法は判明しましたから、次は願いごとの特定を目標にしましょう」

　桐谷の林檎は順調に力を取り戻しつつある。現在、彼女の模も様ようは黄色。力を取り戻した林檎は更なる栄養を求めて宿主の願い叶かなえようとするだろう。

　林檎が宿主の願いを叶えるための手段が〝魔法〟だ。

　だから林檎の魔法は宿主の願いを反映する形で展開される。

　桐谷の魔法は〝精神干渉〟だった。そこから願いごとを突き止とめることができれば、彼女の林檎を赤くするための近道となるだろう。

「天界の林檎は、どういう基準で宿主を選んでるんだろうな」

　それは昼間、ランチを食べた喫茶店で気になったこと。

「林檎はより多くの栄養を得るために、強い願いを持つ少女を選ぶのです。マナの願いはそれだけ大きなものなのでしょう」

「桐谷には強い願いがあるってことか……」

　天界の林檎が桐谷茉ま奈なを宿主に選んだ理由。林檎が気に入るほどの願いごと。その真実に至るには、ぼくはまだ桐谷のことを知らなすぎる。

「さて、そろそろ帰ろうか」

　ぼくはミントに手を差し伸べる。

　天使と手を繋つないで公園を出て、七時間振りに花はな神がみ家へと帰還すると、玄関には二組の靴が仲良く並んでいた。ひとつはもちろん双そう樹じゆのもの。それと見覚えのあるスニーカー。双樹のよりも一回りだけ大きな靴が、雪結晶の髪留めを飾る女の子を連想させた。

「雪姫もきてるみたいだな」

　キッチンで双樹と料理でもしてるのかな。そんな思考を巡らせながら廊下を進む。

　ぼくはトイレの前で立ち止まり、猫に戻ったミントを見下ろす。

「さて、ぼくはちょっと用を足してくる」

「かしこまりました。ごゆっくりどうぞ」

　猫に見送られて、いつものようにノブに手をかけ、ドアを開ける。

「……ふぇ？」

　間の抜けた声は女の子のもの。人類の叡えい智ちが作り上げた憩いこいの園には、先客がいた。

　彼女は昼間のスカートではなくジーパンを穿はいていた。

　いや、穿いていたという表現は正しくない。だって彼女はズボンを下ろしていて、今まさにパンツを上げようと腰を浮かせ、雪色の布地に手をかけたところだったのだから。

「この光景は、前に夢の中で見たんだけどな──」

　またもや春の連休ゴールデンウイークの出来事を思い出してしまう。……というか、ぼくはあの連休でどれだけ雪ゆき姫ひめの恥ずかしい場面に直面していたんだろう。

　わなわなと震える麗うるわしい唇くちびる。可か憐れんな頬ほおがみるみる羞しゆう恥ちの色に染まっていく。

　とりあえず優しくドアを閉じた直後、幼おさな馴な染じみの悲鳴が響き渡った。

「ふう……雪姫の恥ずかしがる表カ情オはほんとうに可愛かわいいな」

「イツキさまのおっしゃることは、時々よくわかりません」

　それからしばらくして悲劇の被害者がそっとドアを開けた。雪姫は涙目だった。

「雪姫は白のパンツがよく似合うな」

「感想とかいらないよ!?」

「ごめん。靴はあったけど、まさかトイレにいるなんて思わなくて」

「私こそ、ごめんなさい。鍵してなくて」

　以前にも同じことがあったのに学習能力のない二人である。そんなことを思ったが、雪姫はその時の記憶がないので、実際のところ学習能力がないのはぼくだけだった。

　用を足したぼくと雪姫はひとまずリビングへと場所を移す。

「ところで、雪姫はどうしてズボンに着替えてるんだ？」

「夕方になって寒くなってきたから。この時期は気をつけないと風邪を引いちゃうもの」

「ああ、たしかにな」

　六月はまだ始まったばかり。季節の節目は気温が一定しない。昼間は汗ばむほど暑くても夜が肌寒いことはままある。

「そういや双そう樹じゆは？」

「レシピを探してくるってお部屋にいったけど。探すのに手間取ってるのかも」

「双樹は料理の本とかたくさん持ってるからな。すると今夜はご馳ち走そうか」

　二人が共同で料理の研究をする際、生み出される料理は花はな神がみ家の夕食となる。

　新作にコメントをするかわりに美お味いしいご飯が食べられるのだ。

「お待たせユキさん。……って、あれ？　兄さんも帰ってたんだ」

　料理本を手にした双樹がリビングにやってくる。妹は昼間に見た私服のままだった。

「ごめんねユキさん。兄さんの部屋で蔵ぞう書しよのチェックしてたら遅くなっちゃった」

「ちょっ、兄さんの部屋でなにしてんの!?」

「や、ニーソ関連の新作とかないかと思って」

「待て。それ以上は待て。雪ゆき姫ひめの前でぼくの蔵書の話はやめよう」

「ふふ、冗談だってば。兄さんの部屋には入ってないから安心して」

　そう言って可愛かわいくウインクを決める双そう樹じゆ。兄を翻ほん弄ろうして嬉うれしげな妹の額ひたいを小突き、後ろに顔を向けると、なぜか寂しそうにこちらを見る雪姫と目が合った。

「ソウちゃんはいいな、イツキ君と仲良しで。ずっと一緒にいられて、いいな」

「まあ、ずっと一緒にいるのは確かだけど……双樹は妹だし」

「だったら私も、イツキ君の妹になりたいな」

「さすがにそれは無理だろ」

「そうだけど。そういうことじゃないの。……イツキ君の、ばか」

　幼おさな馴な染じみにしては珍しい、ぼくへの悪口。雪姫がぷいと顔を背けてしまう。

「兄さんは鈍にぶいなあ。ユキさんはね、ボクと兄さんが夫婦みたいだから妬やいてるんだよ」

「や、妬いてませんっ」

「妬いてないの？　じゃあ、本当にボクが兄さんのお嫁さんになっちゃおうかなぁ」

「それはだめっ!!　イツキ君のお嫁さんは私が──っ、あ……」

　雪姫が慌てて口元に手を当てるが、もう遅い。器から零こぼれた水は返らない。口に出した言葉は戻らないし、言葉にした気持ちは取り返しがつかない。

「……あ……えっと……これは、その……あう……」

　幼馴染の顔がみるみる赤くなっていく。耐えられないといったように横に逸そらされる視し線せん。潤んだ瞳と赤い頬ほお。恥ずかしさに震える仕草があまりにも可愛くて、たぶん、ぼくも同様に真っ赤なリンゴみたいになっている。

　双樹だけはニヤニヤと笑っていた。

「そ、ソウちゃんっ、イツキ君なんて放っておいてご飯を作りましょう」

「はいはい。まずは野菜を切ろうね、トマトみたいな顔のユキさん」

「もうっ、ソウちゃんのいじわる！」

　必死になって誤ご魔ま化かしにかかる雪姫と、そんな彼女をからかう双樹。

　姉妹みたいな彼女達は楽しそうで、ぼくまで嬉しい気持ちにさせる。

　その日の夕食はいつもより賑にぎやかだった。雪姫を交えた三人と猫一匹で囲う食卓。

　女子二人が作った『野菜たっぷり欧風カレー』は、なぜかぼくだけ激辛仕様で。

　痛いくらいに辛いカレーが、それでもすごく美お味いしかったのは雪姫の愛情がたっぷり入っていたからだろうか。

　カレーを口に運びながら、そんな恥ずかしいことを延々と考えていた。









　　　第四章◆人魚の溜息






　休日が終わり、誰にとっても憂ゆう鬱うつな月曜日がやってきた。

　繰り返し繰り返される退屈な授業をやり過ごし、昼休みになるとすぐに教室を出る。

　もはや習慣となりつつある『恋人ルール』に従い、ぼくは実習室棟に足を運ぶ。

　空き教室の前で足を止とめ、事故防止のために引き戸をノック。

「……あれ？　桐きり谷たにはまだきてないのかな」

　中から返事はなく、そっと戸を開けてみても教室には誰もいなかった。

　手頃な椅い子すに座ってぼうっとしてみる。相変わらず机と椅子しかない空間。何も書かれていない黒板。使われていない教室なんて、こんなものなのかもしれないけれど。

「この空き教室って、こんなに静かなんだな……」

　初めてその静せい寂じやくに気づく。この場所には校内の喧けん騒そうも届かない。いつも桐谷がいたからわからなかっただけで、この部屋は透明な寂しさで満ちていた。

「桐谷は、こんな場所で昼休みを過ごしてたのか」

　いつも一人でいたのだろうか。昼休みが訪れるたび、下着を替えにやってきては椅子に腰掛けて本を開いていたのだろうか。

　思い描いた光景はぼくの胸むねを強く締め付けた。

　寂しさを埋めようと、無意識に足元の黒猫へと手が伸びる。

　猫を膝ひざに乗せ、その温かさにふれることで、ようやく安心できた。

　ミントは何も言わなかった。ただ、その頬ほおをぼくの胸に擦こすり付けた。

　五分が過ぎ、十分が過ぎる。昼休みの半分が終わっても桐谷は現れず、痺しびれを切らしたぼくは彼女の携帯に電話を入れることにした。

　何度目かのコールのあと、彼女の元へと回線が繋つながる。

『……イツキ先輩？』

「桐谷か？　教室にこないから電話したんだ」

『あ、ごめんなさい。連絡してなくて。今日は学校を休んだんです……』

　どことなく声が甘い。水を想おもわせる澄んだ声が、今は溶かしたチョコレートのようだ。

「大丈夫か？　具合がわるいみたいだけど」

『へいきです。休日にはしゃぎすぎたみたいで。風邪を引いただけですから』

「ああ、土曜は夕方から冷え込んだからな」

　雪ゆき姫ひめも厚着をしていたっけ。気温が安定しないこの時期は体調を崩しやすい。

『ねえ先輩？　今日で一週間なんですよ？　なので契約は満了です。明日からは空き教室にこなくてもいいんです。ワガママに付き合ってくれて、ありがとうございました』

　事務的に紡がれていく別れの言葉。

「……なんだよ、それ」

　感情を隠すように、淡たん々たんと話す彼女に苛いら立だちを覚えた。

　だって、一方的に切り出されて納得できるはずがない。彼女と重ねてきた時間。交わしてきた言葉。そのどれもが、ぼくにとって大切なものになっている。

　二人で築き上げた関係は、一方の意思だけで切り離してはいけないものだ。

　心の距離は目に見えない。でも、桐きり谷たにの心がふれる位置にないのはわかる。どうして桐谷は他人を突き放はなそうとするんだろう。突き放そうとするのに、どうして──

『だから、さよなら、──イツキ先輩』

　そんな寂しげな声で、痛いくらいに切ない声で、ぼくの名前を呼ぶのだろう。

　そんな声で名前を呼ばれて、放っておけるはずがないのに。

「……まだ、契約は終わってないだろ」

『え？』

「待ってろ、まなっち。今からそっちに行くから！」

　それだけ伝えて一方的に通話を切る。

　携帯を乱暴にズボンに突つっ込んで、ぼくは教室を飛び出した。







　桐谷茉ま奈なの模も様ようは黄色に色づいている。彼女が食べた林りん檎ごが力を取り戻しつつあるということで、すなわちそれは林檎の匂いが濃くなっているということ。

　学校を抜け出したぼくは黒猫ミントの鼻を頼りに住宅街を訪れていた。

　花はな神がみ家のある区域とは方角が違うため、このあたりにはあまり足を運んだことがない。

　桐谷の家は立派な一戸建てだった。表札を確認し、敷地内に足を踏み入れる。

　呼鈴を鳴らすと、しばらく経たってからゆっくりと扉が開いた。

　顔を覗のぞかせたのはパジャマ姿の桐谷。パジャマの上からカーディガンを羽は織おった彼女は熱があるらしく、頬ほおがほんのりと赤かった。

「よかった、出てきてくれて」

「……だって、先輩がくるって言うから」

　ぼんやりとした瞳の女の子が不満そうに口を尖とがらせる。

「彼氏なら彼女の見舞いにくるのは当然だろ？」

　桐谷はぱちぱちと目を瞬しばたたかせる。そして小さく唇くちびるを動かした。

　ぼくの耳には届かなかったけど、たぶん「ばか」と言われたのだと思う。

「学校はどうしたんですか？」

　当然の疑問を投げかけられ、ぼくは「ふふん」と胸むねを張る。

「サボった」

「そんな誇らしげに言われても……」

「大丈夫。ちゃんと担任に仮病で早退するって報告したから」

「なんですか、その堂々としたサボり方」

　呆あきれたと言わんばかりの眼まな差ざしをくれる。後輩少女の冷たい視し線せんも今日ばかりは覇気を感じない。桐きり谷たにを蝕むしばむ熱は彼女から根こそぎ武器を取り上げているらしい。

　毒舌も反抗的な態度も奪われてしまった桐谷は、ただの可愛かわいい女の子だ。

「でも、よくわたしの家がわかりましたね？」

「ええと……実は桐谷の匂いを辿たどってきたんだ」

「匂いで女の子の家を特定するとか、どんな特殊訓練を積んだらそんな変態が育つんですか……」

　目を細めて、訝いぶかしげにぼくを見つめる桐谷。

　正直、そんな目で見られても困る。本当のことを喋しやべるわけにはいかないし。

「……まぁいいですけど」

　呆れたような、諦あきらめたような溜ため息いき。追及するのが面倒になったのだろうか。桐谷の家を特定した方法について、彼女からそれ以上の言及はなかった。

「どうぞ、あがってください」

「お邪魔します」

　少しだけ緊張しながら玄関へ進むぼく。魔法で桐谷の認識から隠れている猫もあとに続いて、ぱたりと扉が閉められた。

「両親は夜まで帰ってこないと思います。二人とも忙しくて、急には休みを取れなかったんです。あ、ご飯は作っておいてくれました」

　桐谷が来客用のスリッパを出してくれる。ふわふわしたデザインの温かそうなスリッパから手を離し、しゃがんだ彼女が体勢を戻そうとした瞬間、その体がぐらりと傾いた。

「おっと？」

　崩れかけた桐谷を受け止とめる。抱きとめた体はじんわりと熱を宿やどし、彼女が呼吸をするたびに熱い吐息が肩にかかる。

「……あ、ごめんなさい」

「いいよ。病人なんだから甘えたっていい」

「え？　あの……せ、先輩？」

　ぼくは桐谷を抱き上げた。肩に手を回して、束ねた足をしっかりと抱えて彼女の体重を引き受ける。背が高いくせに、細身の彼女は思いのほか軽い。

「部屋まで連れていく。具合が悪いのに、ぼくのせいでベッドから出てきたんだろ？」

「……そうです。先輩のせいです。……でも、でもね……」

「ん、なに？」

　耳を近づけてやると、吐息に織り交ぜて続きを口にする。

「きてくれて、嬉うれしかった」

　鼻にかかった甘い声。あどけない表情。素直なのはやっぱり熱のせいだろうか。もうずっと風邪を引いていればいいのにと、ばかなことを思ってしまうくらいに可愛かった。

　階段を上がって右に折れ、廊下のいちばん奥。そこが桐谷の自室だという。

　部屋に失礼してベッドに桐きり谷たにを横たえ、肩まで毛布をかけてやる。

「すみません。たぶん、一日ゆっくりしたら良くなりますから」

「焦あせらなくてもいいから、ちゃんと治してくれ。……椅い子す、借りるからな」

　机から椅子を引き離してベッドの傍そばに連れてくる。普段は桐谷専用であろうそれに腰掛ける。黒猫ミントは座布団の上でまるまった。

　普通の女の子の部屋。物は多くもなく、かといって少なくもない。

　壁際に置かれた大きな姿見が女の子らしさを感じさせる。

　机にはノートのようなものが置かれていた。桃色のそれは、デートの時に言っていた『ページが埋まりかけた日記帳』だろうか。

「……あんまり部屋の中を見ないでください。恥ずかしいので」

「ああ、わるい」

　ベッドに顔を向けると、パジャマの女の子がぷいと視し線せんを逸そらす。

「だからって、わたしの顔を見るのもダメです。恥ずかしいので」

「どうしろと……」

　顔を見られたくないらしい後輩が毛布を頭まで被かぶってしまう。

　そして、被った毛布の端からちらりと瞳を覗のぞかせた。

「……でも、あの、一緒にいてくれたら嬉うれしいかもです」

「いいよ。今日は夜まで一緒にいる。ぼくが看病してやるから、眠ってもいい」













　ぼくが言うと、怪しいものを見るように目を細める。

「……眠ってるのをいいことに、変なことしないでくださいね？」

「しないよ。まなっちはぼくをなんだと思ってるんだ」

「だって、先輩は脚フェチのニーソックス信者マニアじゃないですか」

「返す言葉もないな。女の子の脚は人類の至宝であり、ニーソックスは叡えい智ちの結晶だ」

　ベッドの上の後輩が「うわぁ……」と露ろ骨こつに嫌そうな顔をする。

「ズボンとか、脱がさないでくださいね」

「しないから」

「わたしの脚、舐なめたりしないでくださいね」

「しないからね!?」

　悲しいことに、後輩女子にまったく信用されていないぼくだった。

　確かに舐めてしまいたいほどに魅力的な脚ではあるのだけれど、ぼくも自分の未来が大切なのでそういった一線は踏み越えないようにしている。街の公園で桐きり谷たにの足を舐めてしまったのは、あくまで魔法の作用によるものだ。

「それと、あんまり近づかないでください。わたし、お風呂に入ってないんですから」

　ベッドに横たわる桐谷が恥ずかしそうに身をよじる。

　言われてみると、くしゃくしゃのセミロングも心なしかしっとりしている。ほんのりと朱色を帯びた頬ほおと、とろんとした瞳がぼくの鼓動を速くした。

　目的地を探す迷子のように、ベッドと毛布の間から細い手が伸びてくる。

「手、握ってもらっていいですか？」

「ああ、もちろん」

「でも、なるだけ近づかないでくださいね」

「無む茶ちやを言うな」

　子どものような主張は無視してぼくは彼女の手を取った。

　ほのかに熱を宿やどした異性の手は、いつもより小さく感じた。

「あは。これ、とっても恋人っぽいですね」

「そうだな。いろいろ体験したけど、こういうのがいちばん恋人らしい」

「ねえ先輩？　あれからもう一週間です。恋人ごっこはもうおしまい。明日から先輩はただの先輩で、わたしはただの後輩です」

　ほんの少しだけ、彼女の手に力がこもる。

「最後にひとつだけ、彼女からのお願いをしてもいいですか？」

「お願い？　なんだ？」

「わたしが眠るまで、添そい寝ねをしてくれませんか？」

「添い寝？」

　なんだろう。今日の桐谷は本当に可愛かわいいことを言う。毒舌を失い、尖とがった態度も取らない桐谷。もしかしたら、この素直な少女が彼女の本来の姿なのかもしれない。

「でもさっき、汗が気になるって言ってなかった？」

「だからそっちを向いてくれればいいんです。わたしに背中を向けてください」

「なるほど。いいよ、了解した」

　ベッドの半分をお借りして、桐きり谷たにに背中を向けるようにして横になる。

　後ろから、おずおずと忍び寄る気配。数秒の空白のあと、背後からぎゅっと抱きしめられた。じわりと滲にじむ高い体温。柔らかな女の子の感触が惜しげもなく押し付けられる。

「添そい寝ねというか、これだと抱き枕だな」

「じゃあ、抱き枕に変更ということで」

　たぶん、これが最後の会話だった。言葉が生まれない時間が零こぼれていき、いつしか桐谷の腕から力が抜けて、静かな部屋に吐息の音だけがするようになった。

　押し付けられた体から伝わる鼓動。少女の命を刻む歌がぼくを包んで、子守唄のように優しく思考を奪っていく。

　意識が薄れて、やがて完全に、眠りの底に沈んでいった。







　見覚えのある姿見の前に立っていた。

　けれども鏡に映っているのは一ぼ樹くじゃない。そこは桐谷の部屋で、鏡に映っていたのはパジャマ姿の桐谷で、この光景が桐谷茉ま奈なの記ゆ憶めだと気づく。

　桐谷のとろんとした瞳と、微かすかに乱れたセミロングが、彼女が寝起きであることを教えてくれる。カーテンの隙すき間まから強い光が漏れていて、どうやら朝の光景であるらしい。

　桐谷はパジャマを脱いで、鏡に映る彼女は下着姿になった。

　まっさらな肌は上質な真珠を想おもわせ、薄布に包まれた膨らみは李すもものようで、長くしなやかな脚は見み惚とれてしまうほど美しい。ウエストはきゅっと引き締まり、歳としのわりに高い背丈が大人びた印象を抱かせる。

　喉元に林りん檎ごの模も様ようがないのは、これが彼女の記憶だからだろうか。あるいは天界の林檎を食べる前の記憶なのかもしれない。

　乱れた髪を櫛くしで簡単に直すと、ベッドに放っていた衣服を手に取る。

　ブラウスに腕を通し、たどたどしい手つきで上から順番にボタンを留めていく。

　綺き麗れいなお腹が隠れると、仕上げにしゅるりとリボンを巻いて、赤いスカートを穿はく。

　最後にカーディガンをふわりと羽は織おって、ぼくの知る桐谷茉奈が完成した。

　次に手にしたのは青色の綺麗な小瓶。

　たぷんと中の液体が揺れて、ぼくはなんとなく、それは香水なのだろうと思った。

　ブラウスの襟えりを引いて、服の中に小瓶を忍び込ませると、胸むな元もとに一度だけ振りかける。

　その光景はあまりにもリアリティがあって、酷ひどく倒錯的で、目の毒だった。

　いけないものを見てしまったような背徳感。無断で女の子の秘密を覗のぞき見みている罪悪感と相まって胸がチクリと痛んだ。

　カーテンを開け放はなった桐きり谷たにはスポーツバッグを手に部屋を出る。

　階段を下りて誰もいない居間に入り、キッチンの冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取り出した。その数は三本。二本はスポーツバッグに入れて、一本だけは少しだけ飲んでからバッグに仕し舞まった。

　──ここで唐とつ突とつに場面が切り替わる。

　彩あやノ咲さき高校の体育館。一年生の女の子達がいて、全員が体操着を着ている。

　体育の授業のようで、種目はバスケットボール。桐谷は体育館の隅で壁に背中を預けている。膝ひざを抱えて、同級生達がはしゃぐ様子を眺めていた。

　──再び場面が切り替わる。

　桐谷は学校の廊下を歩いていた。歩行と同じ速度で流れていく光景。校内に漂ただよう朗らかな雰囲気は昼休みのそれ。桐谷は上履きのまま外に出る。

　涼しげな噴水が置かれた中庭。青い空が広がる気持ちのいい天気だった。

　スポーツバッグを携えた桐谷は中庭を通り抜け、実習室棟に足を運ぶ。

　そして誰もいない空き教室で下着を替える。

　──また場面が切り替わる。

　今度は街中。下着店と本屋の紙袋を手に、軽い足取りで歩く桐谷の隣には〝一ぼ樹く〟がいる。映像が先ほどよりも鮮明なのは、これが真新しい記憶だから、そのぶん磨ま耗もうしていないからだろう。先日あったばかりの出来事。土曜日の、ぼくとのデートの記憶だ。

　桐谷が足を止とめる。洋服店の陳列窓。飾られた洋服ワンピースに目がいく。

　そして、硝子ガラスに映った桐谷の唇くちびるから〝溜ため息いき〟が零こぼれ落おちた。

　これは桐谷茉ま奈なの記憶だ。だから、覗のぞけるのは彼女の視点から見た世界だけ。この時、桐谷がどんな思いでワンピースを見ていたのか、ぼくにはやっぱりわからない。

　でも、溜息の意味を考えることはできる。それは実際のデートでぼくが知りえなかった彼女の欠片かけら。街の喧けん騒そうが掻かき消けしてしまった桐谷の秘密に至るための鍵だと思った。

　──夢は、ここで終わり。

　目を覚ましたぼくはのそりと体を起こす。そこは桐谷の部屋で、彼女のベッドの上で、熱を出した後輩の見舞いにきたことを思い出す。

　室内は薄暗かった。夜の足音が聞こえそうな時間帯。

　夕ゆう陽ひの赤と影の黒。二つの色が部屋の中でコントラストを描いている。

　隣には、うつ伏せになって眠る女の子。

　起こさないように気遣いながら、くしゃりと頭を撫なでる。

「……ごめんな。まなっちの秘密、勝手に覗いて」

　ベッドの横、クッションの上で小さな影が動いた。

　影の正体はミントブルーの瞳を持つ黒猫だ。

「イツキさま、お目覚めになられたのですね」

「ああ、いつの間にか寝ちゃってた。抱き枕になってたからかな、桐谷の夢を見たよ」

　天界の林りん檎ごは人間の記憶に反応する。相手が林檎の宿主であるのなら、体を重ねて眠りにつくことで夢を覗のぞくことができる。

　ぼくが見たのは、おそらく桐きり谷たに茉ま奈なの〝秘密〟にまつわる夢。

「……桐谷は、ワンピースを見つめながら溜ため息いきをこぼしたんだ」

　土曜日のデート。洋服店の前で立ち止どまった桐谷。

　あの時、ぼくの視点から彼女の溜息は見えなかった。

　こんな重要なヒントを、桐谷がこぼしたサインを、ぼくは見落としていた。

「桐谷の秘密が、わかったかもしれない」

　もしもぼくの推測が真実で、それが原因で現在の桐谷が形作られているのなら、ぼくは彼女ときちんと話をしなければならない。正面から向き合って、彼女の口から真実を聞いたうえで、彼女を幸せにしないといけない。

　そうしないと、きっと──

　きっと彼女の林檎は、いつまでも赤くなることはない。





　　　　×××






　翌日。火曜日の昼休み。空き教室の戸を開け放はなつと、桐谷が着替えの真っ最中だった。

　片足が床を離れていて、お尻しりに踵かかとをつけるような体勢で、そのつま先は天井を向いている。彼女の手には純白の下着があり、今まさに足からパンツが抜き取られた瞬間だった。

「せ、先輩!?　やっ、ちょっと、ノックしてください!!」

　慌てて手にしたそれを後ろに隠す桐谷。

　その瞬間にスカートが危うい感じでふわりと舞い上がり、下着よりよほど決定的な何かが見えそうになったのだけど、そこまで気にしている余裕が彼女にはないらしい。

「うー……」

　敵意を隠そうともせず、恨めしげに睨にらんでくる。

「どうしたんですか？　もう彼氏の役なんてしなくていいんですよ？」

「ぼくは、ぼくの意思で桐谷と話がしたかったんだ」

　ぼくは彼女を〝まなっち〟とは呼ばない。

　それは恋人として彼女を呼ぶための愛称だから。

「ぼくは桐谷と、もっと仲良くなりたいと思ってる」

「な、仲良くって……」

　一歩。また一歩。ぼくが彼女に近づくと、近づいた分だけ桐谷が後退する。

　怯おびえるように。拒絶するように。ぼくとの距離を開けようとする。

　やがて彼女の背中が窓にあたり、逃げ場を失った後輩の肩に手をかける。

　ぼくはその場で彼女を押し倒した。圧のし掛かかった拍子にはだけるカーディガン。開かれた襟えり元もとから覗くまっさらな喉元。そこには黄色の林檎が生なっている。

「先輩!?　なにを──」

　言葉を紡ごうとした唇くちびるを人差し指でふさぐ。

　その手で頬ほおを撫なでると、甘いリンゴのように真っ赤になる。

「ぼくは、桐きり谷たにのことをもっと知りたい」

「え……？」

「だから、君が隠している秘密を教えてくれないか」

「ッ!?」

　桐谷の目が怯おびえるように揺れた。きゅっと唇を結び、ぷいとぼくから顔を背ける。

「……放はなしてください。今のわたし、ノーパンなんですよ？」

「駄目だ。だって、そしたら桐谷は逃げるだろ？　桐谷が話してくれるまで、放さない」

「……嫌」

　桐谷の目から涙が零こぼれ、熱い雫しずくがぼくの手にふれた。

「嫌です。秘密を知られたら、わたしは先輩まで、疑わなくちゃいけなくなる……っ」

　鋭利な刃物のような悲鳴が胸むねに突き刺さる。悲しいほどに熱い涙と、異性を傷つけている自覚が決意を鈍にぶらせる。それでもぼくは拘束を解かなかった。

「やめて！　はなして！」

　桐谷が叫んだ瞬間、弾はじかれるようにぼくの体が浮き上がった。

「なっ!?」

　驚くぼくの目の前で、桐谷が素早く体を起こす。

　逃がすまいと伸ばしたぼくの手は「こないで!!」という叫び声に阻まれる。

　手を伸ばした体勢のまま身動きが取れなくなる。見えない鎖に縛られたように全身が動かない。体の所有権が奪われたような感覚。明らかに彼女が放った魔法だ。

　この隙を逃すはずもなく、桐谷が教室を飛び出していく。

　時間が経たつにつれて拘束が薄れていき、一分ほど費やして体は自由を取り戻した。

「今、急に体が動かなくなった」

　ぼくの報告に、ずっと後ろで控ひかえていた黒猫が答える。

「マナの〝こないで〟という言葉がイツキさまを拘束したのでしょうね」

「やっぱりとんでもないな、桐谷の魔法」

　桐谷の魔法は魔力を帯びた声だ。逆らうことのできない言葉の鎖。ぼくの体を縛り付けたのは彼女が奏でた拒絶の音だった。

　彼女の魔法が、現状において厄介な障害であるのは間違いない。

「いかがなさいますか？」

「追いかける。桐谷は、どのみち遠くにはいけないはずだ」

　桐谷は教室を飛び出していった。たぶん、無我夢中で駆けていっただろう。だとしたらその走行は長くは続かない。

　彼女がその身にまとう秘密が、彼女に逃走を許さないだろうから。







　実習室棟の一階。中庭に続く開口部の手前で、桐きり谷たに茉ま奈なはぺたりと座り込んでいた。

　不自然なほどに乱れた呼吸。細い肩が震え、胸むねのあたりが苦しそうに上下している。

　桐谷はぼくに気づくと笑った。泣きそうなのを我慢している子どもみたいな笑顔だった。

「あんまり見ないでください。情けない。逃げることもできないなんて。──こんな姿、先輩に見られたくなかった」

「桐谷……」

「近づかないでください。それ以上近づいたら、先輩のこと嫌いになっちゃいます」

「いいよ、嫌いになっても。それで桐谷が苦しみから解放されるなら」

　微かすかに息を呑のむ気配。取り繕った笑顔が消え、彼女の視し線せんが明確な敵意を孕はらむ。

「……苦しみってなんですか？　先輩は、わたしの何を知ってるんです？」

　桐谷の質問には答えずに、一歩だけ距離を詰める。

「近づかないで！」

「っ!?」

　放はなたれた拒絶。不可視の鎖がぼくの足をその場に縛り付ける。桐谷の声、言葉による束縛は絶対だ。それが空気を介して耳に届く〝音〟である以上、ぼくに回避する術すべはない。

　ただ、魔法の効果は口に出した言葉に限定される。

　桐谷の『近づくな』という命令ではぼくの口までは拘束できない。

「ぼくは、桐谷の秘密に気づいてる」

　桐谷が驚いたように目を見張る。弱りきった心が唇くちびるを結ばせる。彼女の目尻に涙が溜たまっているのを確認しても、ぼくは追撃の手を緩ゆるめない。

「出会った時から不思議に思ってた。衣替えがあったのに、ずっとカーディガンを羽は織おっていたこと。わざわざ隠れるように空き教室で下着を替えていたこと。一日に何本も水を飲むことも。香水の甘い香りも。ヒントは、最初から散りばめられていたんだ」

　夏服の上に羽織った上着。

　お昼に下着を替える日課。

　過剰ともいえる水分摂取。

　彼女から漂ただよう香水の匂い。

「どうして上着を羽織るのか？　どうして下着を替えるのか？　どうして水を飲むのか？　どうして香水をつけるのか？　その四つに共通する要素──それは〝汗〟だと思った」

「…………」

　桐谷の口からはもう拒絶の声は生まれなかった。

　言葉の鎖は解かれ、自由になったぼくは彼女の前で膝ひざをつく。

　淡い色の瞳を見つめ、そっと桐谷の手を握る。

「もっと早く気づくべきだったんだ。桐谷の手は、いつだって熱かったのに。桐谷の体は、いつだって熱を帯びていたのに」

「……いつ、気づいたんですか？」

「土曜のデート。本屋を出たあと、桐きり谷たには洋服店の前で立ち止どまったよな。陳列窓シヨーウインドーには夏物のワンピースが飾られてた。あの時、桐谷は溜ため息いきをついただろ」

「……見てたんですか」

「もしかしたら、桐谷は薄着になれないんじゃないかって思った。間違ってる？」

　桐谷はふるふると首を振った。

「悔しいですけど、正解です」

　夢で見た溜息の意味。薄着への憧あこがれが、彼女をあの場所に引き留めたのだ。

「……あーあ、とうとうバレちゃいました。イツキ先輩は最低ですね。女の子の秘密を強引に暴き立てるなんて、男の子失格です」

　溜息混じりに言って、潤んだ瞳で見上げてくる。

「でも……どうしてかな。先輩になら、話してもいいかなって思うんです」

　諦あきらめたような、覚悟を決めたような、まっさらな表情だった。

「ねえ先輩？　中庭まで、エスコートしてくれますか？」

「よろこんで」

　ぼくは桐谷の手を引いて、その体を引き上げる。

　手を繋つないだまま、ぼくらは中庭に出た。暗く肌寒かった空間から一転、溢あふれるような光の中を進んで、木陰のベンチに腰掛ける。

　初夏の風を受け、さわさわと音を立てる緑の葉。絶えることなく水を吐き出す噴水。水みず飛沫しぶきが日差しを反射してキラキラと輝いていた。

「わたしは、慢まん性せい的てきな微熱もちなんです」

　前置きもなく、彼女はあっさりと秘密を打ち明けた。

「中学にあがった頃、急に熱が出るようになりました。激しい運動をしたり、体を冷やしたりするともうダメで、学校を休むことも多くなりました。体の調子がよくても平熱に戻ることがなくなって、病院で診みてもらっても、原因はわからないって言われて。それ以来、わたしの体はずっと熱を帯びたままです」

　中学生から高校生になるまで。桐谷は三年もの間、ずっと微熱に苛さいなまれていたことになる。その事実は、ぼくの想像を超えるもので、ずきりと、胸むねが焼けるように痛んだ。

「わたしは他ひ人とより汗をかくんです。たくさん水を飲むのも、お昼に下着を替えるのもそのせい。体温調節が上手にできないから、薄着になることもできません」

「……だから、ずっとカーディガンを羽は織おってるのか」

「そうです。冬服ならいいんですけど、夏服は危険なので。香水も、汗の匂いを隠すためにつけてるんです。女の子なんだから、そういうのって気になるんですよ？」

　可愛かわいく口を尖とがらせて彼女は言う。

「じゃあ、空き教室で着替えてたのは？」

「誰にも知られたくなかったからです。だって、昼休みに必ず下着を替える女の子なんて変じゃないですか。更衣室で着替えて、それを他の子に見つかって、着替えの理由を訊きかれても答えることなんてできないです」

　カーディガンの袖そで口ぐちを弄いじりながら、こちらを見ずに答えていく。

「土曜日のデートも、もっと早く帰るべきでした。あんまり楽しかったからついつい引き延ばして、結果はあの通り。最近はなんだか体の調子もよくて油断してました」

　体の調子がよかったのは、たぶん天界の林りん檎ごを食べたからだ。

　雪ゆき姫ひめが急に積極的になったのと同様に、桐きり谷たにの林檎は彼女の体調を改善した。微熱を打ち消すまでには、林檎の力も及ばなかったようだけれど。

「これがわたしの秘密。桐谷茉ま奈なの〝微熱〟にまつわる秘密です」

　桐谷はぎゅっと片手で腕を押さえる。寒さに震えるような仕草は、何かに怯おびえているように見えて、つらかった。

「そんな顔しないでください。わたしは別に、理不尽だなんて思ってませんから」

　消えない微熱に自由を奪われて、いろんなことを制限されて、つらい時間を積み重ねてきたはずの彼女は、それでも懸けん命めいに笑顔を作った。

「わたしの両親は、仕事が忙しくて帰ってくるのが遅かったんです。子どもの頃からずっと。わたしはそれがすごく寂しくて、だからいつも願ってました。二人が早く帰ってきてくれたらいいのにって」

　それは幼い少女が願った、当たり前の想おもい。

「そしたらね、夢を見たんです。自分の部屋で、ベッドに横になっている夢。夢の中のわたしは、どうやら熱を出しているようでした。ベッドの傍そばにはお母さんとお父さんがいてくれて。わたしは熱くて苦しいのに、両親が傍にいてくれるのが嬉うれしいんです」

「…………」

「気づいたら、夢は現実になっていました。わたしが熱を出すようになると、両親は早い時間に帰ってきてくれるようになりました。わたしの願いは叶かなったんです」

　少女の願いは叶えられた。消えない微熱を背負うことと引き換えに。

　三年前に林檎の欠片かけらが存在するはずがないから、幼い桐谷の願いを叶えたのは神様だろうか。あるいは、人はそれをただの偶然と呼ぶのかもしれない。

「もしかしたら、あれは正夢だったのかもしれないですね」

「でもそれは、桐谷が望んだ願いの形とは違うんじゃないか？」

「それでも、わたしは嬉しかったんです。心配されて、優しくされることが、嬉しかったんです。健康な体と引き換えにしてでも愛されていたいと願おもうほどに」

「ああ……桐谷は、ほんとうは甘えん坊なんだな」

　ようやく知ることができた彼女の本性。桐谷茉奈は甘えん坊なのだ。誰かにかまってほしくて、愛してほしくて、人の温ぬくもりがほしくてたまらない、甘えたがりの女の子。

「でもね、いつからか、わたしはわからなくなりました。両親の優しさがわたし自身に向けられたものなのか、わたしの弱さに向けられたものなのか、疑うようになりました。わたしは、他人の愛情が信じられなくなったんです」

　微熱をまとった少女は欲しかった優しさを手に入れた。

　懸けん命めいに願い、求めていたモノの価値がわからなくなった。

　それが彼女自身に向けられたものなのか。

　それとも彼女の弱さに対するものなのか。

　心が向かう先によって、優しさの意味が変わってしまうから。

「だからイツキ先輩には知られたくなかった。先輩の優しさを疑いたくなかったから」

　桐きり谷たには怯おびえていたんだ。

　自分に向けられた優しさを疑いたくないから、彼女は他人と距離を取るようになった。

　必要以上に踏み込まず、踏み込ませないようにした。その選択が現在の桐谷茉ま奈なを作り上げた。毒舌と掴つかみどころのない性格を駆く使しして誰も近づけず、自分と他人との間に明確な線引きをする女の子になった。

「わたしは普通の女の子じゃないんです。体だけじゃなくて、心まで脆もろいんです。こんなわたしが、誰かを愛せるわけがないでしょう？」

「……だから〝恋ができない〟って言ったのか」

　人の優しさを信じられない自分は、恋をする資格などないと考えて。

「これが、わたしが『人魚姫』を嫌いな理由です。気持ちを伝えられない人魚が自分と重なるから、嫌なんです。本当の気持ちを打ち明けられないつらさを、わたしは嫌というほど知っていますから」

　桐谷は硬質な殻からの中に閉じこもっている。軽く突いたくらいで殻は壊せないし、無理にこじ開けようとすれば大事な中身まで傷つけてしまうかもしれない。

　どうすれば伝わるだろう。

　殻の中に閉じこもってしまった女の子を、どうすればその暗くら闇やみから連れ出せるだろう。

　──いや、考えるのはやめよう。

　ありのままの気持ちを、そのまま伝えることにしよう。

「ぼくは桐谷が好きだよ」

「はい!?　え、えええ!?」

「桐谷はちゃんと愛されてる。不安がることはない。だってぼくは、その秘密を知る前から、君のことが好きになってるんだから」

「な……なにをいきなり」

「あ、好きといっても、後輩として好きって意味だけどな。気に入ってるってこと」

「わ、わかってますよそれくらい！」

　相変わらず不意打ちに弱い後輩の頭をぽんぽんと撫なでる。

「桐谷だってちゃんと誰かを好きになれる。桐谷が恋人ごっこなんて言い出したのは、恋に憧あこがれたからなんだろ？」

「そ、そうですけど……」

「恋に憧あこがれるって、それって普通の女の子じゃないか」

「あ──」

　消えない微熱の持ち主だとか、体が弱いとか、そんなことは関係ない。桐きり谷たに茉ま奈なは、恋に憧れる普通の女の子なんだから。そう伝えたくて、ぼくは彼女の手に手を重ねる。

　カーディガンの袖そで口ぐちから覗のぞく指先が、わずかに震えた。

「だからさ、もう少しだけ他ぼ人くと仲良くなってみないか？」

「……先輩って、淡たん々たんとしてるっていうか、いつもはすごく適当な感じがするのに、変なところで強引ですよね。普通、女子があんなに拒絶したら諦あきらめませんか？」

「まあ、そうかもな」

「でも、実は強引なのって嫌いじゃないです。求められてる気がして、嬉うれしいから」

　ありのままの気持ちは、ちゃんと届いたらしい。

「だから──イツキ先輩なら、もっと仲良くしてあげてもいいですよ？」

　ぼくが望んだ返事と共に、ふわりと綺き麗れいな笑顔が咲いたから。上目遣いのくせに上から目線な態度が、いかにも桐谷らしいと思った。

　ようやく話がまとまったところで、ぼくはそっと彼女から視し線せんを逸そらす。

「あのさ、桐谷」

「はい？」

「さっきから胸むねの谷間が見えてる」

「なっ!?」

　慌てて立ち上がる桐谷。

　くしゃくしゃのセミロングを揺らしながら、乱れた襟えり元もととリボンを直す。

　次の瞬間、嫌がらせかと疑うほど絶妙なタイミングで一筋の風が吹いた。

　そよ風と女子高生は相性が悪い。なぜなら女子高生はすべからくスカートを着用するものであり、風はその布地を舞い上げる存在だからだ。

　しかも──すっかり忘れていたのだけど、現在の桐谷さんは無防備ノーパンなのである。

　お茶目な風が彼女のお召し物に悪戯いたずらをした結果、悩ましい太ふと股ももとむっちりとした見事なお尻しりを拝見してしまい、めでたく後輩女子の平手ビンタを頂ちよう戴だいする運びとなった。

　顔を真っ赤にして、ふるふると肩を震わせる桐谷。

　本気で怒らせてしまったかと身構えたぼくは、次の瞬間に意外なものを見た。

「あは。……ほんと、ばかみたいです」

　カーディガンを羽は織おった少女は、おかしそうに笑っていた。

　後輩の笑顔が嬉しいはずなのに、ぼくは上手に笑うことができなかった。

　スカートが捲めくれた瞬間、彼女の肌に不自然なモノを見てしまったから。

　錯覚と断定するにはあまりにも鮮あざやかな痣あざ。

　桐谷のお尻には、漆黒の蝶ちようがその翅はねを休めていた。





　　　　×××






　水曜日は朝から雨が降っていた。

　濡ぬれた歩道を踏みながら傘を差しての登校。隣を歩く幼おさな馴な染じみの機嫌が何やらよろしくなくて、斜め下から向けられる視し線せんに不穏な冷気が宿やどっていた。

「……最近、イツキ君が私に冷たいと思うの」

　雪結晶の髪留めを飾り、夏服の上にベストを重ねた雪ゆき姫ひめがそんなことを言う。

「だってイツキ君、最近は一緒にお昼食べてくれないし、一緒に帰ってくれないし、一緒のベッドで眠ってくれないし」

「一緒に登校はしてるだろ？　……というか最後のはなんだ？」

「ふん、幼馴染をないがしろにするイツキ君なんて知りません」

　ぷい、と可愛かわいい顔を反対側に向けてしまう雪姫さん。

　不機嫌の原因は明白だ。桐きり谷たににばかり時間を費やして、雪姫との時間が減っていたのも事実。昨日も仲良くなるための一環で桐谷と下校して買い食いとかしていたし。

　双そう樹じゆとの一件もあるし、機嫌を損ねたまま放置するのは得策ではないだろう。

「よしわかった。今度、雪ゆき兎うさぎ大福をおごってやる」

「ほんとに？　やった」

　雪姫が好きな氷菓アイスで釣ってみると驚くほど簡単に食いついた。

　雪のように冷たかった幼馴染の態度がふんわりと融とけてしまう。

「約束だからね？　指切りして？」

「いいよ。ほら」

　傘を持っていないほうの手で、ぼくらは小指を絡め合う。相変わらず華きや奢しやな指先。ただでさえ低体温の雪姫の手は雨のせいで冷え切っていた。

　そのまま手を握ってやると「指切りにならないよ」と言って笑った。

「お姫様は体温が低いな」

「好きで低いわけじゃないよ」

　いつも通りのやりとり。長い時間を一緒に過ごしてきたぼくらは、仲直りの方法を知り尽くしている。怒らせたほうが謝って、誠意をみせてやればいい。

　大抵の場合、誠意をみせることになるのは誰かなんて些さ細さいな問題だ。

　学校に到着し、クラスの違う雪姫と別れたぼくは自分の教室へと足を向けた。

　生徒達の喧けん騒そうに混じって雨音が響く廊下を進み、いつものように挨あい拶さつをしながら教室に入る。窓際の真ん中がぼくの席だ。机の横に鞄かばんを引っ掛けて、椅い子すを引いて座る。

　予鈴が鳴るまで時間があり、ぼくは小声でミントに呼びかけた。

「どうかなさいましたか？」

　机に引っ掛けた鞄から黒猫が顔を出す。

　雨に濡ぬれてはいけないので鞄かばんの中に放り込んでおいたのだ。

「桐きり谷たにのお尻しりにとまってた黒い蝶ちようについて、やっぱりわからないか？」

「申し訳ありません。わたくしの所有するデータにそのような記録は存在しません」

　桐谷のスカートが捲めくれた時に見えた奇妙な模も様よう。

　真っ黒で、蝶の形をした模様があの子のお尻にあった。ただの痣あざにしては鮮明すぎたし、桐谷に「お尻の痣はまだ消えないのかい」と確認したら白い目で見られた。

「本人には見えてないってことなんだろうな。……となると天界に関わる何か、あるいは悪魔に関わる何かだと思うんだけど」

「残念ながら天界に黒い蝶は生息していませんし、それに、マナから悪魔の気配は感じませんでした」

「そっか。言われてみれば、林りん檎ごを食べた女の子は悪魔にとっての毒だもんな」

　悪魔が桐谷の体に憑ひよう依いするはずがない。となれば、やはりただの痣なのだろうか。お尻にあるから本人が気づいていないだけで。

　蝶の模様は気にかかるけど、天使にもわからないのではどうしようもない。

「……ん？」

　ふと顔を上げると、見覚えのある女の子が教室に入ってくるのが見えた。

　クラスがざわつく。彼女はこのクラスの生徒ではないし、そもそも学年が違うから。

　一年の女子にしては高い身長。くしゃくしゃとくせのある淡い色合いのセミロング。ブラウスにカーディガンを羽は織おった桐谷茉ま奈なである。

　教室にやってきた桐谷は、ぼくの席まで駆け寄ってきて、ぼくの肩を両手で掴つかんだ。

「ちょ、桐谷？　どうしたんだ？」

「……」

　無言で見つめてくる。肩にふれる手が震えていて、彼女は涙目だった。

　彼女はぼくの腕を掴んで、そのままぼくは後輩に連れ出されてしまう。

　クラスの皆に全力で注目されていたのは言うまでもない。

　桐谷に連れてこられたのは校舎の奥。

　薄暗く、人ひと気けのない廊下の突き当たり。その壁にぼくは押し付けられた。

　彼女は踵かかとを上げ、すがるように顔を近づけてくる。ぱくぱくと口を動かして、必死に何かを訴えてくるのだけど、肝心の言葉が出てこない。

「まさか……喋しやべれないのか？」

　桐谷は涙を零こぼしながら、コクコクと一生懸けん命めいに頷うなずくのだった。







　ぼくらは空き教室にきていた。

　とても授業に出られるような状況ではないので、二ふた人り揃そろってサボりである。

　わざわざぼくの教室にこなくとも携帯にメールを送ればよかったのにと思ったが、そんな簡単なことに思い至らないほど混乱していたのだろう。

　無理もない。唐とつ突とつに自分の声が消えてしまったら、誰だって動揺する。

「……じゃあ、別にのどが痛いとか、体調が悪いってわけじゃないんだな？」

　こくんと桐きり谷たにが首肯する。頼りなげに立ち尽くし、怯おびえるように体を竦すくませる後輩はいつもより小さく見えた。

　声が出せない桐谷は、教室の黒板を使って自分が陥った状況を教えてくれた。

　黒板に書かれた内容はこうだ。

【朝起きたら声が出なくなっていた】

【両親は仕事で早くに家を出るのでこのことを知らない】

【先輩しか頼れないと思った】

　気が滅め入いっているとはいえ、意外なほど素直な文面である。

　声の消失は天界の林りん檎ごの影響だろう。昨日の精神干渉とは違う魔法が展開したと考えて間違いない。ただ、宿主の声を消失させることにどんな意味があるのかわからなかった。

　桐谷との時間を重ねるたびに糸が絡まっていくようだ。

　その糸を手た繰ぐった先に、桐谷の〝願い〟があるのは確かなのだろうけど。

「……声を失うなんて、まるで人魚姫みたいだな」

　童話の人魚姫は人間になる薬と引き換えに声を差し出した。

　では、声を失った桐谷はいったい何を得たのだろう。あるいは──これから何かを得るのだろうか。何かを得るために、彼女は声を失ったのだろうか。

「……あ、ごめんな。考え事をしてたんだ」

　不意にワイシャツの裾すそを引っ張られて、ぼくの思考は中断された。

　ぼくのシャツを摘つまんだまま、喋しやべれない女の子がじっと見つめてくる。ぼくが急に黙りこんだから不安になったのだ。

「大丈夫だ。ぼくがなんとかしてやるから」

　慰めるように頭を撫なでてやる。林檎の栄養は幸福な記憶。宿主たる少女の心を不安で塗り潰つぶしてはいけない。まずは、桐谷の心を落ち着けることを優先しよう。

　後輩の手を余った袖ごと強く握る。すると、桐谷がおずおずと握り返してくる。

『……先輩の手、おおきいな』

「え？」

　透き通った美しい音は間違いなく彼女のものだった。

　桐谷は口を開いていない。なのに、はっきりと彼女の声が聞こえた。

　この感覚には覚えがある。天使が口を介さずに意思を伝えるための魔法。頭に直接声を送ってくるテレパシー。まさか、これも桐谷の〝魔法〟なのだろうか。

『先輩にふれられると、なんだかドキドキする。もっといろんなところがふれたら、もっとドキドキするよね。……男の人とのエッチって、気持ちいいのかな』

「ちょっ!?」

　──まずい。これはまずい。とてつもなくまずい。どうやら心の声を相手に届ける魔法らしいが、表に出してはいけない思考が駄だ々だ漏れだった。

「？」

　小首を傾かしげる桐きり谷たに。口を開いていないのに『先輩？』と口ずさむ声が脳内で再生される。

　天使のテレパシーと違うのは、それが彼女の意思で送信されたものではないということ。これは、本人の意思とは無関係に桐谷の〝心の声〟を届ける魔法だ。きょとんとした黒猫ミントの様子から察するに、桐谷の〝声〟はぼくにしか聞こえていないらしい。

「と、とにかくだ。これからどうするか考えよう。目下の問題として今夜はどうするつもりだ？　仕事に出てるっていっても、桐谷の両親も夜には帰ってくるんだろう？」

　わずかに考える仕草をした桐谷が、かつかつとチョークを操あやつる。

【こんなの、両親には教えられないです】

「まあ、そうだよな」

　心配をかけたくないという気持ちは汲くむべきだろう。それが単なる病気であればいいのだけど、彼女の異変はこの世界の理ことわりから外れた場所にある。

「なら、しばらくウチに泊まるか？　ウチなら両親は帰ってこないし、妹しかいないからなんとか声も誤ご魔ま化かせると思う。……あ、もちろんベッドは別だけどな」

「…………」

　ぼくの隣で桐谷が真っ赤になっていた。ベッドという単語に反応したらしい。心の声が聞こえなくても何を考えているかまるわかりな表情だった。

「冗談だよ。さすがに女の子は泊められない。たぶん、妹が許してくれない」

　幼馴染ユキヒメならともかく、学校の後輩でしかない桐谷に宿泊の許可は下りないだろう。

「でも、とりあえずぼくの家にこないか？　泊まるのは無理でも、日が暮れるまではいてもいい。授業に出ないでここにいるのはまずい。誰かが見回りにくるかもしれないし、落ち着けるところで話をしよう」

「…………」

　すっかりしおらしくなってしまった後輩がぼうっとぼくを見る。

　たっぷりと時間をかけた沈黙のあと、最後にコクンと頷うなずいた。







　担任に「後輩を病院に連れていくので早退します」と伝えると、あっさり承諾してもらえた。花ぼ神くが後輩女子に連れ去られたという情報はクラスメイトを通して耳に入っていたようで、ついでに桐谷の担任にも話しておいてくれるそうだ。

「しかし花はな神がみ……二ふた股または、先生もちょっとどうかと思うんだ。白しら木きが聞いたら泣くぞ？」

「いや、そんなんじゃないですから。雪ゆき姫ひめとだって付き合ってるわけじゃないですし」

「そうなのか？　お前ら、噂うわさじゃ恋人を通り越して夫婦にしか見えないって話だが」

「クラスの男子連中にはよくからかわれますけど、職員室にまでそんな噂が……まあ、今はいいです。桐きり谷たにを待たせてるので失礼します」

「あんまり休むと進級できなくなるからな。気をつけろよー」

　とまあ、こんなノリの中年が担任教師。堂々としたサボりを黙認してもらったり、いろいろとお世話になっているのだけど、教師として大丈夫なのかと少し不安になる。

「さあ、帰ろうか」

　職員室を出たぼくは、喋しやべれない後輩の手を取って廊下を進む。

　生徒玄関でいったん別れ、下履きに履き替えた桐谷と共に校舎を出た。

　雨はまだ降り止やまない。ビニール傘を並べてぼくらは濡ぬれた道を踏みしめる。桐谷の表情は暗いままで、灰色の空は彼女の心を映しているようだった。

「桐谷のお尻しりって、思わずむしゃぶりつきたくなるくらいに美お味いしそうだよな」

「っ!?」

　俯うつむきがちな後輩を見ていられなくて、即席で考えた冗句は見事に彼女の顔を上げさせた。

　心の声が紡ぐ『先輩の変態！』という叫びが頭の内側で弾はじける。綺き麗れいな顔を真っ赤にして、ぽかぽかとぼくを叩たたいてくるのだけど、泣いているよりはずっといいと思った。

　降り続ける雨の中。不意に桐谷が足を止とめ、ぼくも立ち止まる。

「どうした？」

「…………」

　無言でスカートの裾すそをぎゅっと押さえて、もじもじと身じろぎをする桐谷。

　どう見てもトイレのサインである。

「近くの児童公園に公衆トイレがある。新設されたばかりだから綺麗だぞ」

　後輩のために、雨の中を早足で進んでいく。このあたりは雪ゆき姫ひめの家の近くで、目的の児童公園にはすぐに着いた。せつなげな表情の桐谷が一目散にトイレへと駆けていく。

　その背中を見送って、ほっと安あん堵どの息を吐ついた。

「なんとか最悪の事態は免れたみたいだな……」

　そこはかとなく格かつ好こういい台詞せりふを囁ささやき、乙女の危機を救った達成感に浸ってみる。

「桐谷の声が出なくなったのも、林りん檎ごの魔法なのかな」

「おそらくは。展開する魔法がひとつとは限りませんし、天界の林檎が無意味なことをするとは思えないので、マナの願いを叶かなえるために必要なのでしょう」

「おかげで声の魔法が使えなくなったけどな」

「精神干渉の魔法が必要なくなったか、もしくはより重要な願いごとがマナの中に生まれたのでしょうか。──いずれにせよ、このお話はまたあとにしましょう」

「ああ、今はあいつをどうにかしないとな」

　天使との会話の最中、公園内に白い霧が立ち込め始めていた。徐々に晴れていく霧の中心へと目を向ける。降り注ぐ雨の下、公園の中ほどに巨大なカエルが佇たたずんでいた。

「また出たな、アマガエル様！」

「イツキさまはわたくしの後ろへ！」

　大悪魔の再来に黒猫が素早く反応した。

　猫の体を光が包み、天使の姿シルエツトが猫から人間の形へと移り変わる。

　光が散り、頭に猫耳をのせた金髪の少女が濡ぬれたアスファルトに足をつけた。青い瞳を持ち、小さな体に白のワンピースをまとった幼い少女。

　本来の姿に戻ったミントがアマガエル様に向けて白い手をかざす。

　天使の指先で輝き出す光の雫しずく。その数は七つ。

　本来の姿でないと放はなつことができない全力の魔法だ。

「わたくしがいるかぎり、悪魔にイツキさまはわたしません！」

　弾はじけた雫は膨大な光の奔流となって、悪魔を駆逐しようとその巨体に押し寄せる。

　直後、大地を震わせるほどの轟ごう音おんが鳴り響いた。

「うわ……なんだこれ!?」

　突然、一面に濃い霧が立ち込めたのだ。

　密度の高い、ほとんどシャワーのような霧。無数の水の粒が頬ほおを濡らしていく。

　やがて霧が晴れ、視界も晴れる。そこで、ようやく霧の正体を理解した。

　まるでダメージのない雨あま蛙がえるの周囲に、直径二メートルほどの水玉が二つ浮かんでいた。

「あの水玉でミントの攻撃を防いだのか？」

　周囲に拡散した霧はミントの光線で弾けた水玉の残ざん滓しだろう。

　奴は雨を集めて操あやつっているのだ。それは膨大な量の水を一瞬で支配下に置いたということで、尋常ではない魔法のように思える。大悪魔の名前は伊だ達てではないらしい。

　ぼくがアマガエル様の魔法に驚いていると、空に二つの光体が現れる。

「あの光は？」

「後方支援を依頼した天使です」

　二つの光体は、悪魔に向けて同時に光線を放った。

　カエルを守る水玉が二つ、それぞれの攻撃を受け止とめる。轟音と共に水玉が弾けて、また周囲に霧が立ち込めるも、すぐにミントが魔法で吹き飛ばした。

　水玉が消えたと思いきや、奴は更なる脅威を形成し始めた。

　カエルの頭上に雨が集まっていき、先ほどの倍くらいある巨大な水玉を形作っていく。

　直径は、四メートルはありそうだ。

「あれを投げつけられたら危険ですね。放たれる前に撃ち落とします！」

　再び手をかざすミント。輝く光の雫を召喚し、七つのそれを同時に矢として放つ。天使の指先から放たれた光の矢は、瞬またたく間に巨大な水玉に殺到する。

　巨大な水の塊が弾け、詰まっていた中身が周囲に拡散する。

「うわ……っ！」

　魔法がぶつかったことで生まれた衝撃。水みず飛沫しぶきを伴って巻き起こった爆風に、持っていた傘が吹き飛ばされてしまった。おまけに水飛沫のせいでずぶ濡れだ。

「ご無事ですか、イツキさま？」

「なんとか。……けど、あんなの倒せるのか？」

　ミントのおかげでなんとか凌しのいだものの、今の水玉はまずかった。

　校舎の二階を覗のぞき込こめるような巨体を有する雨あま蛙がえる。緑色の両生類に見下ろされるという悪夢のような光景に体が震える。空に浮かぶ二体の天使が魔法を放はなち続けているが、アマガエル様にダメージはないようだ。

「問題はありません。そろそろ強力な助すけっ人とがくるはずです」

「強力な助っ人？」

　ぼくが首を傾かしげた時、現実から切り離された様よう相そうの児童公園に彼は現れた。

　白いシルエット。ぼくの二倍の体重を有する大型犬。白しら木き家の愛犬、リトルマウンテンにその体を借り受けた天使がぼくらの元に駆けつけた。

「待たせたね。イツキ殿の危機を感知して参上したよ」

「犬天使？」

「大悪魔が現れたのがこの公園でよかった。ここはご主人の家の近所だからね。つまりは我の縄張りだ」

　犬天使が雨蛙に視し線せんを投げる。

「あのカエル、随分とご立腹のようだけど何かしたのかい？」

「いや、カエルが作った水玉を何個か壊しただけ」

「ふむ？　どうあれ、話をしている暇はないようだね」

　カエルの悪魔は既に巨大な水玉を作り上げていた。轟ごう々ごうと激しい流水の音が渦巻く水玉が、ぼくらに向かって投げつけられる。

「猫の彼女！　ひとまずあの水玉を防ぎきるぞ！」

「当然です！　貴方あなたも全力で攻撃してください！」

　ミントの指先が輝き、白犬の口からも光線が放たれる。

　迫りくる水玉を、二つの光が迎え撃たんと迸ほとばしる。天使と悪魔の魔法がぶつかり合おうとした直前、ぼくは背後からの物音を聞いた。

「桐きり谷たに……っ!?」

　タイミングが悪いことに、お花を摘つみ終えた後輩がトイレから出てきたのだ。

　咄とつ嗟さに駆け寄り、正面から彼女を抱きしめる。

　数秒を挟んだ空白のあと、雷のような轟ごう音おんが鳴り響く。

　結論から述べるなら──水玉の残ざん骸がいから彼女を守ろうとしての行動は、降り注ぐ膨大な水の前では無駄だった。傘を吹き飛ばされていたぼくはもちろんのこと、トイレから出てきたばかりで傘を差していなかった彼女も放流の餌食となった。

　巨大なバケツで空から水をかけられたようなものだ。

　びしょ濡ぬれである。ずぶ濡れである。パンツまでぐっしょりだ。

　桐谷は自身に降りかかった事態が呑のみこめず、前髪から水を滴したたらせながらきょとんとしている。それから「くしゅん」と小さくくしゃみをした。

　ぼくらを水浸しにして満足したのか、いつの間にかカエルの姿は消えていた。ミントは猫に戻っていて、白犬はさっさと退散したようで、空に浮かんでいた天使達もいない。

「……」

「……」

　雨の降りしきる中、ぼくと桐きり谷たにはしばし見つめ合う。

「……とりあえず帰ろうか？」

　桐谷は腕で自分の肩を抱き、寒さに震えながらも素直に頷うなずいた。







　雷と集中豪雨と突風が同時に公園を襲ったのだ。……とまあ、そんなかなり強引な言い訳で桐谷を納得させた。桐谷は意外とあっさりぼくの嘘うそを受け入れた。まあ、桐谷にアマガエル様は見えていないし、実際、雷と集中豪雨と突風が同時に発生したような状況に巻き込まれたわけだから、納得する選択しかなかったのかもしれない。

　ともあれ、びしょ濡ぬれのぼくらは花はな神がみ家にたどり着いた。

「ただいま。それから、いらっしゃい」

「……」

　声が出せないため、ぺこりと頭を下げて桐谷が入ってくる。

　とりあえず脱衣所からタオルを引っ張りだして彼女に渡し、上着とシャツを脱ぎ捨てたぼくはさっと浴槽の掃除をした。手早く掃除を終えて熱めに設定したお湯を注ぐ。

　それからようやくタオルで自分の体を拭ふいた。猫の体も拭いているうちに、花神家の誇る優秀なバスタブはたっぷりとお湯を溜ためていた。

　上半身裸のまま居間に戻ると、桐谷が顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせた。

「ぼくもずぶ濡れだったからな。セクシーだろ？」

　キランと歯が光りそうな台詞せりふを放はなつと、顔面にクッションが飛んできた。場を和なごませるための冗句のつもりだったのだけれど、お気に召さなかったようだ。

「とりあえず風呂を沸かしたから先に入ってこい。また風邪をこじらせるぞ」

「…………」

　桐谷がじっとぼくを見上げてくる。瞳に不安げな色を宿やどしていて、心の声が聞こえなくとも何を言いたいのかわかった。

「桐谷が微熱持ちだからじゃない。こういうのは、女の子が先だからな」

　湿った髪をくしゃくしゃと撫なでてやる。我ながら歯の浮くような台詞だが、先ほどの冗句よりは琴線にふれたらしい。桐谷は嬉うれしそうに微笑ほほえんで、ぺこりと頭を下げた。

「下着以外の着替えは貸してやるから先に浴室に入ってろ。あとで持っていく。覗のぞいたりしないから安心しろ」

　桐谷を脱衣所まで連れていき、簡単に設備の説明をしてからその場をあとにした。

「よし、あとは着替えだな」

　向かうは自室。彼女の体型に合った衣服を見繕わなくてはいけない。

　適当な着替えを選び、それを脱衣所に置いて早々に退散した。

　それから十分くらい経たっただろうか。

　ぼくがキッチンで作業をしていると、リビングのドアが開いて桐きり谷たにが入ってきた。

　彼女が身に着けているのはぼくの中学時代のジャージ。その上に厚手のパーカー。どちらも女の子には大きすぎるが、背の高い彼女はなんとか着こなしている様子だ。

　余った袖そで口ぐちからわずかに覗のぞく指先が子どもみたいで可愛かわいい。きちんとドライヤーもかけたらしく、雨のせいでしっとりしていた髪がいつものふんわり感を取り戻していた。

　うっすらと頬ほおを赤らめた、お風呂上がりの桐谷がぺこりと頭を下げる。

「湯加減はどうだった？」

　コクリと頷うなずく桐谷。どうやら丁度よかったらしい。

「ちょっと座って待っててくれ。もう少しで出来るから」

「？」

　不思議そうに小首を傾かしげたものの、桐谷は素直にソファに腰掛ける。

　戸棚から魔法の粉を取り出して、適量をスプーンですくってコップに投入。鍋で温めたミルクを注ぐ。スプーンをくるくる回すと甘い香りが膨らんでくる。

　同じ作業をもう一回。二人分のコップをトレイに載せて彼女の元へと運ぶ。

「お待たせ。熱いから気をつけろよ」

　出来たてのココアをテーブルに置くと、桐谷の表情がぱっと輝いた。

　ゆっくりと両手でコップを持ち、何度か息を吹きかける。

　そっと口をつけて、ほうと息をつく。それから柔らかい笑顔を見せてくれた。

『あったかい……』

　安心したような心の響き。心が疲れている時は温かいココアが一番いい。

　一度キッチンに戻り、猫用の皿に鍋からミルクを注ぐ。ミルクを注いだ皿をテーブルの脇に置く。家の中なので、とっくに魔法を解いている黒猫に、桐谷が初めて気づいた。

『え？　猫……？』

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやかれた思考。せっかく温めた頬が急激に青ざめていく。

『やだ！　猫はダメ！　猫だけはダメ！』

「……え、もしかして猫が苦手なのか？」

　取り乱した桐谷が、黒猫から距離を取ろうとして、ソファの上でバランスを崩した。

「わっ、危ない!!」

　無理な体勢で桐谷を受け止とめたぼくは背中からソファに倒れこむ。

　それは桐谷と初めて会った時の再現。仰あお向むけに倒れたぼくは、真正面から彼女を抱きしめていた。倒れた拍子にチャックが開いたのだろう。ジャージがはだけていて、開いた襟えり元もとから綺き麗れいな鎖さ骨こつが覗いていて、喉元の黄色い林りん檎ごも確認できた。

「桐谷、大丈夫か？」

　ぼくの上で後輩がこくこくと何度も頷うなずく。そのあとで、じっとぼくを見つめてくる。

『……先輩は、どうしてこんなに優しいの？』

　吐息が聞こえるほどの至近距離から、鮮明な心の声が降り注ぐ。

『お風呂を準備してくれて、ジャージも貸してくれて、温かい上着まで用意してくれて、温かいココアを作ってくれて。危ないところを助けてくれて──』

　ぼくに向けられた言葉じゃない。自分自身に問いかけているような響き。

『なんだろう、この気持ち……？』

　戸惑う心を確かめるように、自分の胸むねに手をあてる。

『心があったかくて、なのに苦しくて、せつない感じ……』

　声を失い、言葉を紡げない唇くちびるが、何かを求めるように開かれる。

『そっか。これって、──そうなんだ』

　彼女はなにかを納得したように、心の中で頷いた。

　そのあとで、はっとした表情を作って、彼女の頬ほおがみるみる赤くなっていく。

「……桐きり谷たに？」

　目を細めた桐谷が、とろんとした顔を近づけてくる。

　彼女は柔らかな頬を、ぼくの胸に押し付けた。鼻をくすぐるシャンプーの香りにどきりとする。お風呂上がりで火ほ照てった体がぼくを焦あせらせる。

　後輩の女の子が、その体をいっぱいに使ってぼくに甘えてきた。大型犬が主人に押し倒して体を擦こすり付けてくるように、自分の匂いをすり込むようにすりすりする。

　気が狂いそうなほど甘い感覚に、意識がとけてしまいそうになる。

「ストップ！　やめろ桐谷！　それ以上はぼくの理性がまずい！」

「っ!?」

　我に返った瞬間、弾はじかれたように上半身を離す桐谷。

　ようやく自分がした行為に思い至ったらしく、ぼくの腹部に跨またがったまま、頬を限界まで赤く染めた彼女は、ぱくぱくと口を開閉する。

　そうして桐谷は逃げ出した。彼女がリビングを飛び出してすぐ、玄関の扉が閉じる音がする。慌てて追いかけようとしたのだけど、ぼくは仰あお向むけに倒れたまま、ソファから起き上がることができずにいた。

「……まずいな」

「男性としての理性がですか？」

「そうじゃなくて。……すごく、具合が悪い」

　粘りつくような倦けん怠たい感かんのせいで、体に力が入らない。激しい寒気と強い吐き気。頭痛までしてきて視界が眩くらむ。これらの不快な感覚の原因はもちろんぼくにもわかっていた。

　それは明らかに、風邪の初期症状だった。









　　　第五章◆水槽世界のマーメイド






　ピピピと電子音が鳴り、脇に挟んでいた体温計が抜き取られる。

　表示された数値を確認して、制服姿の双そう樹じゆが「うーん」と唸うなる。それからベッドに横たわるぼくの額ひたいにそっとふれた。

「兄さん、すごく具合わるいでしょ？」

「……うん。かなり。何度だった？」

「38度６分。熱、ぜんぜん下がらないね」

　心配そうにぼくを見つめて、検温のせいで乱れた毛布を直してくれる。

　昨夜、ぼくは盛大に熱を出した。ずぶ濡ぬれのまま風呂掃除をしたり、髪を乾かしもせずにココアを作っていた結果だ。考えてみれば風邪を引かないほうがおかしい。

　朝を迎えても熱は下がらず、体を起こすのもつらい状態だった。

「本当にボクがいなくても大丈夫？　なんなら、一日くらい休んだっていいよ？」

「大丈夫だからいってこい。ただの風邪だから寝てれば治るよ」

「……ん、わかった」

　頷うなずいた双樹が立ち上がる。

「遅刻したらいけないし、ボクはそろそろいくね？　今日は大人しくしてるんだよ？」

「雨が降ってるみたいだから、気をつけるんだぞ」

　ベッドに横になったまま言葉を返すと、小さな手が頭を撫なでてくれる。

「優しい兄さんは大好きだけど、妹の心配はいいからとにかく体を休めなよ。お粥かゆは作っておいたから、お腹が空すいたら温めてから食べて」

「ありがとう。双樹が作ってくれるお粥、美お味いしいから好きだよ」

「それだけ口が回るようなら大丈夫。じゃあ、今度こそいくから」

「ああ、いってらっしゃい」

　ドアノブに手をかけ、最後にちらりとこっちを見てから双樹は部屋を出ていった。

　ベッドの上では黒猫がまるまって眠っている。ぼくを気遣って遅くまで起きていたから疲れたのだろう。猫の背中を撫でて、天井に視し線せんを戻したぼくは目を閉じる。

　体がだるくて、頭がぐるぐるして、気分は最悪だ。

「……桐きり谷たには、こんなのを背負っているんだな」

　常に微熱を身にまとう感覚なんて想像もつかない。

　上着を手て放ばなせず、肌を出せないから満足にオシャレもできない。激しい運動はもちろん、気軽に街を歩くことさえ許されない──そんな生活を彼女は三年も続けている。

「……桐谷、どうしてるかな」

　花はな神がみ家を飛び出した桐谷は自分の家に帰ったらしい。部屋の中に引きこもって、声のことは両親に知られずにすんだと夜中にメールが届いた。

　先ほど桐きり谷たにに『熱が出たので学校を休む』とメールを送ってみたが、返信はない。

　声を失くしたまま学校にいくとは思えないので彼女も家にいるのだろうか。

　昨日のことを思い出す。具体的には、後輩の女の子に全力ですりすりされたこと。

　体を擦こすり付けられたことも十分に赤面ものだが、特筆すべきは最後に見せてくれた恥じらった表情だ。自分がした行為に戸惑い、頬ほおを染めた桐谷の顔が脳裏から離れない。

　ぼくの知る彼女の中で、いちばん魅力的な表情だった。

「……やば……熱が上がりそう……」

　そもそも、どうして彼女は逃げたのだろう。まあ、アレだけ恥ずかしいことをしたのだから、ぼくと顔を合わせづらくなったとしても不思議ではないのか。

　火ほ照てった頭で終わりのない問答を繋つなげていると、枕元に置いていた携帯が震えた。

「……電話？」

　携帯を手に取り、画面を確認すると表示されたのは『桐谷茉ま奈な』の名前。

「もしもし、桐谷か？」

『…………』

　スピーカーから淡い吐息の音がした。そのまま待ってみても喋しやべり出す気配がない。

　よくわからない沈黙のあと、ぷつりと通話が切れた。そしてすぐにメールが届く。

　開いてみると『喋れないこと忘れてました。てへり』という内容。

「なにやってるんだ……」

　一夜が明けても桐谷の声は戻らなかったということ。時間が解決してくれるなんて甘い展開にはならないようだ。彼女の問題は、ぼくがどうにかしないといけない。

　だというのに、この体では満足に動くことさえできそうにない。

「ぼくが熱を出してどうするんだよ……」

　心まで弱っているのだろうか。水みず飴あめのようにドロドロとした自己嫌悪に陥っていると、またもや桐谷からのメールが携帯に着地した。

『先輩の家の前にいます。ドアを開けてもらえませんか？』

「ああ……この前と逆になっちゃったな」

　体調を崩した桐谷の家に押しかけたことを思い出して、少し笑ってしまう。

「ミント、わるいけど起きてくれないか」

　まるまった猫の背中を軽く揺する。

「にゃう……あ、イツキさまぁ？」

　薄目を開け、間延びした声を出した黒猫がむくりと体を起こす。

「桐谷がきてるんだ。玄関の鍵を開けてきてくれないか？」

「鍵でしたら、この部屋からでも魔法で開けられるのですよ？」

「……地味に便利だよな、天使の魔法」

　ミントの魔法で鍵を開けてもらい、メールで『入ってきてもいいよ』と連絡する。

　すぐに『おじゃまします』と返ってきた。

「もうひとつ頼みがある。桐きり谷たには猫が苦手らしいから魔法で姿を隠しておいてくれ」

「了解いたしました」

　そのあと、また携帯が震えた。確認すると『先輩の部屋がわかりません』という内容で、お互いの要領の悪さに苦笑する。

　メールで部屋を教えると、ほどなくして扉がノックされた。

　おずおずと顔を出した桐谷は制服姿だった。赤いスカートに白いブラウス。その上からいつものカーディガンを羽は織おった後輩がぺこりと会釈する。

　ぼくは上半身を起こして「おはよう」と挨あい拶さつする。

　喋しやべれない桐谷は小さく顎あごを引いて、洋菓子店の紙箱を胸むねの前に掲かかげてみせた。

「わざわざ買ってきてくれたのか。ありがとう」

　桐谷はうっすらと微笑ほほえんで、手にした箱をテーブルの上にそっと置いた。

　ベッドの傍そばに座った彼女はバッグからノートを取り出した。ペンを使ってサラサラと文字を綴つづり、胸の前に掲げて見せてくれる。

【体はだいじょうぶですか？】

「大丈夫。熱があって体がだるいだけの普通の風邪だから。普通に立つのもつらいけど」

　再びペンを走らせる桐谷。

【それはだいじょうぶじゃないと思います】

「おっしゃるとおりです」

【病人はおとなしく寝てなさい】

「はい、病人はおとなしく寝ることにします」

　後輩に窘たしなめられて再びベッドに背中を預ける。起きているよりは体も楽なのだけど、下がらない熱が少しずつ意識を曖あい昧まいにする。

　気を抜いたら、すぐにでも眠ってしまえそうだ。

「……ごめんな」

　思わず口から漏れた言葉に、桐谷がきょとんとした瞳を向けてくる。

「桐谷のこと……なんとかしてやる、って……約束……た、のに……」

　──ああ、まずいな。だんだん舌が回らなくなってきた。伝えたいことがあるのに、伝えたい相手はこんなに近くにいるのに、うまく届かない言葉がもどかしい。

　ぼくの頭にふわりと彼女の手がふれる。

　慰めるように、くしゃくしゃと頭を撫なでてくれる。

「……きり、たに？」

　繋つなぎ止とめた意識の中、閉じかけた視界で最後に見たのは、後輩の優しい表情だった。

　ぼくにしか聞こえない心の声で『おやすみなさい』と言ってくれた。





　　　　◇◇◇






「……さて兄さん、この状況を説明してもらいましょうか？」

「誤解だ。双そう樹じゆは重大な誤解をしている。兄さんは無実を主張する」

「現状を現状のまま検証すれば明らかに有罪なんだけど。兄さんのために、せめてもの慈悲として言い訳をする時間をあげようというのに、その機会を失ってもいいってこと？」

「すみませんでした。言い訳をする時間をください」

　ツインテールを揺らし、セーラー服の双樹が満足げに頷うなずく。

　帰宅した妹は椅い子すに座っていた。台詞せりふの内容とは裏うら腹はらに表情はぼんやりと通常運行。別に怒っているわけではなく、単に状況の説明がほしいだけのようだ。

　とはいえ、状況を説明してほしいのはぼくも同じである。

　お昼頃に一度、目を覚ましたのは憶おぼえている。

　お腹を空すかせたぼくのために桐きり谷たにが双樹のお粥かゆを温めて持ってきてくれて、スプーンで食べさせてくれた。熱いお粥を「ふーふー」と息を吹きかけて冷ましてくれて、その仕草にどきどきしたのを鮮明に思い出せる。

　そして後輩に促されるまま横になって、目を閉じたところまでは憶えている。

　それがどうして──

「いったいどうしてこうなった……？」

　ぼくの背中にはカーディガンに包まれた細い腕が巻かれていた。

　そう、これが言い逃れのできない現状。桐谷茉ま奈ながぼくのベッドに潜り込み、ぼくに抱きついた状態で夢の世界に旅立っているのだ。













　すやすやと安らかな寝息をこぼす桐きり谷たにが、ぼくの胸むねに頬ほおを擦こすり付けてくる。

「……ふうん？　これで自分は無実とか言うんだ？」

「そんな目で兄さんを見ないでくれ。これはぼくが強制したわけじゃない」

　心から願う。そろそろ夢から帰ってきてくれないだろうか、と。

　豊かな胸部が思いきり押し付けられていて、男の子としてのぼくの理性が危ないし。

「仲良くなりたいとは言ってたけど、これ以上ないってくらい仲良くなってるし」

「言っておくけど、添そい寝ねしてくれてるだけで、桐谷とは何もないからな」

「添い寝してくれる時点で何もないわけがないと思う」

　妹を相手に綱渡りな会話をしていると、ぼくに抱きついて眠る後輩が身じろいだ。

「……あふ」

　彼女はわずかに体を起こし、可愛かわいい息を漏らす。

　目覚めの瞬間を見ていると、とろんと虚うつろな瞳と目が合った。

　桐谷は嬉うれしげに目を細めると、ぎゅっと抱ほう擁ようを強くして、甘えるように顔を押し付けてきた。寂しがりやの猫のような仕草。柔らかな体が殊こと更さらに密着する。

「え？　あの、ちょっと……桐谷？」

　寝起きで寝ね惚ぼけているのだと推測できるが、その姿は恋人に甘える可愛い女の子のそれである。後輩の無邪気な行動が冤えん罪ざいに更なる信しん憑ぴよう性せいを与えていく。

　椅い子すに座る妹の視し線せんが鋭くなり、加速する状況は一方的に兄を不利にする。

「……？」

　キスできそうなくらいの至近距離で、桐谷はぱちぱちと瞬まばたきをした。ようやく意識が覚かく醒せいしたらしい。とろんとした瞳が次第に光を取り戻して、綺き麗れいな頬が赤くなっていく。

「……っ!?」

　ぼくの背中に腕を回し、胸に頬擦りまでした事実に思い至ったようだ。

　状況を把握した桐谷は弾はじかれたように体を離し、ベッドの傍そばの座布団に正座した。

「こんにちは、マナさん」

　椅子に座る双そう樹じゆが挨あい拶さつをして、桐谷はぺこりと頭を下げる。

「あれ、マナさんは恥ずかしがりやさんだったっけ？」

「…………」

　声を失っている桐谷はどうしていいか困っている様子だった。あわあわと手を動かしたりする仕草が普段の偉そうな後輩とのギャップがあって可愛い。

「桐谷はのどの調子が悪いらしい。声を出すとつらいから喋しやべれないんだ」

「そうなの？　薬局からのど飴あめ買ってきたんだけど、舐なめる？」

　桐谷は素直に頷うなずいて飴を受け取っていた。

「マナさんは美人さんだね。スタイルいいし、胸の大きさなんて実に兄さん好み」

「ちょっと待て!?」

　無視できない発言が飛び出したので咄とつ嗟さにストップをかける。

「え、兄さんって大きめなのが好きなんでしょ？」

「好きだけど！　本人を前にそういう話は駄目だろ!?　見ろ、桐きり谷たにが腕でお胸むねを隠しちゃったじゃないか」

　後輩女子に全力で警戒されてしまっていた。

「安心してくれ。確かに桐谷の大きめの胸は好きだけど、本当に好きなのは桐谷の脚だから。法が許すなら、それこそ舐なめまわしたいくらいに綺き麗れいな脚だと思う」

「!?」

　顔を真っ赤にした桐谷が脱だつ兎とのごとく部屋を飛び出していった。

　しばらくして携帯にメールが届く。内容は『変態に辱はずかしめられたのでしばらく閉じこもります。トイレをお借りします』というもの。ぼくはそっと携帯を枕元に戻した。

「双そう樹じゆが変なこと言うから、桐谷がトイレに閉じこもったじゃないか」

「え、それボクのせい？　兄さんが変なこと言ったからだと思うけど」

　水分補給を欠かさない桐谷は頻繁にトイレに足を運ぶのだけど、トイレに閉じこもるのは初めてだった。

「ところで兄さん。このケーキ、ボクも食べていい？」

「いいよ。桐谷にもらった見舞いの品だ」

「やった。ここのケーキ、前から気になってたんだ」

　付属していたプラスチックのスプーンを手に、意気揚々とケーキを食べ始める。

　ケーキを半分ほど堪たん能のうした双樹が「そういえば」と呟つぶやいてぼくの顔を覗のぞき込こんだ。

「兄さん、だいぶ顔色が良くなったね」

「ああ、双樹と桐谷が看病してくれたおかげだ」

　まだ完全に熱が引いたわけではないが、体の調子は良くなっている。

「ユキさんが知ったらどう思うかな。兄さんがマナさんに添そい寝ねしてもらってたとか」

「えっと……兄さんとしては内緒にしてほしいかな」

「言わないよ。言わないし、言えない。そんなこと知ったらユキさんが泣いちゃう」

「双樹は、本当に雪ゆき姫ひめが好きなんだな」

「ユキさんはお姉ちゃんみたいな人で、ほんとのお姉さんになるかもしれない人だから」

「ぶっ!?　ちょ、双樹!?」

「ありえない話じゃないでしょ？　幼おさな馴な染じみとはいえ、二人は男と女なんだから」

　スプーンをくわえ、小悪魔な微笑を浮かべる双樹。

「それとも、マナさんがボクのお姉さんになるのかな？」

「勘弁してくれ……」

　ぼくが本気で降参すると「しかたないなあ」とでも言うように双樹が肩を竦すくめる。

「冗談だよ。真に受けないでよ」

「双樹の冗談は心臓に悪いんだよ」

「……っと、誰かきたみたい。ちょっと出てくるね」

　階下から呼鈴の音が聞こえて、ケーキの残りを口に運んだ双そう樹じゆが部屋を出ていく。

　桐きり谷たにはまだ立ち直れないのか、トイレから戻ってくる気配がない。心配になって『大丈夫か？』とメールを送ると、すぐに返信がくる。

『イツキ先輩のえっち。大きめの胸むねが好きとか、先輩にしては普通の好みですね。普通に変態な先輩ですね。そんな目でわたしの胸を見てたんですね。このおっぱい星人』

「……うん、大丈夫そうだな」

　後輩はトイレから元気に毒舌を送ってきた。

「冷静に考えたらトイレに閉じこもるほうが恥ずかしいとか、そんな結論に至って出るに出られなくなったのかもしれないな」

　一度タイミングを見失うと、なかなか次の一歩を踏み出せなくなる。人生ではよくあること。トイレを出るタイミングを見失うことは、たぶんめったにないと思うけれど。

　そんなことを考えていると扉が小さく叩たたかれる。

　控ひかえめなノックのあと、そっと顔を覗のぞかせたのは雪ゆき姫ひめだった。

「お邪魔します。イツキ君、起きてたんだ」

　華きや奢しやな手にバスケットを携えた幼おさな馴な染じみは私服姿。白を基調とした温かそうなセーターに裾すその長いスカートを併せている。

　もともと低体温の雪姫は寒がりだけど、それにしても重装備だ。

「外、寒いのか？」

「うん、さっきまで雨が降ってたから。今は雲も少なくなったけど。ほら」

　雪姫が窓を指差した。幼馴染の言う通り、いつの間にか雨は止やんでいたようで、雲が散り散りになった空には綺き麗れいな夕焼けが滲にじみ始めている。

　雪姫はベッドの傍そばにそっと座り、手にしていたバスケットも脇に下ろす。

「ソウちゃんは夕食のお買い物だって。イツキ君のこと頼まれちゃった」

「ああ、普段なら夕食の準備に取りかかってる時間だもんな」

「そういえば、玄関に見慣れない靴があったけど」

「桐谷が見舞いにきてくれてるんだ。お腹を壊したらしくて、トイレに閉じこもってる。戻ってきても、何も訊きかないでやってくれ」

「あ、うん。わかった」

　雪のように真っ白で、純真すぎる幼馴染は素直に納得してくれた。

「今日は休むってメールがあったからびっくりしちゃった。イツキ君が風邪を引くなんて珍しいね。調子はどう？」

「だいぶ楽になったよ。まだ、ちょっと熱っぽいけど」

「こうすると、どうかな？」

　ぼくの額ひたいに華奢な指がふれる。

「……雪姫の手、冷たくて気持ちいい」

　雪ゆき姫ひめは体温が低い。熱を帯びた額ひたいに、華きや奢しやな手のひらが心地よかった。

「あのね、アップルパイを作ってきたの。お腹、空すいてる？」

「ああ、もらおうかな」

「でも、夕飯前だから少しだけだね」

　そう言って、床に置いたバスケットの中からお菓子を取り出す。食欲を誘う甘い匂いが鼻をくすぐる。アップルパイは食べやすいように最初から切り分けてあった。

「食べさせてあげるね。はい、あーん」

「……あーん」

　口の中にパイの香りがふわっと広がる。生地はサクサクで、しっとりとしたリンゴの甘酸っぱさと相まって美お味いしかった。それを伝えると嬉うれしそうに笑ってくれる。

　水筒から注いでもらった熱い紅茶を啜すすり、ひとつ息をつく。

「ありがとう。アップルパイ、すごく美う味まいよ」

「よかった、イツキ君が喜んでくれて」

　日ひ溜だまりのように笑う雪姫。優しい幼おさな馴な染じみが、ずいっと体を寄せてくる。

　ずっと近かった距離を──もっと近づけてくる。

「ね、イツキ君？　無理はしないでね？」

「え？」

「イツキ君が風邪を引くの珍しいし。ちゃんと休んでないのかなって。最近のイツキ君、なんだか焦あせってるみたいに見えたから」

「……そう、かもな」

　ぼくは焦っていたのだ。雪姫にもらった告白の答えを保留にしたまま、恋愛感情を取り戻すのがいつになるかもわからない。そんな現状に──焦っていた。

　だから自分を蔑ないがしろにして、つまらないことで躓つまずいてしまった。

　風邪で寝込んでいる暇なんて、ぼくにはないはずなのに。

「一生懸けん命めいなのがイツキ君のいいところだけど、たまには休まないとダメ」

　雪姫にしては珍しい強い口調。ぼくが頷うなずくと、雪が融とけるように微笑ほほえんだ。

　それから何かに気づいたように「あ」と声をあげる。

「イツキ君、ほっぺにリンゴの欠片かけらがついてるよ？」

「え、どこ？」

「……ここ」

　ふわりと甘い匂いが鼻をくすぐる。顔を寄せ、ぺろりと雪姫がぼくの頬ほおを舐なめた。

「ちょ、ちょっと雪姫!?」

「えへへ、舐めちゃった」

　無邪気な笑顔で言われたら文句も出ない。

　積極的というか、恥ずかしいことを自然にこなしてしまう幼馴染。

　雪姫にとって普段の愛情表現スキンシツプでしかないその行為は、はたして第三者の目には、ドアを開けたまま硬直している彼女の目には、どう映ったのだろう。

「……桐きり谷たに？」

　いつからそこにいたのか、ぼくと目が合った後輩が咄とつ嗟さに口を開こうとする。

「……っ」

　動かした唇くちびるは声を紡ぐことを許されず、声を奪われた少女は口をつぐむ。

　自分ののどに手をあてた桐谷は、ぽろりと一筋の涙を零こぼした。

『……イツキ先輩の、ばか』

　桐谷は駆け出した。上着を翻ひるがえして、言葉にならない気持ちを置き去りにして。

「っ、桐谷!?」

　慌ててベッドから抜け出し、床に足をつけるとぐらりと眩暈めまいがした。

　それでも部屋のドアに向かおうとすると、ぼくの腕を誰かが掴つかんだ。

「イツキ君……そんな体でどこにいくの？」

　大粒の瞳を不安の色で濡ぬらした幼おさな馴な染じみ。

　雪ゆき姫ひめの不安をとかしてやることが今のぼくにはできない。熱のせいか上う手まく頭が回らなくて、いつもならするすると思いつく言い訳が、何一つ思い浮かばなかった。

「……ミント。雪姫を止とめてくれ」

「お任せください、イツキさま」

　黒猫から発せられた光が雪姫を包み込む。

　意識を失い、ぼくの胸むねに倒れてきた雪姫を抱き留める。天使が使う眠りの魔法だ。

　あまり使いたくない手段だが、雪姫に追ってこられては面倒なことになる。

「……ごめんな、雪姫」

　幼馴染をベッドに寝かせ、雪のように白い頬ほおを撫なでる。

「雪姫を巻き込むわけにはいかないんだ。それに、無理をしないわけにもいかない」

　なにより、泣いている女の子を放ってはおけない。

　外は寒いという幼馴染の台詞せりふを思い出し、パジャマの上に上着パーカーを羽は織おったぼくは、黒猫を引き連れて部屋を出た。……部屋を出て、気づいた。

　部屋の前にそれは置かれていた。猫のイラストが描かれたトレイと、湯気を立てるコップが三つ。たぶん、ぼくと桐谷と双そう樹じゆの分。

「……ぼくは、どれだけあの子を傷つければ気がすむんだ」

　桐谷はトイレに閉じこもっていたんじゃない。

　風邪を引いたぼくのために、温かいココアを作ってくれていたんだ。





　　　　◆◆◆






　公園のベンチにぐったりと体を預け、ぼくは夜空を見上げていた。

　雲の少ない空は綺き麗れいな藍あい色いろ。散りばめられた星に中に、バニラアイスの色をした月がぼんやりと浮かんでいる。

　外気はほどよく冷めていて、パジャマにパーカーを羽は織おっただけの姿では肌寒い。

　徐々に数値を下げていく外気温。それに対抗するように体温は上昇していく。

　気づくと、隣にお尻しりを落ち着けた猫がじっとぼくを見上げていた。

「イツキさま、顔色が悪いのですよ？」

「正直なところ体調はよくない。けど、桐きり谷たにを放っておくわけにはいかない」

　黒猫がぼくの膝ひざに乗り、心配するように体を擦こすり付けてくる。少しでも温めようとしてくれているらしい。感謝を込めてのどをくすぐってやる。

　黒猫が耳を動かし、ミントブルーの瞳を公園の入り口に向けた。

　夜の公園に駆けてきたのは大きな白い犬。白しら木き家のペットであるリトルマウンテンの体を借りている天使は、ぼくの前で足を止とめた。

「待ちわびたよ、犬天使」

「これでも急いできたのだが。とにかく乗りたまえ。マナ殿を追うのだろう？」

「ああ、頼む」

「よろしくお願いします」

　ぼくは犬の背中に跨またがり、ぼくの肩に猫が乗った。

「落ちたくなければ、しっかり掴つかまっていろ」

「了解だ。全力で飛ばしてくれ」

「承知した！」

　高らかに吠ほえた白犬は勢いよく大地を踏み締めた。速度をあげ、やがて四本の足は地面ではなく宙を蹴ける。ぼくを乗せた白い獣が夜の空を風のように駆け抜けていく。

　ぼくは犬天使の首に腕を回して、その速度に耐える。

「犬天使を呼んで正解だった。さすがに猫の背中には乗れないからな」

　熱のせいで満足に歩くことさえできなかったから、ミントに頼んで彼を呼び寄せたのだ。

「イツキ殿も無む茶ちやをする。熱があるのだろう？　出歩いていい体ではないだろうに」

「大丈夫だ。これくらいなんともない」

　あの子の流した涙の熱さに比べたら、桐谷が受けた痛みに比べたら、ぼくを苛さいなむ熱の苦痛なんて些さ細さいなものだ。

「なあ、犬天使は黒い蝶ちようを知らないか？」

「なに？」

「桐谷のお尻に真っ黒な蝶がとまってたんだ。ミントは知らないって言うんだけど」

　後輩のお尻にあった黒い蝶の模も様ようがどうしても気になり、ミントのデータには存在しない蝶のことを犬天使に訊きいてみる。

　あまり期待はしていなかったが、犬天使から予想外の反応が返ってきた。

「……ふむ。それはおそらく〝魔ま蝶ちよう〟だね」

「まちょう？　なにそれ？」

　白犬が口にした聞きなれない言葉に首を捻ひねる。

「新米天使が知らないのも無理はない。魔ま蝶ちようは遥はるか昔に狩り尽くされたはずの『現象』なのだ。魔蝶と名はついているものの、これは悪魔とは区別される病のようなものだ」

「病って……」

「病とはいっても、本来はそれほど深刻な事態は引き起こさない。人に憑ついてもすぐに力尽きて消えてしまう弱い病気だ」

「症状は軽度で放っておいてもすぐ治るってことか。軽い風邪みたいなもので」

　空を駆けながら白犬が頷うなずく。

「だが稀まれに、長期にわたって害を受ける場合もある。魔蝶は憑いた人間に悪夢を見せ、その悪夢によって宿主の心に生まれた負のエネルギーを吸収して成長する。やがて悪夢は現実を浸食するようになる。徐々に夢が現実になっていくのさ」

「桐きり谷たには、中学に入った頃に熱を出す夢を見たって言ってた。その直後に熱が下がらなくなったって。……桐谷の微熱は、あの蝶ちようが原因だったのか」

　慢まん性せい的てきな微熱は人じん智ちの及ばぬ存在が生んだ不幸だった。いくら医者に診みてもらっても原因が判明するはずがない。

「喫茶店で我がマナ殿から感じた違和感は魔蝶の気配だったのだろうね。悪魔とは根本的に構造が異なるし、本来は微弱な魔力しか持たないから発見は困難なのだけれど、力を蓄えすぎて尻尾しつぽを出していたというわけか」

「どうすれば悪夢から桐谷を解放できるんだ？」

「人間に憑いた魔蝶を放はなす方法は〝夢む魔ま〟と呼ばれる悪魔しか知らないんだ。ただ、天界の林りん檎ごの力なら簡単だろう。マナ殿が願えばいい」

「でも……桐谷は微熱を受け入れている」

　不自由な体と引き換えにしてでも優しさがほしいと言った。

　同時に、優しさを信じられなくなってしまったとも言っていた。

「心が満たされている人間を林檎は選ばないよ。天界の林檎は強い願いを持つ少女を苗床にするのだから。イツキ殿の役目はマナ殿から願いを引き出すことだ。彼女の心を幸福で満たすために」

　──そうだ。ぼくは桐谷を幸せにしないといけない。甘えん坊のくせに、誰にも甘えられなくなった女の子を救って、本当の意味で笑顔にしなくちゃいけない。

　肩に乗った黒猫が、優しい声でぼくの名前を呼ぶ。

「頑張りましょう。わたくしがサポートしますから」

「……ああ、ありがとう」

　ミントの言葉は心強くて、嬉うれしかった。

「新米天使、林檎の感知に関しては我よりも君のほうが優秀だ。おぼろげな方向なら我にもわかるが、マナ殿の正確な位置は君に辿たどってもらうぞ」

「了解しました」

　犬天使の要求をミントが了りよう承しようする。

「方角はこのまま。彩あやノ咲さき高校に向かってください！　マナは学校にいます！」







　犬天使に校門の前で下ろしてもらう。

　校門を抜け、昇降口から校舎に入るとすぐに異変に気づいた。

「なんだ……これは？」

　電灯が瞬またたく廊下には数人の生徒が倒れていた。仰あお向むけに、あるいはうつ伏せに。制服姿だったり、ジャージ姿だったりする彼ら、彼女らは電池が切れたように動かない。

　犬天使が一人の男子生徒の様子を窺うかがう。

「大丈夫。眠っているだけのようだ」

「魔法の作用ですね。おそらく、学校全体がこのような有様なのでしょう」

　ジャージを着た女子生徒を調べていた黒猫が呟つぶやく。

　倒れた生徒達は一人残らず眠っていた。映画のワンシーンのような光景は生あい憎にくと現実で、だからこそ悪夢のように感じる。現実味がないと思えてしまう。

　時刻は午後の七時を回ったところ。まだ教師も残っているだろうし、部活があって帰宅していない生徒も少なくないはずだ。その全員が眠っていると思うと、ぞっとする。

「これを、桐きり谷たにがやったのか……ああ、そうか。天界の林りん檎ごは、悪魔の果実だったな」

　悲惨な光景を前にして再び思い知った林檎の脅威。ぼくらが集めようとしている〝天界の林檎〟が、おぞましい存在であることを思い出す。

「イツキ殿、こっちだ。こちらから、マナ殿の声が聞こえる」

「声……？」

　白犬に導かれて校舎を進むと、ぼくの耳が探していた音を拾った。

　水のように透き通った綺き麗れいな声。ぼくが好きな彼女の歌声。林檎に奪われてしまったはずの音色が耳をくすぐる。

　歌に誘われるように足を運んだ先は中庭。

　そこには寒空の下で月光を浴びる少女が一人。制服の上にカーディガンを羽は織おった歌姫。夜を彩る噴水を背に、誰もいないステージで桐谷茉ま奈なは歌っていた。

　子守唄のような穏やかな旋せん律りつ。それはいつか、あの空き教室で耳にしたことがある歌。

　ただ、音を繋つなぐ彼女の歌声は、どこか悲しげだった。

　くいくいと誰かにパーカーの袖を引かれ、振り向くと、暗くら闇やみの中に金色の光が散った。

　いつの間にか人の姿になっていたミントが一生懸けん命めいにぼくの注意を引こうとしていた。

「イツキさま、少ししゃがんでいただけますか？」

「え、こうか？」

　言われた通りに膝ひざを曲げると、いきなり頬ほおにキスされる。

「魔法の加護を施ほどこしました。これで彼女の歌を聞いても問題はありません」

「加護って？」

「マナの歌声は強い魔力を帯びています。倒れている生徒達は彼女の魔法にあてられたのですね。イツキさまにも影響を及ぼすかもしれませんから、その対策です」

「この歌が皆を眠らせたってことか？」

「マナ殿は〝一人になりたい〟と願ったのだろうね。天界の林りん檎ごは彼女以外の全員を眠らせることでその願いを叶かなえてしまった」

「ぼくのせいだ……ぼくが、桐きり谷たにを傷つけたから」

　傷ついて、誰にも会いたくなくて、一人でいたいと願ってしまった。

　歌い続ける後輩へと視し線せんを戻したぼくは、その異変に気づく。

「なんか……桐谷の様子がおかしくないか」

　不自然に表情が虚うつろで、焦点の定まっていない瞳は夜空の月を見上げている。

「それに……あの林檎の色はなんだ？」

　まっさらな肌に浮かぶ宿主の証あかし。はだけた襟えり元もとから覗のぞく彼女の模様リンゴは、夜よりも深い黒に染まっていた。

「まずいな。負のエネルギーが急速に成長している」

「ええ、マナの林檎は毒に冒されてしまっているようです」

「毒？」

「天界の林檎は少女の幸福な記憶を栄養とします。その成長過程において、宿主が強い負の感情を抱くと林りん檎ごに悪影響を及ぼす場合があるのです」













「幸福な記憶が負の感情に塗り潰つぶされ、果実の成長を妨げるのさ。負の感情が強すぎると、最悪の場合は林檎の力が暴走してしまう。マナ殿の林檎が暴走した結果が校内の惨状だ」

「彼女の声が戻ったのも林檎の暴走が原因でしょうね。マナは意識を保っていません。無意識に魔法ねがいを撒まき散ちらしているのです」

　ミントが語った内容に、頭が真っ白になっていく。

「そんな……っ、桐きり谷たに！」

「よせっ、迂う闊かつに近づくな！」

　犬天使の警告を無視して中庭を駆けた。熱で崩れそうなボロボロの体は、苦痛を伴いながらもぼくを彼女のもとまで届けてくれる。

「……イツ、キ先輩？」

　後輩の瞳に光が灯ともる。けれど、その光はすぐに消えてしまった。

「……や……いやっ、……こないで!!」

「な──!?」

　ふわりと体が宙に浮かぶ不快な感覚。ぼくは桐谷の声に弾はじき飛とばされた。

　後ろに吹き飛ばされたぼくをミントが魔法で受け止とめてくれた。運動エネルギーを殺した魔法の光が消え、石いし畳だたみに尻しりをつけたぼくの肩をミントが支えてくれる。

「ご無事ですか、イツキさま？」

「ああ、助かったよ。ありがとう。……それにしても、厄介な魔法だな」

　魔力を帯びた声がぼくを彼女から引き離したのだ。

　桐谷が叫んだ願いの通り、ぼくを彼女から遠ざけた。

「ゆっくりしている暇はないようだよ。どうやら、今の叫び声が面倒なのを呼び寄せてしまったらしい」

　空を見上げ、忌々しげに呟つぶやく白犬。

　そこに広がっていたのは目を疑う光景。おびただしい数の黒い翼が夜空を徘はい徊かいしていたのだ。闇やみにとける漆黒の羽。大きな鳥の悪魔には見覚えがあった。

「あれって……前に犬天使が倒した奴と同じ悪魔か？」

「ああ、本来は群れで行動する悪魔だからね。魔力を帯びた声に反応し、マナ殿の林檎を嗅かぎつけて現れたのだろう」

「けど、林檎を食べた少女は悪魔にとっての〝毒〟なんだろ？　桐谷が狙ねらわれることはないんじゃないのか？」

「宿主の少女が悪魔にとって毒になるのは、天界の林檎が〝幸福な記憶〟を栄養にするからです。負の感情は悪魔の大好物ですから、黒く染まった林檎は、たとえ少女が食べたものであっても悪魔の餌えさになりえるということです」

「それって……」

　頭に浮かんだ最悪の事態。

「桐きり谷たにの命が、危ないってことなのか……？」

　ミントが気まずげな表情でこくりと頷うなずく。

「マナが悪魔に襲われないという前提は覆くつがえされたということです。このままマナの林りん檎ごが暴走を続け、黒い魔力を撒まき散ちらせば更に悪魔が寄ってくるでしょう。悪魔にとって、負の感情で満たされた林檎はとても魅力的でしょうから」

　白犬が空の状況を確認しながら苦々しく口を開く。

「この状況はいささかまずいな。我は空中の悪魔をできる限り排除するから、イツキ殿達はマナ殿を頼む」

　喋しやべり終えるのと同時に犬天使が光線を放はなった。

　光の矢は空を飛行する翼の何枚かを撃ち落とす。攻撃を受けたことで悪魔達が地上を警戒し、一箇所に集中せずに広大な夜空へと散らばっていく。

「イツキさま、わたくしの傍そばを離れないでください！」

　少女の姿のミントが空に魔法を放ちながら中庭を走る。

　その小さな背中を必死になって追っていく。

　噴水を背にした桐谷はまた歌い始めている。

　体が異様に重かった。無理に動いた代償。全身を燃やす熱が進行の邪魔をする。

　足が彼女へと届く前にぼくは倒れてしまった。

「イツキさま!?」

　ミントが駆け寄ってくる。ぼくの傍で、ぼくを守るために白い手をかざして魔法を放っていく。光の矢が煌きらめくたびに、長い金髪が風になびいてキラキラと輝いた。

　ぼくはなんとか立ち上がろうとするが、上う手まくできなかった。

　呼吸をするたびにのどがずきずきと痛んだ。

　体が重い。服を着たままプールに投げ込まれたようだ。

　頭が割れるように痛くて、体が焼けるように熱くて、意識が朦もう朧ろうとする。

　それでも桐谷に這はい寄よろうとする。

　だけど、必死の進行は思わぬキャラの登場に邪魔された。

　前触れもなく現れた巨大な雨あま蛙がえるの悪魔──アマガエル様がぼくの前に立ち塞ふさがったのだ。

「……くそ、こんな時に……っ」

　カエルの魔法によって噴水の水が宙に浮かぶ。粘土をこねるように形を整えられた水は巨大な玉となった。それとは別に何もない空中に複数の水玉が現れる。

　宙に漂ただよう水玉は全部で六つ。しかも──

「気をつけろイツキ殿！　上から襲撃だ！」

　ぼくに目掛けて下降する黒い翼の悪魔が二体。うち一体はミントが撃ち落としてくれたが、取りこぼされたもう一体が飛来する。

「くっ……!?」

　少し離れたところからミントがぼくの名前を叫ぶ。時間がゆっくりと流れているような感覚。着実に接近する脅威を避けようとするのに、熱に苛さいなまれた体は上う手まく働かず、目前に迫った黒い影にぼくはぎゅっと目を閉じた。

　──けれど、予想した衝撃は訪れず、かわりにどぷんと奇妙な音が鳴った。

「……え？」

　ぼくの目の前に巨大な水玉があって、飛来した翼の悪魔が牢ろう獄ごくに囚とらわれていた。その悪魔を水玉ごと破壊して、颯さつ爽そうと駆けてきた白犬がぼくの体を起こして支えてくれる。

「どうやら彼は我々の味方のようだね」

「は？」

　犬天使がよくわからないこと言った直後、ぼくは信じられない光景を見た。

　雨あま蛙がえるの生み出した水玉が次々と翼の悪魔を呑のみ込こんでいくのだ。それぞれが意思を持ったように動く水玉が、飛行する鳥達を問答無用で捕らえていく。

「……どうしてアマガエル様が？」

　ぼくの疑問に答えるようにカエルの悪魔が「ゲロゲーロ！」と鳴いた。

「ふむ。なるほど。彼はマナ殿がお気に入りらしい」

「お気に入り？　……ていうか、犬天使はアレの言葉がわかるのか？」

「意思の疎通は難しい技術じゃない。この器を借り受ける時も犬と交渉したのだし」

「納得した。犬とカエルを一緒にしていいのかどうかは疑問だけど」

　ミントだって黒猫の許可を得て体を使っているのだから、天使には言語を必要としないコミュニケーションの手段が存在するのだ。

「彼はマナ殿の歌声に魅了されたそうだ。長すぎる時間を生きた者は娯楽に興味を抱かなくなるものだが、よほどマナ殿の歌は魅力的なのだろうね」

「たしかに桐きり谷たにの歌は綺き麗れいだったけど」

　彼女の歌声が大悪魔まで虜とりこにしたってことなのか。

「そういえば、コイツが初めて現れた時、あの空き教室で桐谷は歌っていたっけ。……あれ？　じゃあ、その日の帰り道でアマガエル様に襲われたのは？」

「イツキさまがマナの額ひたいを小突いたのを怒ったのではないですか？」

　光の矢で鳥を撃ち落としながらミントが傍そばにやってくる。

「あの時は、桐谷がぼくの股こ間かんに手を伸ばそうとしたから叱しかったんだっけ」

「ゲコゲーコ！」

　ぷくーっと風船みたいに頬ほおを膨らませながら「ゲコゲコ」と雨蛙が鳴く。

「その通りだと言っているよ。〝我わが輩はいの女神に暴力を振るうとは何事か〟だとさ」

「女神って……」

　ぼくの後輩が巨大なカエルに女神呼ばわりされていた。

「けど、じゃあなんで公園でも襲ってきたんだ？」

「ゲロゲロゲーロ！」

「ふむ。イツキ殿がマナ殿にセクハラしていたのが許せなかったそうだ」

「セクハラ？」

「該当する履歴が存在します。イツキさは『桐きり谷たにのお尻しりって、思わずむしゃぶりつきたくなるくらいに美お味いしそうだよな』とおっしゃっていました」

「さすがはイツキ殿。セクハラに躊躇ためらいがないね」

「いやあれは……桐谷に元気になってもらいたくて言った冗談なんだけど」

　なんだか腑ふに落ちない気分に浸るぼくだった。

　アマガエル様がまた何事か「ゲロゲロ」とか「ゲコゲコ」とか言っているのを、犬天使が翻訳してくれる。

「朗報だ、イツキ殿。〝助太刀してやるから女神を助けろ〟と言っている」

「ああ、助かる！　ありがとう、アマガエル様！」

　大悪魔が雄叫おたけびをあげ、六つの水玉を操あやつって器用に翼の悪魔を捕らえていく。

　アマガエル様の活躍で、おびただしい数がいたはずの鳥達は、あっという間に十匹くらいまで減ってしまった。

　最大の敵と思われたカエルが実は心強い味方で、先が見えない闇やみの中に光が差したようだ。

「……桐谷はさ、やっぱりちゃんと愛されてるよ」

　たとえ悪魔でカエルだろうと、彼女を好きなことに変わりはない。ぼくだって桐谷のことが好きだし、きっと彼女のことを好きな人はたくさんいる。愛される資格なんてないと、他人を拒絶していた彼女は、誰よりも愛される素質を持っているのだから。

「イツキさま、危ないです！」

「伏せていろ、イツキ殿！」

　突如、アマガエル様の操る水玉を避けた悪魔が急降下してきた。

　ミントと犬天使がそれぞれ迎撃しようと魔法を放はなつ。

　翼の悪魔は空中を蛇行しながら光線を避け、ぼくらの真上を通過して、カエルを横目に横切って噴水の傍そばへと舞い降りた。そこにいるのは──

「桐谷!?」

　歌姫を口にくわえた翼の悪魔が、再び空へと舞い戻っていく。

「犬天使！」

「承知している。背中に乗りたまえ！」

「え？　い、イツキさま!?」

「ミントは下から援護を頼む！」

　ミントに指示を出して、力を振り絞って犬天使の背中に飛び乗る。

　白犬は瞬時に悪魔を追って駆け出した。桐谷をさらった悪魔に向かって一直線。白犬はほとんど垂直に空を駆け上っていく。

　追跡の邪魔をするように接近してきた黒い鳥を、地上からの光線が貫いた。

　ミントの援護だ。頼もしい相棒がぼくらを守ってくれる。

「マナ殿も一緒だから、無む闇やみに攻撃できないね。となると、このまま走って追いつくしかないようだ」

「できるか？」

「ああ、イツキ殿の期待に応えてみせよう！」

　犬天使が更に速度を上げ、突き刺すような風がぼくの体温を奪っていく。

　疾走の果てに、ぼくらは黒い翼のすぐ後ろにまで迫った。

「このまま奴の真上に回ろう。我が魔法で奴の背中を攻撃する」

　ひときわ強く宙を蹴けった犬天使は、宣言通りに悪魔の上方へと飛来した。

「覚悟しろ。女性を喰くらおうとする悪魔に容赦はしない！」

　静かな夜空を天使の光が切り裂いた。至近距離から放はなたれた攻撃は悪魔の背中を穿うがち、その体を塵ちりへと変えていく。

　悪魔の消滅に伴い、投げ出された桐きり谷たにの体は、熱烈な重力の誘いを断れずに落下する。

「桐谷っ!!」

　ぼくは咄とつ嗟さに犬の背中から飛び降りた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　空を落ちていく恐怖と、身を削るような寒さがぼくを襲う。精一杯に伸ばした手で彼女の腕を掴つかむ。無我夢中で引き寄せて、やっとの思いで桐谷を抱きしめた。

　気を失っているようで、彼女のまぶたは閉ざされている。

　安心したのも束つかの間ま、すぐに絶望的な現状を思い出す。

「うわ……まじですか？」

　視界に映るのは校舎と思われる建物の天井。そう、ここは校舎の屋上よりもずっと高所である空の上。抗あらがいようのない物理法則に招かれて、ぼくらは落下している最中だ。

「これは本当にまずいかもしれない……っ」

　落下の恐怖に耐えられずぎゅっと目を閉じる。

『──大丈夫だ。安心していい、イツキ殿』

　頭の中で犬天使の声がした。彼の言葉を理解する前に、ぼくは目前に迫る巨大な水玉を見て、そのまま魔法の檻おりに呑のみ込こまれた。

　プールに沈んだ時の浮遊感。苦しくはない。ただ、体がうまく動かなかった。水のせいかとも思ったが、単にぼくの熱が上がっているからだと気づく。

　アマエガエル様が助けてくれたのだ。

　安全を確保できたことに安あん堵どし、改めて腕の中の後輩を確かめる。

　まぶたを閉ざした桐谷。彼女の喉元に浮かぶ林りん檎ごは、未いまだに漆黒に染まったままだ。

　月光を反射しているのか、水玉の中はほんのりと明るい。

　彼女の髪と上着カーデイガンが海月くらげのように揺らめく様子は美しく、幻想的だった。

　ぼくらを閉じ込めた水玉は、ゆっくりと降下していく。

『──ご無事ですか、イツキさま？』

　頭に送信された声は幼い少女のもの。

『ミントか？　ぼくは大丈夫。桐きり谷たにも無事だよ』

『ご無事でなによりです。緊急事態につき、イツキさまの思考を受信できるよう通信の設定をしています。声が出せなくても意思疎通が可能です。なお、飛行型の悪魔はすべて殲せん滅めつしました。現在、わたくしを含めた七体の天使で学校内及び周辺の警戒をしていますので、もうイツキさまとマナが襲われる心配はありません』

『了解。なあミント。この通信って、ぼくと桐谷を繋つなぐことはできるか？』

『可能です。接続いたしますか？』

『頼む』

『了解です。少々お待ちください。──接続を完了いたしました。マナを意識しながら、伝えたい言葉を思い浮かべてください』

『ああ、ありがとう』

　感謝を告げて、いったんミントとの通信を切る。

『桐谷、ぼくの声が聞こえるか？』

　水玉の中で腕に抱いた後輩に呼びかける。

『……う、ん……、せん、ぱい……？』

　うっすらと目を開けた桐谷。おぼろげな瞳でぼくの姿を確認すると、戸惑うようにきょろきょろと視し線せんをめぐらせる。

『ここって……水の中？　ああ、そっか。これは夢なんですね』

『残念だけど夢じゃない。ちゃんと現実だよ』

　桐谷がぱちぱちと瞬まばたきをする。夢じゃないと言われたことが不思議なのか、もしくは頭の中に響くぼくの声が不可解なのだろう。

『水の中だけど、魔法の力で話ができるようになってるんだ』

『じゃあ、やっぱり夢の中なんですね』

　桐谷が可愛かわいく微笑ほほえんで、ぼくもそれ以上は否定しなかった。

『夢の中にまで現れるなんて、先輩はストーカーのプロですね』

『そんな斬ざん新しんな罵ば倒とうは初めて聞いたよ』

『ちょっと期待しちゃったじゃないですか。わたしを心配して、追いかけてきてくれたのかなって。後輩の期待を裏切るなんて、先輩はとんだクズです』

『仮にも上級生をクズ扱い……』

　繰り出される毒舌。でも、これが彼女なりの、ぼくへの甘え方なのだと知っている。

『どうして桐谷は逃げたんだ？』

『それは……っ』

　訴えるように顔を上げるも、勢いはすぐに消えてしまう。

『……そんなの、先輩達に気を遣ったからに決まってるじゃないですかっ。わたしだっているのに、ドアを開けたらイチャイチャしてるんですもん。邪魔しちゃわるいと思っておいとましたんですよ。わたし、こう見えてけっこう気が利く後輩ですから』

　不自然に明るい口調でまくし立てて、一生懸けん命めいに彼女は笑う。

　誰が見てもわかる嘘うそつきの笑顔。だってそれは涙を流す理由にはならない。部屋を飛び出した時、彼女は泣いていた。今だって、彼女は泣いているのだから。

『……やっぱり、桐きり谷たにはそうなんだな』

『え？』

『桐谷は嘘ばっかりで、言葉で作った貝かい殻がらに閉じこもって、ちっとも本当の気持ちを見せてくれない』

　桐谷茉ま奈なは言葉の貝殻で自身を守る人魚だ。

　人と向き合うことを恐れ、貝の内側に閉じこもった臆おく病びような人魚姫。

『桐谷はどうしたいんだ？　教えてくれ、桐谷の願いごとを。見せてくれよ、桐谷の本当の気持ちを』

　その貝殻を壊して、本当の彼女を知りたいと思った。

　声を失くした人魚は想おもいを告げられなかったけれど、ぼくらはこうして話ができるのだから。彼女の願いは、彼女が望みさえすれば、ちゃんと叶かなうはずだから。

『優しさを疑うのが嫌なんだろう？　本当のことを言えないのがつらいんだろう？　思いきり誰かに甘えたいんだろう？　桐谷はこのまま、このままの桐谷でいいのか？』

『……っ、いいわけないじゃないですかっ!!』

　それは強く、本当に強い感情の発露。

『でも、でもっ、どうしたらいいかわからないんですっ。本当の自分なんて、本当の気持ちなんて──そんな泳ぎ方を、わたしは知らないっ！』

『知らなくてもいい。思うままに、桐谷がしたいようにすればいい』

『……なら、受けとめてくれますか？　わたしの気持ちを……』

　冷たい水をかきわけ、もどかしげに伸ばされる細い手。

　ゆらゆらと髪を泳がせて、彼女がぼくへと顔を寄せる。

　その意図に気づいた時には、ぼくの頬ほおに彼女の唇くちびるがふれていた。

『な……っ!?　き、桐谷!?』

『キス……ほんとは唇にしたいんですよ？』

　天使のような微笑ほほえみと、甘く囁ささやくような声音に心臓が跳ねる。

　遠まわしな、それでいて純情な、桐谷茉奈らしい告白だった。

『ほんとうはね、悔しかったんです。悔しくて、羨うらやましかった。先輩とふれあえるあの人が、普通の女の子として先輩の傍そばにいられる白しら木き先輩が羨ましかった』

　それは甘えん坊の人魚姫が抱いた、恥ずかしがりやの白しら雪ゆき姫ひめへの嫉しつ妬と。

『わたしは人魚姫が嫌い。想いを告げられずに消えてしまった人魚が嫌い。だから負けたくない。白木先輩にも。臆病者の自分にも。わたしは、好きな人を諦あきらめて泡になんてなりたくない！』

　殻からに押し込めていた言葉が溢あふれ出す。

　水の中で、ぽろぽろと涙の雫しずくが散った。

『……そっか。わたしの本心ねがいは、こんなところを漂ただよってたんだ』

　頭の中に、呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが零こぼれ落おちる。

『先輩は酷ひどい人です。なんてことを気づかせてくれるんですか。隠してたのに。見ないようにしてたのに。言葉にしてしまったら、向き合ってしまったら、弱いわたしは水槽の中すら泳げなくなってしまうのに』

『桐きり谷たに……』

『もう嫌なんです。微熱を理不尽と思ってないなんて嘘うそ。我慢するのは嫌。つらいのは嫌。苦しいのも嫌。こんな体は、こんな気持ちは──』

　訴えるように、せつなげに彼女の唇くちびるが開かれる。

「もう嫌だ……っ!!」

　それは心の声ではなく、彼女ののどが生み出した本物の声。

　桐谷は叫んだ。綺き麗れいな声をいっぱいに張り上げて。

　今ならわかる。彼女の模様リンゴがのどに現れた意味を。

　願いを叶かなえる魔法の果実が、彼女に〝強いのど〟を与えた意味を。

　この子は叫びたかったんだ。嫌なことを嫌だと、素直に表現したかったんだ。

　叫びに応えるように水の玉が弾はじける。彼女の叫びは水の檻おりを破壊した。魔法で編まれた彼女の声は、彼女を閉じ込めていた世界を粉々にした。

　ゆっくりと降下していた水玉は、もう地上に降りていたらしい。

　濡ぬれた石いし畳だたみに足をつけ、水浸しのぼくらは噴水の前で見つめ合う。

「ねえ先輩、わたしは魚なんです。水槽の中に閉じ込められた孤独な魚」

　ぼくは思い出す。二人でデートした休日のこと。

　カラオケ店のロビーで青い魚に見み惚とれていた彼女を。

「限られた世界でどこにもいけないまま、寂しさだけが募つのっていくんです」

　青い魚を指差して「一匹じゃ寂しい」と言って彼女は唇を尖とがらせた。

　あの時の桐谷は、水槽の魚に自分を重ねていたのだ。

「ずっと眺めているだけだった。羨うらやましかった。自由なみんなが。自由な世界が。でも、この微熱がある限り、わたしは水槽の世界から出られない」

　消えない微熱は、彼女を世界から隔離する牢ろう獄ごくだった。

　彼女が欲しかったのは〝普通の日常〟だったのだ。

「体力がなくて、すぐに熱を出すし、運動もできないし、おしゃれもできないし、こんな体じゃ──満足に恋だってできない」

　髪先から雫が滴したたって、石畳を叩たたく。

「そんなのは……嫌です」

　今度は静かに、けれどしっかりと本心を教えてくれた。

　桐きり谷たに茉ま奈なは選択した。理不尽を受け入れるよりも、拒絶することを選んだ。

　人魚姫のように絶望を受け入れることをしなかった。

　叫んで、拒絶して、それでも何かを欲しいと願って。

　綺き麗れいじゃなくてもいい。ぐちゃぐちゃで醜い欲望でもいい。受け止とめられないなら、否定したっていい。だってそのほうが自然で、人間らしいと思うから。

　ぼくは、もういちど彼女に問いかける。

「桐谷は、どうしたい？」

　問いかけに、心の闇やみを打ち払った少女が微わ笑らう。

「わたしは、普通の女の子に戻りたい。貴方あなたとおなじ世界がいい」

　月明かりに照らされた彼女の笑顔は反則なくらいに綺麗だった。

　はだけた喉元に浮かぶ模も様よう、彼女が食べた林りん檎ごが淡い光を放はなつ。

　悲しみの漆黒から、鮮あざやかな真紅へと移り変わっていく。果実の色づきは神秘的な雰囲気を香らせ、少女の心が満ちていく光景に呼吸も忘れて魅み入いった。

「……ああ、ぼくが水槽の世界から連れ出してやる」

　カーディガンに隠された手を掴つかみ、細い体を引き寄せる。

　水の音が響く中庭で、彼女の林の檎どにキスをした。

















　　　第六章◆そしてリンゴは恋をする






　真っ白な世界の中にいた。

　白以外に色のない、何もない世界だ。

　視界を漆黒の蝶ちようがひらりと横切った。

　手を伸ばすも逃げられてしまう。

　黒い翅はねは白セカイにとけて視みえなくなった。





　　　　×××






　目を覚ますと、間近に天使の寝顔があった。

　吐息がかかるほどの至近距離。相変わらず裸で眠っていたらしく、ぼくに身を寄せた少女から鮮明な肌の温ぬくもりが伝わってくる。

　小さな手を握ると、ミントがうっすらと目を開ける。

　長い金髪をこぼしながら、ゆっくりと体を起こしていく少女。頭の猫耳をしゅんとさせ、白い肌を隠そうともせずに、ベッドの上でぺたりとお尻しりを落ち着ける。

「おはよう、ミント」

「おはようございまふ」

　可愛かわいく語尾を噛かんだ天使の頭を撫なでてやり、ぼくはベッドから下りた。

　勢いよくカーテンを開け放はなつ。急に差し込んだ光に驚いて、ミントが「ふにゃうっ」と声をあげる。朝を迎えた街、その頭上には爽そう快かいな青空が広がっていた。

　桐きり谷たにの林りん檎ごを収穫したあと、ぼくはあの中庭で高熱を出して倒れたらしい。

　だから、あのあとのことは記憶にない。

　ミントに聞いた話では、林檎を奪われた少女はしばらく気を失うという。失った分の記憶を補完し、矛盾点を修正し、記憶の辻つじ褄つまを合わせるために時間がかかるのだとか。

　林檎を抜き取られ、気を失った桐谷を家まで送り届けたり、ずぶ濡ぬれの彼女を着替えさせたりはミントと犬天使がやってくれたらしい。

　高熱を出した人間の末路というか、天使によって花はな神がみ家に運ばれたぼくがどうなったかといえば、ひたすら休養するしかなかった。

　熱があるのに家を飛び出したことで妹にも叱しかられてしまい、ちょくちょく様子を見にきてくれた雪ゆき姫ひめなんか、顔を出すたびに「イツキ君のばか」と呟つぶやく始末。

　心配させて申し訳なくなると同時に、二人の優しさが嬉うれしかった。

　土日のほとんどをベッドの上で過ごして、熱はすっかり下がっている。

　多少の気だるさは残るものの、調子は概おおむね良好だ。

　パジャマのまま部屋を出て、朝日の差し込む廊下を進み、ゆっくりと階段を下りて脱衣所に向かう。ずっと寝たきりだったから熱いシャワーを浴びたかった。

　シャツを脱いで洗面台の前に立つ。鏡の向こう、桐きり谷たにから奪った分だけ青く塗り潰つぶされた林りん檎ごの模も様ようを確認して、ぼくはほっと息を吐く。

　これで七つに砕かれた空白カケラのうち、二つが埋まった。

「ようやく欠片かけらをひとつ回収できた」

「はい、イツキさまがマナの心を満たした証あかしです」

　幼くも優しい少女の声に振り返ると、足元の黒猫がふらりと長い尻尾しつぽを揺らした。

「ミントもシャワーを浴びるか？」

「いえ、わたくしはけっこうです」

「そっか。じゃあ、ちょっとだけ待っててくれ」

　黒猫に待機を言い渡したぼくは浴室へ。さっとシャワーを浴びて、ドライヤーでしっかりと髪を乾かしてから自室に戻る。手早く制服に着替えて居間へと足を運んだ。

　いつものように、セーラー服にエプロンを着けた双そう樹じゆが迎えてくれる。

「おはよう、兄さん。気分はどう？」

「もう大丈夫。すっかり元気になったよ」

　ぼくの定位置に座ると、双樹が水を持ってきてくれた。

「まったくもう。熱があるのに外に出ちゃうんだもの。余計に熱が上がって、つらいのは兄さんなのに」

「わるかった。休日まで看病させて」

「べつにいいよ。兄さんは理由もなく妹に心配かけたりしないでしょ。大事なことがあったんだって、ちゃんとわかってるから」

「双樹……」

「兄さんのことだから、マナさんに悩みとか相談されて駆け回ってたんでしょ？　おっぱいが素敵な可愛かわいい後輩の頼みだから断れなかったんでしょ？」

「たしかに桐谷のおっぱいは素敵だな」

　双樹の小振りなそれとは違い、後輩の大きめの胸むねはなかなかそそるものがある。

「けど、兄さんは双樹の小さいおっぱいも好きだぞ」

「ありがと。それで、桐谷さんとは仲良くなれた？」

「ぼくの選んだ下着を着けて、お見舞いにきてくれるくらいには仲良くなった」

「仲良くなりすぎ。どうして兄さんがマナさんの下着を選んでるの。ていうか、どうしてその下着を着けてるってわかったの？」

「それはエロスの神様……もとい幸運の女神のおかげといいますか」

　本人には指摘しなかったのだけど、アマガエル様の水玉に呑のみこまれたあと、びしょ濡ぬれになった桐谷のブラウスは透けており、下ブ着ラの水色がうっすらと浮かんでいたのだ。

「透けてるのを指摘して恥ずかしがる後輩の顔を見るのもいいんだけど、兄さんはシリアスな雰囲気を守ることにしたんだ」

「意味わかんないから」

「でも、最後に桐きり谷たには笑ってくれた。……それだけで、よかったと思えるんだ」

「そっか。がんばったんだね、兄さん」

　椅い子すに座るぼくの頭を双そう樹じゆが撫なでてくれる。

　妹に子ども扱いされているのに、それがちっとも嫌じゃなかった。
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　その日の昼休み。ぼくは二人の天使をお供に中庭のベンチにいた。

　ミントは頭に猫耳を生やした金髪少女の姿で、ぼくの隣に腰掛けて、ランチのサンドイッチをもふもふと食べている。

　犬天使はといえば、白犬の姿でベンチの横に行儀よくおすわりして、今回の林りん檎ごにまつわる話を黙って聞いてくれていた。

「桐谷の微熱は、ちゃんと消えたのかな」

「心配は要いらない。魔ま蝶ちようは既に彼女の体を離れているはずだよ。彼女は天界の林檎に元通りの体を願ったのだから」

「そっか。どんな願いも叶かなえる林檎だもんな」

　幸福な記憶を対価にするのだ。それくらいはしてもらわないと釣り合わない。

「桐谷は寂しかったんだ。両親が忙しくて、帰ってくるのが遅くて、甘えん坊の桐谷は寂しかった。だから両親が早く帰ってきてくれるように願いごとをした」

「その願いに惹ひかれて魔蝶はマナ殿に取り憑ついたのだね。願いとは、言い換えれば欲望だ。魔蝶は人間の欲望を利用して悪夢を見せる。悪夢は現実を侵食し、マナ殿に微熱の呪のろいをかけた」

「でも、その呪いのおかげで桐谷は望んでいた愛情を得ることができた」

「望んだ形ではないが、微熱がマナ殿の願いを叶えたのだね。そのかわり三年間も消えない熱に苛さいなまれることになり、微熱は彼女のコンプレックスになってしまったわけだ」

　微熱が原因で桐谷は水槽の中に閉じこもってしまった。微熱を秘密にすることで他人と距離を置くようになり、脆ぜい弱じやくな体のせいで他人の優しさを信じられなくなった。

　結果として、甘えん坊だった女の子は誰にも甘えられなくなってしまった。

「マナ殿はご主人とイツキ殿のキスを見て飛び出していったのだろう？　微熱がコンプレックスのマナ殿が、普通の女の子としてイツキ殿の傍そばにいるご主人に嫉しつ妬としたのも無理からぬことだ」

「別にキスはしてないけどな。そう見えただろうことは否定しないけど」

「罪な男だね、イツキ殿は」

　わふふ、とからかうように白犬が笑う。

「魔蝶は天界の林檎と同じで強い願いを持つ人間に憑きやすい。林檎が選んだ少女が蝶ちように憑つかれていたのはそれほど不自然じゃない。問題なのは、魔ま蝶ちようがこの世界に存在していることだ。夢む魔ま達によって狩り尽くされたはずなのに」

　おかしなこともあるものだ、と犬天使が首を捻ひねっている。

「魔蝶は悪夢を見せる存在だ。悪夢は心に闇やみを生む。マナ殿の林りん檎ごが黒くなったのは、何も彼女の嫉しつ妬とだけが原因じゃない。少なからず魔蝶が関わっている。もし他にも魔蝶が存在しているとしたら、林檎の回収の障害になるかもしれないね」

「……勘弁してくれ。林檎だけでも手を焼いてるんだ」

　ベンチに両腕を預けて空を仰ぐ。こうして上を向いていると、ここ最近、ずっとベッドで寝たきりだったことを思い出す。

　雪ゆき姫ひめは見舞いにきてくれたが、桐きり谷たにが家を訪れることはなかった。

　当然だ、あの子は花はな神がみ一いつ樹きに関する記憶をすっかり失ってしまったのだから。

　幼おさな馴な染じみの雪姫と違い、林檎を食べてからの記憶を失えばぼくとの接点も消失する。

　桐谷が記憶を失くした以上、ぼくと桐谷の関係は、彼女の中でなかったことになる。

「わかってはいたけど、忘れられるのはやっぱり寂しいな……」

　あったはずの時間がなかったことにされる。

　それは天界の林檎に願いごとをした時点で覚悟していたことだ。

　けれど、いざこうして体験するとどうしても心が軋きしむ。自分で決めたことだから後悔はしないと誓ったはずなのに、胸むねの痛みだけはどうしようもない。

「天界の林檎は、どうして桐谷から声を奪ったんだろうな」

「推測でよろしければ、わたくしが教えて差し上げます」

　たらふく食べて満足したのか、自分の指を舐なめていたミントがようやく会話に参加する。

　ミントがハムとレタスを挟んだそれを犬へと差し出して、言う。

「犬の貴方あなたはサンドイッチでも食べていてください」

「お言葉に甘えるとしよう」

「ぼくの分は残してくれよ」

　ぱくりとサンドイッチを口にくわえ、むしゃむしゃと味わうように咀そ嚼しやくする白犬。

　そんな犬天使を横目にミントは話し始める。

「マナは〝本当の自分を知ってほしい〟と願ったのでしょうね」

「本当の自分？」

「声を失う直前、イツキさまに少なからず心を開いていたマナは、イツキさまともっと仲良くなりたいと思ったはずです。それが恋であれ友愛であれ、好きな相手に自分を知ってほしいと思うのは自然なことです。微熱のせいでずっと本心を隠しながら生きてきたマナは、イツキさまにだけは本当の自分を見てほしかったのでしょう」

「でも、それでどうして声を奪われるんだ？」

「マナ殿にとって〝言葉〟は心を守るための盾であり、他人を拒絶するための剣だった。イツキ殿も、最初の頃はだいぶ毒舌を吐かれたそうだしね。しかし、本心を隠すことに特化したマナ殿の言葉は〝本当の自分を知ってほしい〟という願いを叶かなえるためには邪魔だったのさ。ずっと本心を隠し続けてきた人間がいきなり素直になるのは難しい。それならいっそ、面倒な口を封じてしまえば手っ取り早い」

「だから林りん檎ごは声を奪ったのか。言葉を取り上げて、本心だけを発信できるように」

　その結果として本音が駄だ々だ漏れになっていたわけだ。桐きり谷たにの願った形とは違うのだろうけれど、本当の自分を知ってほしいという願いは叶えられた。

「しかも心を届ける相手がイツキ殿限定なのだからね。さんざん毒舌を浴びせても自分の元を離れなかった異性にときめいたのかな？　いずれにせよ、我の心配は見事に現実になったわけだ。まったく、イツキ殿はどれだけの女性を虜とりこにすれば気がすむんだ」

「……それはぼくのせいなのか？」

「驚きました。イツキさまは、女性を落とすのがお上手だったのですね」

「そういう失礼なことを言うのはこの口か？」

「わひゃ!?　ひゃ、ひゃめれくらひゃい、いひゅひひゃま」

　お仕置きの意味を込めて可愛かわいい唇くちびるを摘つまんでやる。可愛い声が必死に「やめてくださいイツキさま」と訴えるのだけど、ぼくはしばらくやめなかった。

「これは私見だが、マナ殿の〝精神干渉〟は彼女がイツキ殿を支配したいと思った結果ではないだろうか。精神干渉、言葉による心の支配──有り体に言ってしまえば、相手を自分の〝言いなり〟にする魔法だ」

「……桐谷らしい魔法というか、否定できないところが嫌だな」

　心なしか涙目のミントが小さな手で頬ほおを押さえながら頷うなずく。

「マナは、よほど強くイツキさまを好いていたのですね。天界の林檎を嫉しつ妬とで黒く染めてしまうほどに。イツキさまを、自分の思い通りにしたいと願うほどに」

「……けど、もう終わったことだ。ぼくを好きになってくれた桐谷茉ま奈なはもういない。桐谷の記憶は、ぼくが奪ってしまったんだから」

　ぼくの胸むねにある林檎の模も様ようは、桐谷から収穫した分だけ空白が埋まっている。

　彼女の恋は、その記憶ごとぼくが奪ってしまった。

「イツキ殿は、ちゃんとマナ殿と話したほうがいい。伏線フラグはあったはずなのに、気づかなかったのは君のミスだ」

「ミス？」

「人除よけの魔法に綻ほころびは作っておいたから、そろそろくる頃だろう。……そうそう。サンドイッチ、美お味いしかったよ。イツキ殿の妹は本当に料理が上手なのだね」

　そう言い残して、用はすんだとばかりに中庭を出ていく犬天使。

「……なんなんだ、いったい？」

　気づくと隣に座っていたミントもいない。

　黒猫の姿に戻った天使は、なにやら噴水の傍そばで水面を覗のぞき込こんでいた。

「なにしてるんです？」

「うひゃう!?」

　背後から声がして、冷たい何かを首筋にあてられたぼくは変な悲鳴をあげてしまう。

　慌てて振り返ると、視界に収まったのは見覚えのある女の子。

　どこかぼんやりとした瞳に、くしゃくしゃとウェーブのかかったセミロング。赤いスカートに白いブラウスの夏服姿で、今日はカーディガンを羽は織おっていなかった。

「桐きり谷たに？　……え、どうして？」

「んふふ、びっくりしました？」

　聞き慣れた、透き通るような声。ミネラルウォーターのペットボトルを手に、ぼくを憶おぼえていないはずの女の子が楽しげに笑う。

「ね、イツキ先輩？」

　名前を呼ばれ、思わず後ずさる。足がベンチにぶつかって、がたりと嫌な音がした。

　ぼくのことを忘れているはずの彼女が、ぼくの名前を口にした。そこから連想されること、導かれる結論はひとつしかない。

「桐谷は……ぼくを憶えているのか？」

　震える声で確認を取ると、桐谷は小さく頷うなずいた。

「憶えてますよ。恋人ごっこのことも。デートにいったことも。初めてカラオケをしたことも。喫茶店でパスタを食べたことも。先輩に下着を選んでもらったことも。プレゼントをくれたことも。お見舞いにきてくれたことも。温かいココアを作ってくれたことも」

　彼女は、かすかに潤んだ瞳でぼくを見上げる。

「そして、イツキ先輩を好きになったことも」

「な……っ!?」

　突然の告白に心臓が止とまるかと思った。

　動揺するぼくを見て桐谷がくすりと妖よう艶えんに笑う。

「今ので確信しました。やっぱり、先輩は憶えてるんですね」

「……え？」

「やっぱり、この日記に書かれているのが本当の〝記憶〟なんですね」

　そう言って彼女は一冊の日記帳を取り出した。それはおそらく、もう少しでページが埋まると言っていた日記帳。

　桐谷が手にした日記ダイアリーが示す意味に思い至り、頭が真っ白になっていく。

「んふふ、わたしの日課は日記をつけることなんですよ？」

「ぼくを……騙だましたのか？」

「はい。本当はなにも憶えてないんです。先輩のことも憶えてませんでした。でも、この日記には、わたしの文字で記憶にないはずの思い出が綴つづられていたんです。イツキ先輩と出会って──貴方あなたに恋するまでのわたしの時間が」

　桐谷はぼくを忘れている。だけど、自分が書いた日記を読んでしまった。

　記憶を奪われる前の、ぼくと過ごした桐谷茉ま奈なの記憶を読んでしまった。

　日記の話題が出た時に気づくべきだったのだ。天界の林りん檎ごはあくまで宿主の記憶しか修正しないことに。記憶を失った彼女に、彼女の日記を読ませてはいけなかった。

　犬天使の言う通り、この状況はぼくの甘さが招いた結果だ。

「調べずにはいられなかったんです。記憶におかしな空白があるのも実感してましたし、なにより、ここに書かれていることが嘘うそだとは思えなかったから」

「ぼくの顔も憶おぼえていないのにどうやって？」

「名前と学年さえわかっていれば、二年生の誰かに訊きけば簡単にわかります」

　記憶を失ってすぐ、日記に綴つづられていた花はな神がみ一いつ樹きの存在を知った。

　日記に記されていた情報を頼りにぼくを特定したのだ。

「どうして記憶が無いのか、日記に書いたことを憶えていないのか、わたしにはわかりません。でも、日記を読んでいると胸むねが苦しくなるんです。イツキ先輩の名前をなぞるたびに、体が熱くなるんです。貴方あなたに会って、ようやくこの熱の正体がわかりました」

　熱に浮かされたように、頬ほおを赤く染めた彼女が、せがむようにぼくの目を覗のぞき込こむ。

「ねえ先輩？　先輩を前にすると胸が張り裂けそうになるんですよ？　わたしはまだ、ちゃんとイツキ先輩に恋してるんです。この熱だけは──手て放ばなしたくない」

　それは、思いもしない不意打ちだった。

　踵かかとを上げて、背の高い彼女は、それだけでぼくの位置までたどり着く。

　熱くて、ほんのりと湿った柔らかな感触が唇くちびるを奪う。

　香水の香りはしなかった。ただ、女の子の匂いだけがした。

　それはぼくにとって二度目の告白で、二度目のキスだった。

　桐きり谷たにが名な残ごり惜しそうに顔を離す。答えを待つように、じっとぼくを見つめてくる。

　けれどもぼくは、やっぱり答えられなくて。

「イツキ先輩……？」

　気づいた時、ぼくは、泣いていた。

　ようやく桐谷の気持ちがわかったから。

　本当のことを言えない人魚姫の気持ちがわかったから。

　気持ちを伝えられないのは、水の中にいるみたいに苦しいってこと。

　ぼくの恋愛感情は林檎に食べられたまま、ぽっかりと穴の開いた心では、向けられた想おもいに答えることができなくて──

　恋ができないリンゴの恋模も様ようは、複雑に成長していく。
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　放課後。学校からの帰り道を雪ゆき姫ひめと並んで歩いていた。

　ぼくの手にはスーパーの袋。中には幼おさな馴な染じみの大好物である『雪ゆき兎うさぎ大福』が二つと、アイスがとけないようにドライアイスを入れてある。

「アイスありがと、イツキ君」

「仲直りの印にするって約束だったからな」

　反射的にぼくの口が返事をする。ただ、言葉に感情は伴っていなかった。

　心はずっと上の空。こんなんじゃいけないとわかってる。

　でも、桐きり谷たに茉ま奈なにされた告白と、キスの感触が脳裏から離れない。

　頭の中がぐちゃぐちゃで、結論の出ない考え事がぐるぐると渦巻いている。

　そうしているうちに雪ゆき姫ひめの家に着いていて、行儀よくおすわりをする白犬の頭を撫なで、笑顔で迎えてくれたママさんに挨あい拶さつをして、いつの間にか、ぼくは雪姫の部屋にいた。

　前にこの部屋に入ったのはいつだっただろう。そんなことを考える。

　魔法で雪姫から隠れている黒猫は、そそくさと部屋のはじっこでお尻しりを落ち着けた。

「適当に座ってて？」

「ああ。……あれ？」

　座ろうとしたぼくの視界に入ったのは、机の上に置かれていた一匹のヌイグルミ。

「このヌイグルミ……」

　テーブルにアイスの袋を置いたぼくは、見覚えのあるシルエットを間近で観察する。

　形は若干ブサイクで、全身は白く、つぶらな瞳だけが赤。

　耳がまるいから、かろうじてクマだとわかるやっつけ仕事なデザイン。

　それは雪姫が食べた天界の林りん檎ごを回収する際、ひたすらぼくらの妨害をしてくれた偽物の悪魔。天界の林檎を食べた幼おさな馴な染じみが、夢の中で作り上げた白い怪物。

　無表情な〝シロクマくん〟のヌイグルミだった。

「お片づけしてたら出てきたの。小さい頃、イツキ君がくれたヌイグルミ」

「ぼくが？」

「憶おぼえてない？　ＵＦＯキャッチャーで取ってくれたんだよ？」

「……ごめん。憶えてない」

「そっか。ざんねん」

　制服姿の雪姫がヌイグルミを胸むねに抱く。

「でも、無表情なのが寂しいよね。笑顔になってくれればいいのに」

「笑顔……」

　不意に春の連休ゴールデンウイークの記憶が頭をよぎった。

「そいつは──」

　そいつはちゃんと、最後には笑ってたよ。

　頭に浮かんだ言葉はのどの奥に詰まったまま、声カタチにはならなかった。

　あの夢の中の出来事を思い返す。林檎の魔法に閉じ込められた一週間の最後。散らない桜が花を散らせ、雪姫の描いた夢の世界が綻ほころび崩壊した夜。

　ぼくの前に現れたシロクマくんは笑顔だった。

　でも、それは伝えても意味のないことだ。言っても仕方のないことだ。

　天界の林りん檎ごのことも、黒猫の正体も、本当の気持ちも。

　言えないことだらけで、隠していることだらけ。

　雪ゆき姫ひめに嘘うそを吐つきたくないと願いながら、秘密ばかり増えていく。

　嘘と隠し事で満たされた水槽の中。心はどんどん苦しくなって、楽になりたいなら林檎の欠片かけらを集めきるしかない。

「……ん？」

　気づくと、目の前にシロクマくんの顔があった。

「イツキクン？　ドウシタンダイ？」

「むしろ、おまえがどうしたんだ？」

　片言の日本語で喋しやべるヌイグルミに手刀チヨツプをかます。華麗に放はなたれた攻撃に「あうっ」と可愛かわいい悲鳴が漏れ、シロクマ君の後ろから雪姫がそっと顔を出す。

　頬ほおを赤らめた幼おさな馴な染じみが上目遣いのまま「えへへ」とはにかんだ。

「これ、すごく恥ずかしい」

「だろうな」

　ぼくが頷うなずくと、雪姫はシロクマくんで口元を隠してしまう。

「元気……出た？」

「うん？」

「大好きな人には、笑っていてほしいから」

「……ああ、そっか」

　ぼくが暗い顔をしてたから励まそうとしてくれたんだ。

「ありがとな、雪姫」

　今度はちゃんと笑えたと思う。

　ぼくの目の前で、日ひ溜だまりのような笑顔が咲いたから。

「……あれ？」

　幼馴染が見せてくれた温かい笑顔。

　その笑顔が数年前の、まだ幼かった頃の雪姫と重なった。

「……思い出した。あの時の雪姫はたしか、前髪を切りすぎて泣いてたんだっけ」

　その頃から雪姫は髪で瞳を隠していた。長い前髪は雪姫の心を守る盾だったのだ。

　ぼくは雪姫に笑ってほしくてヌイグルミをプレゼントしたんだ。シロクマ君を憶おぼえていなかったのは、ぼくにとって大切なのはヌイグルミじゃなかったから。

　ぼくはただ、雪姫の笑顔がほしかっただけ。

「うれしかったよ。ありがとう」

「何年前のありがとうだよ」

「ずっと言いたかったの。傍そばにいてくれて、優しくしてくれて、ありがとう。あの時だけじゃない。イツキ君はいつも優しくしてくれたから。だから今度は私の番」

　ぎゅっとシロクマくんを胸むねに抱いて雪姫が言う。

「イツキ君のためなら、なんでもしてあげるよ？　たくさん幸せをくれたから、今度は私がイツキ君を幸せにしてあげる」

「ッ!?」

　放はなたれた不意打ちにどきっとした。

　健気けなげな台詞せりふに打ち抜かれた部分から、じわじわと胸むねの奥が熱くなっていく。

　目を逸そらすのも、誤ご魔ま化かすのももう限界だ。

　ぼくはこんなにも、どうしようもないほどに、雪ゆき姫ひめのことが好きなんだ。

　ぼくは恋愛感情を失っている。けれど白しら木き雪姫という女の子を愛いとしく想おもう。

　矛盾を抱えたまま、恋をする資格を剥はく奪だつされているはずのぼくは、震える自分を騙だますように雪姫を抱きしめた。

　抱きしめて──キスをした。

　ただ唇くちびるをふれ合わせるだけの口づけ。

　でも、そのたった一度の口づけは、ぼくらの関係を決定的に変えてしまう魔法だ。

　夢での出来事を忘れている雪姫にとっては初めてのキス。

　絶対に言い逃れできない「好き」って感情の代名詞。

　言葉を用いない、行為だけで示す愛の告白だ。

　顔を離すと、雪姫はリンゴみたいに真っ赤になっていた。

　真っ赤になった雪姫はぺたりと床に座り込んでしまった。













「ゆ、雪ゆき姫ひめ……？」

　彼女に抱かれていたシロクマくんがころんと床に転がる。

　俯うつむいてしまった彼女は、座り込んだままゆっくりと顔を上げた。

「──白しら木き雪姫は可愛かわいいですわね。キスで放心してしまうなんて。好きな異性にされて嬉うれしかったのでしょうね」

　小さく唇くちびるを動かして、立ち上がった雪姫の瞳は虚うつろだった。

　光の灯ともっていない目、感情を映さない雪姫の表情に天使も異常を感じ取ったのだろう。

　黒猫から少女の姿になったミントが寄り添うようにぼくの隣に立つ。

「そんなに身構えないでくださいませ。ワタシに敵意はありません」

「……誰だ、おまえは？」

「ワタシは天界の林りん檎ごですわ。林檎の意識と言ったほうがわかりやすいかしら？」

　雪姫の声で、でも、雪姫とは違う口調で〝彼女〟は答える。

「お久しぶり。貴方あなたがワタシに願いごとをした時以来ですわね」

「……林檎の意識が、どうして雪姫の中にいる？」

「今の不完全なワタシには直接貴方に呼びかけるだけの力はありません。ですので一時的にこの少女の体を借りているのですわ。貴方達の唇が接触した瞬間に、そのように細工を施ほどこしました。この細工は対象の心が乱れていないと使えないんです。でも安心してくださいな。用事が終わればすぐに貴方の中に還かえりますので」

　思わず自分の胸むねにふれるぼく。雪姫の体を乗っ取ったのが〝林檎の意識〟なら、彼女はずっとぼくの中にいたということになる。

　虚ろな目をした雪姫が──否、雪姫の体を乗っ取った林檎がミントを見る。

「小さな天使さん。どうですか、貴女あなたが望んだ心は？」

「……最初は、心の扱いに戸惑いました」

　そう口にしたあと、猫耳の天使がぼくを見上げる。

「でも、イツキさまが教えてくれたんです。嬉しいと思うことも、悲しいと思うことも、人間の寂しさも、温かい優しさも。その全てが、わたくしの宝物です」

「そうですか。なら、願いを叶かなえた甲か斐いがありましたわ」

　林檎がミントを抱きしめ、抱きしめられたミントはぱちぱちと瞬まばたきをする。

　林檎の行動が唐とつ突とつすぎて、ミントもどうしていいかわからないのだ。

「訊ききたいことがある。天界に生なるはずの林檎が、どうしてこの世界に落ちてきたのか」

「そうですわね。では、座って話をしましょうか」

　彼女に促されて椅い子すに腰掛ける。

　林檎はベッドにお尻しりを乗せ、膝ひざに乗せたミントの頭を撫なでながら口を開く。

「貴方は、桐きり谷たに茉ま奈なの林檎が熟した本当の理由がわかりますか？」

「本当の理由？」

「林檎を赤くした彼女の願いは〝恋がしたい〟というものでした。貴方への恋心が林檎を赤くしたんですよ？」

「あ……」

　確かに桐きり谷たには恋に憧あこがれてると言っていた。

「でも、彼女の恋は実らなかったようですわね」

「……っ」

「貴方あなたが気に病むことはありませんわ。それは仕方のないことですし。それに、失恋を経験した少女は美しく、ずっと魅力的になるものです。また新しい恋もできるでしょう」

　林りん檎ごはそこでひとつ息をつく。

「ワタシは自らの意思で人間界に落ちました。その目的は人間の恋の観測です」

「恋の観測？」

「恋は強い力を生みます。それは天界の林檎にとって最も純度の高い栄養になりうるものですわ。少女が育てる幸福な記憶の中で、いちばん強い力を宿やどすのが恋にまつわる記憶なんです。ワタシはそれを間近で見てみたかった。恋を知りたかったのです」

「だから、自ら下界に落ちた？」

「ええ。でもまさか、ワタシを食べた人間が、傷ついた天使を助けるために林檎ワタシを使うとは思いませんでしたわ」

　果実が砕け散ったのは想定外だったと林檎の意識は言う。

「恋は少女の心を揺らす波です。ちょっとしたことで嬉うれしくなったり、涙を流したりする。感情の変動が強い力を生むのです。……けれど私は見誤っていました。貴方が雪ゆき姫ひめを想おもう心の強さを、雪姫が貴方を想う心の強さを。恋愛感情を奪われてもなお、貴方にとって白しら木き雪姫は〝特別〟な少女だったようです。だからワタシはここにいるのですわ。奪った恋愛感情を持ち主に返すこと。そのためにワタシは貴方の前にいるのです」

　膝ひざの上のミントが驚いたようにぴくりと耳を動かした。

　ぼくもミントと同じ。突然のことで理解が追いつかない。

「天使さん、天界の林檎が男性の恋愛感情を奪うのはなぜかしら？」

「林檎を食べた男性が宿主以外の女性に想いを寄せていると、林檎を収集する効率が落ちるからです」

「その通りですわ。ですが、花はな神がみ一いつ樹きに関しては感情を返したほうが良いと判断します」

「……どうして、そう思うんだ？」

「貴方は泣いていました。茉ま奈なに好意を寄せられて、返事ができないことに、彼女の想いに応えられないことに、傷ついてしまったからでしょう？」

　その指摘に息が詰まる。

　後輩に告白された時、キスをされた時、ぼくの脳裏には別の女の子の顔が浮かんだ。

　ずっとぼくの中にいた林檎の意識は、ぼく以上にぼくの心を理解していた。

「恋愛感情を失っているはずなのに、貴方の心はたった一人の少女に向けられている。それなら感情を返してあげたほうが、愛した少女のために頑張ってくれるはずですから」

　そう言って、ミントを膝ひざから下ろした〝彼女〟はぼくの前に立つ。

「さあ、イツキさんも立ってくださいな」

「あ、ああ……」

　ぼくは彼女の指示に大人しく従う。

　こうして至近距離で向かい合うと、改めて雪ゆき姫ひめの小柄さを確認できる。

　伸ばされる華きや奢しやな手。ぼくの胸むねにふれると〝彼女〟の手に光が灯ともった。

　温かくて、くすぐったい、不思議な感覚に目を閉じる。

「……はい、これで返還は完了ですわ」

　数秒の空白を置いて彼女はぼくから手を離した。

「さて、それではワタシはそろそろ還かえりますわ。砕けた林りん檎ごの欠片かけらはあと五つ。でも大丈夫。貴方あなたなら、ちゃんと見つけられるはずです」

　それで最後。林檎の意識はあっさりと雪姫の体を手て放ばなした。

　崩れ落ちそうになった幼おさな馴な染じみを抱きとめる。

　眠り姫の頬ほおを撫なでると、微かすかにまつ毛を震わせた。

「……あれ、イツキ君？」

　ぼくの腕の中で、意識を取り戻した雪姫がとろんとした瞳でぼくを見る。

　たったそれだけのことで嘘うそみたいに胸が高鳴る。ふれ合った箇所から伝わる体温が鼓動を速くする。抱きしめた女の子が、今までのどの瞬間よりも「可愛かわいい」と思えた。

　雪姫を見ているだけで溢あふれてくる想おもいの奔流。

「ああ……これが、ぼくの恋愛感情なんだな」

　奪われていた欠片ピースをはめ込まれたぼくの心は、腕の中の女の子に埋め尽くされていた。

　こんなにも確かな道みち標しるべがあるのなら、好きな相手にふれることでこんなにも幸福な気持ちになれるなら、ぼくはもう迷うことはない。

「……イツキ君？」

　ぼくに抱かれたまま、雪姫が不安げな瞳で見つめてくる。

「ごめんな、順番が逆になって。本当はキスの前に言わなきゃいけなかったのに」

　彼女の頭を撫でて、ぼくはゆっくりと息を吸う。

「ぼくは、雪姫が好きだよ」

　想いは、思いのほかするりと形を成した。

　恋愛感情を失くしたままでは言えなかった気持ちを、ようやく伝えることができた。

　ずっと言いたかった。伝えたかった。押し込めて、閉じ込めていた想いを告げられたことが嬉うれしくて、堪たまらなかった。

「……」

　雪姫は一筋の涙を零こぼすと、思い出したように真っ赤になる。

「うれしい。私も、ずっとイツキ君が好きでした」

　お互いの好意を確かめたぼくらは、どちらともなく顔を寄せ合う。

　可愛かわいくて、愛いとおしくて、無我夢中で唇くちびるをふれ合わせた。それから、華きや奢しやな肩を掴つかんで雪ゆき姫ひめをベッドに押し倒す。そんな乱暴な行為にも雪姫は抵抗しなかった。

　投げ出された体勢のまま、何かを期待するような潤んだ瞳で真まっ直すぐにぼくを見る。

　シーツの上に広がる髪、乱れた衣服がぼくの理性をぐちゃぐちゃに砕く。

　雪姫の細い腕をベッドに押し付け、彼女に跨またがったぼくは覆おおい被かぶさるようにキスをした。

　雪姫の唇に、何度も何度も自分のそれを押し付ける。

　痺しびれるような感覚。麻ま痺ひしていく意識。次第に乱れていく彼女の吐息と、上気した頬ほおに胸むねが熱くなる。口づけを重ねるたび、心まで混じり合っていくようだった。

「ひゃう……っ」

　頬を撫なでただけで甘い声をあげ、体を震わせる雪姫。

　その仕草があまりにも魅力的で、何度目かのキスをしようと顔を近づける。

　そして──その現場をママさんに目撃された。

「ま、ママさん!?」

「あら？」

　ドアを開けた体勢のまま「意外なものを見ちゃった」って反応をするママさん。ベッドに組み敷かれた娘と、娘に覆い被さったぼくを交互に見て優しく微笑ほほえんだ。

「一いつ樹きくんも、ちゃんと男の子だったのねえ。ママさん、ちょっと安心しちゃった」

「……」

「……」

　二の句も継げない状態のぼくら。ママさんはお菓子の載ったトレイをテーブルに置くと、そそくさと部屋の入口へ戻る。

「ママさん、もう邪魔しないからっ。どうぞごゆっくり。うふふっ」

　ぱたりと扉が閉められ、ぼくと雪姫は無言で見つめ合う。

　えっと、とりあえず──

「続き……する？」

「はいっ」

　ぼくの提案に嬉うれしそうに返事をする雪姫。

　それはたぶん〝二人〟がいちばんに望んだ展開。好きな子とふれ合いたいという欲求に際限はなく。走り出した感情はもう、お互いに止とまらなかった。




　それから何度キスを交わしただろう。

　気を利かせてくれたのか、いつの間にかミントはいなくなっていて。

　夕ゆう陽ひ色に染まったベッドの上、雪姫はぼくの膝ひざ枕まくらで幸せそうに眠ってる。

　当然だけど、雪ゆき兎うさぎのアイスはとっくにとけてしまっていた。









　　　◆エピローグ






　夏休みの最初の日。午後三時を過ぎた、いい感じに小腹の空すいてくる時間。

　身支度を整えて居間のソファでくつろいでいると、来客を告げるチャイムが鳴った。

「こんにちは！　待ち遠しくて迎えにきちゃいました！」

　玄関のドアを開けると桐きり谷たに茉ま奈ながいた。妙にテンションの高い後輩は短パンに大きめのＴシャツという見るからに夏って感じの涼しげな格かつ好こうだ。

「まだちょっと早いですけど、一緒にユキ先輩を迎えにいきませんか？」

「そうだな。準備してくるから待っててくれ」

　そんなこんなで。

　立っているだけで汗ばむような夏の青空の下、わざわざ迎えにきてくれた後輩と雪ゆき姫ひめの家を目指して歩いている。

「まったく、こんなに気の利いて可愛かわいい後輩をフるなんて、イツキ先輩は酷ひどい先輩です」

「ああ、ほんとに。ぼくは酷い先輩だな」

「……そこは冗談でも〝そんなことない〟って言ってくださいよ」

　ふう、と溜ため息いきをつく桐谷。

「まあ、相手がユキ先輩だからしょうがないかなって感じですけど。ユキ先輩、女のわたしから見ても反則なくらい可愛いですからね。初恋の恋敵が最強のラスボスとか、わたしもとことんツイてませんでした」

「ラスボスって……」

「ところで、そっちの小さい子は先輩のお子さんですか？」

「どう考えてもこんな子どもがいるわけないだろ」

　白のワンピース姿のミントはぺこりと丁寧なお辞儀をする。

「わたくしはミントと申します。イツキさまの女友達です」

「そこは普通に友達でいいからな」

「どういう経緯があったら外国人の女の子とお友達になれるんですか……」

　呆あきれるように呟つぶやいた桐谷はさっそくミントの頭を撫なでている。

　白のカチューシャでしっかりガードしてあるから猫耳がバレる心配はない。

　ちなみに、既に雪姫には人型ミントを会わせてある。最近できた外国人の友達って紹介で。もちろん天界の林りん檎ごのことや天使の正体は秘密のままだ。

　特に何事もなく白しら木き家に到着し、未いまだ忠犬を貫いている白犬の頭を撫でてから玄関へ。

　桐谷が呼鈴を押すと、すぐに雪姫が出てきた。

「こんにちは、マナちゃん」

「こんにちは、ユキ先輩」

　笑顔で挨あい拶さつを交わし合う二人。あれからこの二人の間にはいろいろあって、それはもういろいろあったのだけど、最終的に桐きり谷たにと雪ゆき姫ひめは仲良くなった。

　先輩と後輩というより、友人どうしのような付き合いをしている。

　それで、夏休みに入ったら皆でお茶しようかって話になったらしい。

「イツキ君とミンちゃんもこんにちは。じゃあ、いこっか？」

　薄手のブラウスとスカート姿の雪姫を加えて、ぼくらは再び青空の下に出た。

　ぼくと雪姫が恋人どうしになって一ヶ月くらい経たつ。

　とはいえ、表面上の関係は前とあまり変わらない。

　一緒に通学とか、互いの家に遊びにいったりとか、普通の恋人達が時間をかけて進んでいく道のりを、ぼくらは恋人になる前に経験してしまっていたからだ。

　でも、もちろん変わったこともある。

「……ん？」

　ここ最近、誰かさんの視し線せんを感じることが多くなった。気づくと雪姫が上目遣いでこっちを見ていて、目が合うと少しだけ頬ほおを赤くして、くすぐったそうに微笑ほほえむ。

　そんなことが何度もあって、その度に、ぼくは幸せを噛かみしめることができた。

「ソウちゃん、こられなくて残念だね」

「双そう樹じゆは双樹で友達と約束があるってさ」

「もう、なに二人きりの空間を作ってるんですか。わたしもいるのに」

「なんだよ。邪魔するなよ。好きなだけイチャイチャさせろよ」

「なに開き直ってるんですか。いいじゃないですか。どうせ好きなだけ二人きりになれるんですから、一緒にいる時くらい邪魔させてくださいよ」

「いや、わりと本気でやめてくれ」

「ちぇ、いいですよもう。独り身のわたしはうら若き美少女とイチャイチャしますもん。ほらほら、ミントちゃんはお姉さんとお話ししましょうね」

　ミントの手を引いた桐谷が振り返ってウインク。

　なんだかんだ言いつつも気を遣ってくれたらしい。

　ぼくと雪姫は隠れるように手を繋つなぎ、指を絡ませ合う。

「これ、ちょっと恥ずかしいね」

「そうだな」

「……ね、イツキ君？」

　繋いだ手を照れくさそうにニギニギしながら、可愛かわいい彼女がぼくの名前を呼ぶ。

「昔、二人で七匹の雪ゆき兎うさぎを作った時のこと、憶おぼえてる？」

「ぼくと雪姫が初めて出会った時だな」

「あれね、実は初対面じゃないの」

「はい？」

「イツキ君にとってはそうなんだろうけど、わたしにとってはね」

　空を見上げる雪姫。焦げ茶色の瞳はきっと、ずっと遠い記憶を見つめてる。

「学校でイツキ君を見て、たぶんひと目め惚ぼれだったと思う。小さかったから、恋って感情はわからなかったけど、初めて男の子と仲良くなりたいって思ったの」

「じゃあ、もしかして……雪ゆき姫ひめが雪ゆき兎うさぎにした願いごとって？」

「うん。イツキ君と仲良くなれますようにってお願いしたの。その願いはちゃんと叶かなって、いまでもずっと続いてる。二人で作った兎たちが、わたしとイツキ君を繋つないでくれた」

　子どもの頃、七匹の雪兎を一緒に作った。

　それから長い時間を一緒に過ごした女の子は、何よりも大切な存在になった。

「わたしね、とっても幸せだよ」

「ぼくも、まったくの同意見」

　前を歩く二人に見つからないように、ぼくらはこっそりとキスをした。

　そんな感じで雪姫と気持ちを確かめ合ううちに、四人は目的地にたどり着いた。

　レンガ造りの洋館のような喫茶店。桐きり谷たにのオススメとのこと。

　どうやら一階がお店で、二階は住居になっているらしい。

「いらっしゃいませ」

　出迎えてくれたのは赤毛のウエイトレスさんだった。ボリュームのある長い髪をポニーテールにした、雪姫よりも小さな、中学生くらいに見える女の子。

「どうぞ、お好きな席にお座りください」

　ミントがちらりと視し線せんを寄よ越こす。その意味に気づかないわけがない。

　可か憐れんなウエイトレスの頬ほおに、未熟な林りん檎ごが生なっていたのだから。

「……ああ、ぼくの夏休みはまだまだ先みたいだな」

　夏休みの初日だというのに、狙ねらい澄ましたかのようにぼくの前に現れた林檎の宿主。心を満たし、願いを叶えてやらなければならない少女。

　でも、せめてお茶会が終わるまでは待ってほしい。

　今だけ。もう少しの間だけ──

　ようやく実ったこの恋しあわせを、味わっていたいから。






　　　あとがき






　お久しぶりです、花はな間ま燈ともです。

　お手に取って下さった皆様、本当にありがとうございます。そして長らくお待たせしてしまって申し訳ありませんでした。

『猫耳天使と恋するリンゴ２』はいかがだったでしょうか。

　第二のヒロインである後輩・桐きり谷たに茉ま奈なを主軸にした内容となっているのですが、常にカーディガンを羽は織おっているというミステリアスな少女である茉奈は、特に外見にこだわっています。

　やや長身で手足がすらっと長くて着き痩やせするタイプの隠れ巨乳で淡い色合いのセミロングという、作者による非常に細かいキャラ描写を見事にデザインしていただきました。

　幼おさな馴な染じみの雪ゆき姫ひめが小柄なので、対照的に背が高いという設定にしたのですが個人的に大勝利でした。出来上がったデザインが想像以上に可愛かわいかったです。

　本編を読んで既にお気づきの方もいらっしゃると思いますが、『猫耳天使と恋するリンゴ』シリーズはこの二巻で終了する運びとなりました。

　それに伴い、ただいま必死に新シリーズの構想を練っています。

　次回作は甘々なラブコメではなく、ちょっと不思議な雰囲気のしっとりしたお話になる予定です。ほんのりビターなショコラを作るイメージで。あまり時間を置かずに発表できればいいなと思っています。

　最後になりましたが謝辞を。

　イラストを担当してくださった榎えの本もとひな先生、今回も素敵な絵をありがとうございます。

　担当様をはじめ、このシリーズに関わっていただいたすべての方にお礼を申し上げます。

　そしてこの本を手に取ってくださった皆様に精一杯の感謝を。




　ありがとうございました。
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